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四

序 

文

陸
中
海
岸
の
南
半
は
沈
降
海
岸
で
あ
り
、
吾
が
種
市
町
を
含
む
北
半
は
所
謂
隆
起
海
岸
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
悠
久
た
る
日
本
列
島
形 

成
の
地
質
年
代
に
つ
い
て
は
い
ざ
知
ら
ず
、
種
市
町
の
海
辺
山
間
に
、
は
じ
め
て
居
住
せ
し
吾
々
の
先
人
は
い
か
な
る
人
々
で
あ
り
、

又
そ 

れ
は
何
時
頃
で
あ
つ
た
ろ
う
か
。

そ
の
人
々
が
採
取
漁
撈
よ
り
農
耕
に
移
行
し
た
年
代
、

又
蝦
夷
征
伐
の
奈
良
平
安
時
代
、
鎌
倉
に
は
じ
ま 

る
封
建
時
代
、
戦
乱
の
激
し
い
中
世
に
あ
つ
て
こ
の
町
の
住
人
達
は
、

こ
れ
ら
の
波
に
い
か
に
対
処
し
て
来
た
か
。

こ
れ
は
単
に
私
一
人
で 

は
な
く
、
ひ
と
し
く
郷
土
人
の
抱
く
興
味
疑
問
で
あ
る
と
思
う
。
か

ゝ
る
究
明
は
所
詮
、
考
古
学
者
は
じ
め
歴
史
学
者
に
ま
つ
よ
り
外
に
方 

法
の
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。

前
町
長
舘
石
基
治
氏
は
、
か\

る
地
方
文
化
史
的
意
義
を
高
く
認
識
せ
ら
れ
、

そ
の
在
任
中
に
お
い
て
企
画
着
手
し
、
既
に
町
内
の
遺
跡 

を
発
掘
。
繩
文
時
代
よ
り
土
師
時
代
に
亘
る
広
汎
、
且
つ
貴
重
な
出
土
品
を
見
る
に
至
つ
た
。
岩
大
史
学
研
究
室
に
委
託
中
の
土
器
も
最
近 

殆
ど
復
原
さ
れ
、
図
版
凸
版
等 

一
切
の
出
版
準
備
が
完
了
し
、
私
の
町
長
就
任
後
間
も
な
く
こ
れ
が
刊
行
の
運
び
と
な
つ
た
事
は
、
文
化
財 

保
護
を
た
て
ま
え
と
す
る
地
方
自
治
体
関
係
者
と
し
て
心
か
ら
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
日
本
中
央
の
歴
史
の
流
れ
を
軸
と
し
て
東
北
開
拓
と
関
連
せ
し
め
つ
つ
町
内
出
土
品
の
時
代
考
証
を
明
確
に
解
説
す
る
と
共
に
、
 

学
問
的
権
威
を
貫
ぬ
い
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
必
ず
や
町
民
各
位
に
吾
が
郷
土
再
認
識
の
機
会
を
与
え
、
愈
々
愛
郷
の
念
を
深
め
、
 

次
代
を
担
う
青
少
年
諸
君
に
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
提
供
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

御
多
忙
念
研
究
の
余
暇
を
割
愛
さ
れ
て
本
著
作
に
専
念
下
さ
つ
た
岩
大
草
間
俊I

教
授
並
び
に
久
慈
高
校
種
市
分
校
長
岡
善

一

郎
先
生
、
 

又
貴
重
な
資
料
提
供
を
快
諾
さ
れ
た
当
町
郷
土
史
研
究
家
佐
々
木
剛
一
氏
、
玉
沢
重
作
氏
念
ど
、
発
掘
を
承
諾
さ
れ
た
土
地
所
有
者
各
位
に 

対

し

厚

く

御

礼

を

申

し

上

げ

る

で

第であ
る
。

昭
和
三
十
八
年
六
月
十
日

種

市

町

長
 

高 

城 

専

太

郎

序 

文

種
市
町
の
磯
辺
に
、
昼
夜
を
お
か
ず
打
ち
寄
せ
る
太
平
洋
の
浪
は
、
幾
万
幾
百
万
年
の
昔
よ
り
そ
の
姿
を
変
え
ず
営
み
を
つ
づ
け
て
、

や 

む
こ
と
を
知
ら
な
い
。

こ
の
白
砂
青
松
の
美
し
い
わ
が
鄕
土
に
、
そ
も
人
は
い
つ
頃
よ
り
住
み
付
き
、

い
か
な
る
生
活
の
態
様
を
続
け
て
今 

日
に
至
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
や
広
大
な
海
岸
段
丘
に
は
人
家
相
次
い
で
櫛
比
し
、
寂
寥
た
る
往
古
の
面
影
更
に
な
く
、
時
代
の
進
展 

に
テ
ン
ポ
を
合
わ
せ
刻
々
近
代
的
な
変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。

英
国
の
歴
史
学
者
ト
イ
ン
ビ
ー
は

「
歴
史
と
は
過
去
と
現
在
と
の
対
話
で
あ
る
」
と
言
つ
て
い
る
が
、
郷
土
の
先
人
の
展
開
し
来
つ
た
足 

跡
を
実
証
に
よ
つ
て
き
わ
め
、
し
か
る
後
現
在
の
時
点
に
立
つ
て
来
る
べ
き
種
市
の
将
来
を
展
望
す
る
こ
と
こ
そ
、
吾
々
の
責
務
で
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
愈
々
吾
々
の
身
内
に
真
の
郷
土
愛
が
生
れ
、

う
る
お
い
あ
る
人
間
社
会
の
成
長
も
あ
る
も
の
と
信
じ
る
。

最

近

「
岩
手
県
史
」「
八
戸
の
歴
史
」
の
出
版
を
見
、
戦
後
十
数
年
に
し
て
よ
う
や
く
北
奥
に
お
け
る
往
古
よ
り
近
代
に
い
た
る
過
程
が 

実
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
、

「
種
市
町
の
歴
史
」
が
私
共
の
日
程
に
の
ぼ
る
こ
と
は
又
必
然
の
事
と
い
え
よ
う
。
幸
い
に
こ
の
た
び
岩
手
県
文 

化
財
専
門
委
員
岩
大
教
授
草
間
俊
一
氏
を
わ
ず
ら
わ
し
、

一

昨
年
四
月
下
旬
よ
り
五
月
上
旬
に
か
け
て
町
内
の
遺
物
包
含
地
を
発
掘
、

そ
の 

調
査
報
告
を
か
ね
て
古
く
は
繩
文
早
期
よ
り
中
世
種
市
氏
に
い
た
る
資
料
文
献
に
基
づ
き
「
種
市
町
の
歴
史
」
の
概
説
を
編
集
出
版
す
る
は 

こ
び
と
な
り
、
こ
ゝ
に
数
千
年
に
わ
た
る
わ
が
郷
土
の
姿
が
初
め
て
科
学
の
メ
ス
に
よ
つ
て
吾
々
の
眼
前
に
現
わ
れ
る
に
至 

つ
た
。

こ
れ
は 

郷
土
を
愛
す
る
者
に
と
つ
て
か
ね
て
求
め
て
よ
く
為
し
得
な
か
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
証
的
に
し
て
平
明
な
解
説
に
加
う
る
に
多
数 

の
図
版
、
地
図
、
出
土
地
名
表
等
を
含
む
本
書
は
郷
土
の
何
人
も
是
非
再
読
三
読
、
常
に
坐
右
に
そ
な
え
て
味
読
す
べ
く
、
大
方
に
推
奨
し 

て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
又
私
の
町
長
在
任
中
に
於
け
る
唯 I

の
文
化
的
作
業
で
あ
つ
た
事
を
思
う
に
つ
け
、
感
慨 

一
入 

で
あ
る
。

本
出
版
に
あ
た
り
短
時
日
に
か
ゝ
る
煩
現
な

を

作をおね
が
い
し
た
草
間
先
生
、
久
慈
高
校
種
市
分
校
の
長
岡
先
生
は
じ
め
、
資
料
提
供 

者
、
発
掘
を
承
諾
さ
れ
た
土
地
所
有
者
各
位
に
対
し
茲
に
深
甚
な
る
敬
意
と
恩
謝
を
表
す
る
で
第であ
る
。

昭
和
三
十
八
年
六
月
十
五
日

岩
手
県
議
会
議
員
、
前
種
市
町
長 

舘 

石 

基 

治
五



序 

文

六

発
掘
印
象

諦
め
よ
う
と
し
た
瞬
間
、

七
〇
糎

の
地
下
か
ら
日
本
で
一
番
古
い
尖
底
土
器
が
二
つ
出
る
。
中
野
の
大
宮
と
い
う
海
岸
の
高
台
。
種
市
が 

一  

番

美

し

く

眺

め

ら

れ

る

小

路

合

の

か

ツソウから
、

口
径
三
五
糎
の
大
甕
が
案
外
浅
い
所
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
ま
ま
横
た
わ
つ
て
い
た
。
 

高
取
で
は
、
そ
こ
の
住
人
が
た
つ
た
今
立•
去
つ
た
時
、

そ
の
ま
ま
の
よ
う
に
皿
、
ど
ん
ぶ
り

の
置
か
れ
た
炉
の
跡
。
有
冢
の
林
の
崖
か
ら
前 

期
土
器
に
ま
じ
つ
て
石
皿
と
丸
い
敲
石
。
木
の
実
を
つ
ぶ
す
道
具
で
あ
る
。
城
内
川
向
の
畑
に
は
、
ぐ
つ
と
新
し
く
奈
良
平
安
の
立
派
な
土 

師
の
つ
ぼ
。

ニ
シ
ャ
ク
ド
ゥ
で
は
糸
切
底
の
皿
と
焼
台
が
出
る
。
当
時
の
農
民
の
顏
が
眼
に
浮
ぶ
。
櫃
割
の
青
龍
刀
形
石
器
は
日
本
で
何
個 

と
い
う
貴
重
品
で
、
権
力
者
の
象
徴
で
も
あ
つ
た
ろ
う
か
。
八
木
の
山
手
、
岡
谷
方
面
か
ら
は
土
版
、

土
偶
。
小
子
内
の
犬
の
土
製
品
。
全 

て
こ
れ
ら
は
図
版
で
ゆ
つ
く
り
御
観
賞
ね
が
い
た
い
。
北
野
沢
の
石
皿
を
見
に
、
佐
々
木
角
中
校
長
の
御
案
内
で
早
朝
訪
問
。
霜
柱
の
道
の 

強
行
軍
。
本
年
三
月
十
三
日
こ
れ
を
最
後
に
仕
上
げ
調
査
を
終
る
。
草
間
先
生
野
田
へ
急
行
。

歴
史
は
種
市
よ
り

歴
史
に
無
縁
に
見
え
た
種
市
町
は
有
名
な
「
き
ぬ
女
家
族
書
上
」
と
い
う
古
文
書
を
も
つ
て
い
る
。

「
ひ
か
し
の
か
と
た
ね
い
ち
‥
‥
」 

に
は
じ
ま
る
こ
の
文
書
は
正
安
三
年
即
ち
鎌
倉
時
代
の
当
地
方
の
行
政
区
画
や
戸
籍
の
き
め
手
と
な
る
重
要
な
中
世
古
文
書
と
な
つ
て
い
る
。
 

八
戸
の
歴
史
の
扉
に
印
刷
さ
れ
て
あ
る
の
は
こ
れ
。
中
野
の
尖
底
土
器
は
十
年
前
慶
大
発
掘
で
大
騒
ぎ
し
た
鮫
の
白
浜
遺
跡
に
ま
さ
る
遺
物
。
 

「
岩
手
県
史
」
出
版
後
の
た
め
記
載
さ
れ
な
か
つ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

ま
だ
究
明
し
た
い
こ
と

掘
る
ま
で
角
の
浜
千
人
塚
の
正
体
は
判
然
と
せ
ぬ
し
、
安
藤
氏
、
種
市
氏
の
考
察
も
暇
が
い
る
。
立
石
と
い
わ
れ
る
ス
ト
ン
サ
ー
ク
ル
が 

あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
し
、
貝
塚
も
県
北
に
少
な
い
だ
け
に
究
明
の
余
地
が
あ
る
。
無
土
器
文
化
な
ど
何
時
の
日
か
ひ
よ
つ
と
発
見
さ
れ
る 

か
も
知
れ
な
い
。

中
世
か
ら
明
治
に
い
た
る
文
献
、
古
老
の
話
、
伝
説
等
を
整
理
す
れ
ば
愈
々
種
市
の
通
史
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
知
ら 

念
い
多
く
の
歴
史
の
宝
庫
を
か\

え
た
種
市
町
は
魅
力
あ
る
町
、
そ
し
て
い
つ
の
日
か
誰
か
こ
れ
か
ら
の
郷
土
史
家
の
手
に
よ
つ
て
前
者
の 

足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
が
補
わ
れ
て
い
く
事
だ
ろ
う
し
、

そ
れ
を
私
は
望
み
た
い
。

昭
和
三
十
八
年
六
月
十
日

久
慈
高
校
種
市
分
校 

長 

岡 

善

一

郎

図

版

の

目

次

と

解

説

図
版
は
第

三
回
調
査(

昭
和
三
十
六
年
春)

の
際
に
発
見
採
集
し
た
遺
物
を
主
と
し
、
そ
の
他
町
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
参
考
と 

な
る
遺
物
と
、
第

三
回
調
査
の
状
況
に
関
係
す
る
写
真
を
示
し
た
。
遺
物
の
所
蔵
者
名
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
第
三
回
調
査
の
際 

に
発
見
採
集
し
た
遺
物
で
、
現
在
岩
手
大
学
に
保
管
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
地
元
に
保
管
設
備
が
出
来
た
ら
、

そ
の
方
に
移
管 

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図
版
第

一

繩
文
式
土
器

1

図 

早
期
尖
底
土
器 

大
宮B

遺
跡
出
土 

高
さ
四
十
三
糎
(

推
定)

2

図
早
期
尖
底
土
器
大
宮B

遺
跡
出
土
高
さ
二
十
四
糎

3

図
前
期
深
鉢
形
土
器
ゴ
ッ
ソ
ウ
遺
跡
出
土
高
さ
二
十
六•

四
糎 

4

図
前
期
深
鉢
形
土
器
上
の
マ
ッ
カ
遺
跡
出
土
高
さ
三
十
六.

三
糎 

5

図 

前
期
円
筒
形
土
器 

上
の
マ
ッ
カ
遺
跡
出
土 

高
さ
二
十
三•

三
糎 

6

図
晩
期
台
付
深
鉢
形
土
器(

大
洞
02
式)

八
木
駅
前
出
土

高
さ
十
七.

五
經
玉
沢
重
作
氏
蔵

7

図
後
期
有
孔
土
器
和
座
出
土
高
さ
十
一•

三
糎

平
内
小
学
校
蔵 

8

図
後
期
香
炉
形
土
器
渋
谷
出
土
高
さ
十
二
糎

角
浜
小
学
校
蔵 

9

図
晩
期
深
鉢
形
土
器(

大
洞A

式)

高
取
出
土
高
さ
十
四
糎 

館
石
基
治
氏
蔵

10
図 

晩
期
壺
形
土
器(

大
洞B

C

式)

高
取
出
土 

現
在
高
さ
十
一
糎

館
石
基
治
氏
蔵

11
図
晩
期
鉢
形
土
器(
大
洞
A/
式)

高
取
出
土
高
さ
八•

二
糎

〔解
説
〕

図
版
第
一
は
完
形
ま
た
は
復
原
し
た
繩
文
式
土
器
を
古
い
も
の
か
ら
順

次
示
す
よ
う
に
し
た
。
但
し
10
図
は7

図
と8

図
の
間
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。

図
版
第
二 

土
師
器
と
須
恵
器

1

図 

甕 

梅
内
遺
跡
出
土 

高
さ
二
十
二•

八
糎

2

図 

甑
(

コ
シ
キ)

梅
内
遺
跡
出
土 

高
さ
二
十
七.

六
糎

3

図 

壺 

梅
内
遺
跡
出
土 

高
さ
二
十
七.

六
糎 

城
内
中
学
校
蔵

4

図
皿
梅
内
遺
跡
出
土 

口
径
十
五•

二

5

図

鉢

向

念

が

れ

遺

跡

出

土

高

さ

八

醒

糎
下
徳
治
郎
氏
蔵

6

図

鉢

向

念

が

れ

遺

跡

出

土

高

さ

六

粳

糎
下
徳
治
郎
氏
蔵

7

図
甕
向
汝
が
れ
遺
跡
出
土
高
さ
三
十
二•

五

握

糎
下
徳
治
郎
氏
蔵 

8

図 

壺 

横
手
出
土 

高
さ
二
十
三.

五
醒
糎
佐
々
木
剛
一
氏
蔵 

9

図 

土
師
器
の
糸
切
底 

に
し
や
く
ど
う
遺
跡
出
土 

長
岡e

一
郎
氏
蔵 

10
図
器
台
高
さ
二
十
三
醒
に
し
や
く
ど
う
出
土
長
岡
善
一
郎
氏
蔵 

11
図
須
恵
器
の
壺
角
浜
出
土.

現
在
高
さ
二
十
三
糎

角
浜
小
学
校
蔵 

12
図 

須
恵
器
の
壺(

参
考
品)

胆
沢
城
址
出
土 

胆
沢
城
収
蔵
庫
保
管 

〔解
説
〕

図
版
第
二
は
土
師
器
と
須
恵
器
で
あ
る
が
、1

図
か
ら9

図
ま
で
は
土 

師
器
で
あ
り
、
そ
の
中1

図
か
ら8

図
ま
で
は
前
期
の
土
師
器
で
、
平
安
時
代 

よ
り
以
前
に
、
こ
の
地
方
の
人
々
の
使
っ
て
い
た
土
器
で
あ
る
。
従
っ
て
、
蝦

七



夷
と
い
わ
れ
た
人
々
の
使
つ
て
い
た
土
器
は
こ
れ
で
、
繩
文
式
土
器
は
そ
れ 

よ
り
千
年
近
く
も
前
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
師
器
は
大
和 

文
化
に
関
係
の
あ
る
土
器
で
、
農
耕
民
の
使
つ
た
土
器
で
あ
る
。
中
で
も
、

2

図
の
コ
シ
キ
は
米
を
蒸
す
セ
イ
ロ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
土
器
で
、
底
は
も 

と
も
と
な
い
土
器
で
あ
る
。
横
に
し
た
の
は
底
の
特
徴
を
示
す
た
め
で
あ
る
。 

須
恵
器
は
角
浜
か
ら
出
土
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
口
頸
部
が
欠
失
し
て 

な
い
の
で
、
そ
の
全
形
を
知
る
参
考
の
た
め
に
、
胆
沢
城
出
土
の
も
の
を
示 

し
た
。
こ
の
種
の
須
恵
器
は
野
田
中
学
校
敷
地
か
ら4

出
土
し
て
い
る
が
、
 

口
頸
部
が
欠
失
し
て
い
る
。
掘
り
出
す
時
に
欠
け
て
無
く
念
つ
た
も
の
で
あ 

る
と
思
う
。

図
版
第

三 

繩
文
式
土
器
と
弥
生
式
土
器
の
破
片

1

図
早
期
貝
殼
文
土

器

大
宮A

遺
跡

2

図 

前
期
繩
文
式
土
器 

遺
ツソウ遺跡

3

図

前

期

繩

文

式

土

器

上

の

遺

ツカ遺跡

4

図 

前
期
末
繩
文
式
土
器(

円
筒
下
層D

式)

城
内
学
区
内
出
土 

城
内
中
学
校
蔵

5

図 

中
期
繩
文
式
土
器(

円
筒
上
層A

式B

式)

北
野
沢
遺
跡

角
浜
中
学
校
蔵

6

図
後
期
繩
文
式
土
器
館
野
遺
跡

7

図
晩
期
縄
文
式
土
器
と
彌
生
式
土
器
大
宮B

遺
跡

8

図 

彌
生
式
土
器 

大
宮C

遺
跡 

佐
々
木
剛
一
氏
蔵

〔解
説
〕

図
版
第
三
は
調
査
に
ょ
つ
て
採
集
し
た
土
器
の
文
様
を
示
す
た
め
に 

時
代
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。1

図
は
早
期
の
貝
殼
文
の
破
片
の
う
ち
、

口
辺
部
の
あ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
。
文
様
の
つ
け
方
の
逢
う
の
は
器
体
が
異

八

な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
つ
て
、
完
全
に
残
つ
て
い
た
ら
相
当
の
数
量
に 

な
る
。 2

図.
3

図
は
前
期
初
め
の
繩
文
式
土
器
の
文
様
を
三
種
類
に
分
け
て 

並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
遺
跡
の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い
。 4

図
は
前
期 

の
円
筒
式
土
器
の
中
に
、
器
口
の
開
い
た
器
形
の
も
の
が
現
わ
れ
て
来
る 

が
、
そ
の
破
片
で
あ
る
。 5

図
は
円
筒
上
層
式
に
は
繩
を
卷
き
つ
け
た
ょ
ぅ 

な
粘
土
紐
の
隆
起
線
文
が
口
辺
部
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
の
あ 

る
も
の
を
示
し
た
。 6

図
は
後
期
の
す
り
消
し
繩
文
の
土
器
で
あ
る
が
、
下 

右
隅
は
晚
期
福
浦
島
式
の
破
片
で
あ
る
。 7

図
は
彌
生
式
土
器
の
破
片
で
、
 

彌
生
式
土
器
の
完
形
品
は
な
い
の
で
、
破
片
だ
け
で
示
し
た
。

図
版
第
四

石

器

類
(1)

1

図

石

鏃
.

石
匕.

石

斧

ゴ
ツ
ソ
ウ
遺
跡

2

図

石

斧
.

石

棒

遺

ツソウ遺跡

3

図 

石
鏃.

石
匕 

有
家
上
の
マ
ツ
カ
遺
跡

4

図

石

斧

上

の

マ

ツ
カ
遺
跡

5

図

石

斧

上

の

マ

ツ
カ
遗
跡

6

図

石

錘
•

石
匕
大
宮A

遺
跡

7

図

石

鏃
.

石
匕.

石
斧
大
宮B

遺
跡

8

図

石

鏃
•

石
匕.

石
斧
館
野
遺
跡

〔解
説
〕

図
版
第
四
は
第
三
回
調
査
で
発
見
採
集
し
た
石
器
だ
け
を
示
し
た
も 

の
で
あ
る
。 8

図
を
除
い
て
他
は
、
全
部
本
文
挿
図
と
出
土
遺
跡
の
報
告
の 

項
で
、
夫
々
の
名
称
を
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
参
照
さ
れ
た
い
。

図

版

才

五

石

器

類
(2)•
そ
の
他

1

図 

石
鏃•

石
斧.

有
孔
小
円
盤 

高
取
遺
跡

2

図 

石
皿.

敲
石
上
の
マ
ツ
カ
遺
跡

3

図
石
皿
館
野
遺
跡

4

図 

石
皿 

荒
巻
遺
跡 

全
長
五
十
五
糎

佐
々
木
鉄
蔵
氏
蔵

5

図 

石
刀 

藤
好
沢
遺
跡 

佐
々
木
剛
一
氏
蔵

6

図
石
棒
大
谷
地
遺
跡
全
長
五
十.

五
糎

佐
々
木
六
郎
氏
蔵

7

図 

青
龍
刀
形
石
器 

櫃
割
遺
跡 

平
内
小
学
校
蔵

8

図
石
槍
大
平
遺
跡
玉
沢
重
作
氏
蔵

9

図
石
製
模
造
品(
剣)

袖
山
遺
跡
玉
沢
重
作
氏
蔵

10
図
ア
メ
リ
カ
式
石
鏃
八
木
向
山
遺
跡
玉
沢
重
作
氏
蔵

11
図
環
石
不
明
佐
々
木
剛
一
氏
蔵

12
図 

貝
輪.

骨
針 

有
家
上
の
マ
ツ
カ
遺
跡 

玉
沢
重
作
氏
蔵 

〔解
説
〕

図
版
第
五
は
図
版
第
三
に
示
し
得
な
か
つ
た
調
査
採
集
石
器
の
他
に 

町
内
に
出
土
し
て
い
る
特
徴
あ
る
石
器
と
骨
器
、
貝
輪
を
示
し
た
も
の
で
あ 

る
。 2

図
の
石
皿
と
敲
石
は
木
の
実
や
根
な
ど
を
調
理
し
て
粉
を
作
る
道
具 

で
あ
る
。 3

図
の
石
皿
は
裏
面
に
き
り
込
ま
れ
た
穴
が
あ
い
て
い
る
。
火
鑽 

臼
(

ひ
き
り
ぅ
す)

と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
も 

の
は
凹
石 
(

く
ぼ
み
い
し)

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
皿
が
凹
石
に 

利
用
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。 5

.
6

図
の
棒
状
の
石
器
は
石
棒
と
云
わ
れ 

る
が
、
そ
の
形
に
ょ
つ
て
石
刀.

石
剣
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 7

図
は
そ 

の
中
で
も
青
龍
刀
に
類
似
し
て
い
る
の
で
青
龍
刀
形
石
器
と
呼
ば
れ
て
い
る 

が
、
東
北
、
北
海
道
方
面
に
存
在
す
る
特
長
あ
る
石
器
で
、
岩
手
県
に
現
在 

四
点
あ
る
一
つ
で
あ
る
。9

図
の
石
製
模
造
品
と
云
わ
れ
る
も
の
は
、
滑
石 

時
に
は
粘
板
岩
な
ど
で
作
ら
れ
、
武
具
や
農
工
具.

什
器
類
な
ど
の
形
を
模 

造
し
た
も
の
で
、
中
期
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
発
見
さ
れ
る
外
、
祭
祀
遺
跡 

に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
祭
祀
遺
跡
の
場
合
は
そ
の
後
も
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
。

本
出
土
品
は
そ
の
場
所
か
ら
考
え
て
、
祭
祀
遺
跡
と
見
た
方
が
良
い
か
も
知 

れ
な
い
。
剣
を
模
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
10
図
の
ア
メ
リ
カ
式
石
鏃
は
ア
メ 

カ

の
原
住
民
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
石
鏃
に
似
て
い
る
の
で
、
こ
の
名 

が
あ
る〇

。

北
地
方
で
彌
生
式
土
器
に
伴
出
す
る
例
が
多
い
の
で
、
本
石
鏃 

の
出
土
地
も
彌
生
文
化
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
〇
。1
図
の
環
石
は
南 

洋
の
原
住
民
の
土
俗
に
、
こ
れ
を
棍
棒
の
先
に
通
し
て
固
定
し
、
武
器
と
し 

て
い
る
例
が
あ
る
。
従
っ
て
棍
棒
頭
石
器
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
〇
。2
図
の
貝 

輪
と
骨
針
は
貝
塚
か
ら
発
見
穹
れ
る
遺
物
で
あ
る
。
種
市
町
に
は
貝
塚
の
存 

在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
骨
角
器
や
貝
製
品
の
遺
物
の
保
存
さ
れ
て
い
る 

も
の
は
少
な
い
。
現
在
本
品
と
八
木
駅
前
、
ホ
ッ
ク
リ
出
土
の
も
の
を
玉
沢 

氏
が
保
管
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
気
仙
地
方.

宮
古
地
方
や
八
戸
地
方
に 

は
数
多
く
の
貝
塚
と
そ
の
出
土
品
が
あ
る
か
ら
、
種
市
地
方
に
も
、
も
っ
と 

発
見
さ
れ
て
も
良
い
と
思
ぅ
が
余
り
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
貝
輪
は
腕
輪 

に
し
た
装
身
具
で
あ
る
。
骨
針
は
両
端
が
欠
失
し
て
い
る
。

図
版
第
六 

土

偶
.

そ
の
他

1

図 

土
偶(

晚
期
末)
,

戸
類
家
遺
跡 

慶
応
大
学
蔵

2

図 

土
偶
の
顏(

後
期)

伝
吉
遺
跡 

角
浜
中
学
校
蔵

3

図 

土
偶
の
体
部(

後
期)

八
木
向
山
遺
跡 

玉
沢
重
作
氏
蔵

4

図
土
偶
の
体
部(

中
期)

伝
吉
遺
跡
角
浜
中
学
蔵

5

図 

土
偶
の
体
部(

晩
期)

た
け
の
子
遺
跡 

佐
々
木
剛
一 

氏
蔵

6

図
佩
飾
石
器
た
け
の
子
遺
跡
佐
々
木
剛
一
氏
蔵

7

図

釣

鐘

形

土

製

品

西

館(

岡
谷)

遺
跡
高
さ
五
糎

玉
沢
重
作
氏
蔵

8

図 

土
印 

西
館(

岡
谷)

遺
跡 

全
長
三.

七
糎 

玉
沢
重
作
氏
蔵

九



図

版

9

図

土

版

西

館
(

岡
谷)

遺
跡
全
長
六.

八
糎

玉
沢
重
作
氏
蔵

10
図
土
製
の
犬
小
子
内
遺
跡
出
土
全
長
五.

五
糎

川
崎
浩
吉
氏
蔵 

〔解
説
〕

図
版
第
六
は
土
偶
そ
の
他
異
形
の
遺
物
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

土 

偶
は
埴
輪
と
間
違
え
て
呼
ば
れ
る
が
、
繩
文
時
代
の
土
の
人
形
は
土
偶
と
い 

わ
れ
る
。
埴
輪
は
古
墳
時
代
の
も
の
で
あ
る
。 

土
偶
の
表
現
も
時
代
に
よ
つ 

て
違
つ
た
特
徴
を
も
つ
て
い
る
が
、
種
市
町
に
は
中
期
か
ら
晩
期
ま
で
の
も 

の
が
発
見
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
種
類
は
多
い
方
で
あ
る
。
土
偶
の
用
途
は
明 

ら
か
で
な
い
が
、
原
始
咒
術
と
関
係
が
あ
つ
て
、
収
穫
の
豊
か
な
こ
と
を
祈 

つ
た
り
、
病
の
回
復
、
身
の
安
全
を
祈
願
す
る
知
守
り
の
よ
う
な
役
目
も
考 

え
ら
れ
る
。 

土
偶
は
女
性
を
表
現
し
て
い
る
も
の
で
、
乳
部
を
表
現
し
て
い 

る
の
に
特
徴
が
あ
る
。 6

図
は
一
応
佩
飾
石
器
と
呼
ん
だ
が
、
は
つ
き
り
し 

た
名
称
が
な
い
。
バ
ッ
ク
ル
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
ち
の
で
な
い
か
と
思
わ 

れ
る
孔
が
二
つ
開
け
て
あ
る
の
で
、
こ
う
呼
ん
で
見
た
。
繩
文
晩
期
の
も
の 

で
あ
る
。7

図
は
紐
を
通
す
孔
が
上
部
に
あ
る
か
ら
釣
り
下
げ
た
も
の
で
、

首
飾
か
耳
飾
り
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
繩
文
後
期
の
遺
跡
か
ら
し
ば
し 

ば
発
見
さ
れ
て
い
る
。 8

図
の
土
印
は
形
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る 

が
、
こ
れ
も
垂
飾
品
の
一
種
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 9

図
土
版
は
一
応 

こ
う
呼
ん
だ
が
、
普
通
土
版
と
云
わ
れ
て
い
る
も
の
と
違
つ
て
い
る
。
表
裏 

両
面
に
縦
に
背
骨
の
よ
う
な
稜
が
あ
り
、
胴
部
の
真
中
に
下
か
ら
貫
い
て
串 

の
よ
う
な
も
の
を
差
し
通
し
た
孔
が
開
い
て
い
る
。 

土
偶
の
変
形
と
も
考
え 

ら
れ
る
。 

土
版
は
一
般
に
護
符
の
よ
う
な
も
の
で
な
か
つ
た
か
と
考
え
る
。

な
於
、⑦
⑧
⑧

の
出
土
地
は
玉
沢
氏
は
西
山
岡
谷
の
と
称
し
て
い
る
が
、
三 

十
六
年
度
の
遺
跡
調
査
で
は
西
館
遺
跡
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
こ 

と
に
し
た
。
10
図
は
土
製
の
犬
で
良
く
出
来
て
い
る
。
犬
の
土
製
品
は
繩
文

一
〇

時
代
か
ら
あ
る
が
、
こ
の
種
の
犬
の
土
製
品
は
土
師
器
の
頃
ま
で
下
る
の
で

は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
東
北
地
方
に
後
に
ま
で
存
在
す
る
の
は
狩
猢 

生
活
と
関
係
が
あ
る
遺
物
と
考
え
る
。
こ
の
種
の
犬
は
県
内
に
数
例
あ
る
。 

図
版
第

七

発

掘

調

査

状

況

1

図

遺

ツソウ遺跡
の
遠
景

2

図 

有

家

上

の

遺

ツカ遺跡
の
全
景

3

図 

遺
ツソウ遺跡
土
器
出
土
状
況⑴

4

図 

遺
ツソウ遺跡
土
器
出
土
状
況⑻

5

図
梅
内
遺
跡
土
師
器
出
土
状
況

6

図
高
取
遺
跡
完
形
浅
鉢
出
土
状
況

7

図
高
取
遺
跡
炉
址
の
状
況

8

図
城
内
館
の
全
景

〔解
説
〕

後
篇
の
第
三
回
調
査
中
に
撮
影
し
た
遺
跡
の
状
況
や
、
発
掘
し
て
遺 

物
の
出
土
し
た
状
況
を
御
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
数
枚
の
写
真
を
示
す
こ
と 

に
し
た
も
の
で
あ
る
。 8

図
の
城
内
館
は
長
岡
善 

j  

郎
氏
に
依
頼
し
て
撮
影 

し
た
も
の
で
あ
る
。
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第

一

章 

序

論
(

歴
史
理
解
の
た
め
に)

一  

種
市
町
の
歴
史
の
書
き
方

種
市
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
歴
史
と
は
何
で
あ
る
か
、 

昔
の
歴
史
と
今
の
歴
史
が
ど
う
な
つ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら 

述
べ
た
い
と
思
う
。

歴
史
は
人
間
と
共
に
は
じ
ま
り
、
人
間
の
み
が
歴
史
を
も
つ
も 

の
で
あ
る
。
人
間
の
存
在
が
歴
史
の
は
じ
ま
る
最
初
で
あ
る
。
こ 

の
こ
と
は
ち
よ
つ
と
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
重
要
な
こ
と
で
あ 

る
。
勿
論
、
人
間
が
こ
の
地
上
に
出
現
す
る
以
前
か
ら
時
間
の
経 

過
は
あ
り
、
自
然
界
の
推
移
変
遷
は
あ
つ
た
。
人
間
の
出
現
し
た 

地
球
に
も
、
地
球
の
歴
史
と
い
わ
れ
る
自
然
の
経
過
は
あ
つ
た
し
、 

地
球
の
所
在
す
る
宇
宙
の 
歴
史
と
い
う
も
の
も
考
え
ら
れ
る
。
し 

か
し
、
そ
れ
を
歴
史
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
念
つ
た
の
は
人
間
で 

あ
り
、
人
間
に
よ
つ
て
歴
史
が
あ
と
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
時 

の
経
過
だ
け
で
は
歴
史
で
は
な
く
、
そ
れ
が
経
過
と
し
て
人
間
に 

考
え
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
歴
史
と
な
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
、
歴
史
を
も
つ
こ
と
は
人
間
の
特
権
で
あ
る
。
人
間
が 

人
間
と
し
て
自
覚
す
る
と
き
、
歴
史
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
国
家 

も
国
家
と
し
て
の
自
覚
を
も
つ
た
と
き
、
国
家
の
歴
史
を
考
え
る 

の
で
あ
る
。
村
が
村
と
し
て
の
発
展
を
考
え
、
飛
躍
し
よ
う
と
す 

る
と
き
、
村
の
歴
史
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
は
「温
古
知
新
」
の
学
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。
歴
史
を 

考
え
る
こ
と
は
、
過
去
に
沈
潜
す
る
こ
と
で
な
く
、
そ
の
過
去
を 

通
し
て
新
し
い
自
分
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
種
市
町
の
歴
史
を
考
え
る
と
き
、
現
在
の
種
市
町
が
ど
う 

な
つ
て
、
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
種
市
町 

の
歴
史
の
出
発
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
の
点
に
お 

い
て
、
私
の
研
究
は
十
分
で
な
い
し
、
勿
論
そ
の
意
企
で
の
研
究 

を
し
た
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
考
え
る
と
、
種
市
町
の
歴 

史
を
述
べ
る
に
は
、
根
本
的
な
欠
陥
が
あ
る
。
だ
が
、
私
は
日
本 

歴
史
を
研
究
す
る
者
と
し
て
、
日
本
歴
史
全
体
の
発
展
の
上
か
ら
、 

種
市
町
が
ど
う
云
う
状
態
に
あ
つ
た
か
、
ど
う
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
か
と
云
う
こ
と
に
は
無
関
心
で
は
念
い
。
そ
の
点
、
現
状
に
つ 

い
て
の
調
査
は
し
て
い
な
い
が
、
原
始
時
代
か
ら
中
世
頃
ま
で
の 

こ
と
に
つ
い
て
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
調
査
も
し
て
、
私
な
め
の 

考
え
方
を
も
つ
て
い
る
。

私
が
種
市
町
の
歴
史
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
云
う
意
味
で
、 

日
本
歴
史
全
体
の
発
展
の
上
か
ら
、
種
市
町
が
ど
う
で
あ
つ
た
か 

と
云
う
こ
と
以
外
述
べ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
種
市
町
の
歴
史
を 

述
べ
る
場
合
、
こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な 

い
。
こ
こ
で
は
、
種
市
町
の
原
始
時
代
の
諸
遺
跡
を
調
査
し
た
機 

会
に
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
日
本
歴
史
全
体
と
の
関

三



連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
つ
て
、
種
市
町
の
歴
史
の
中 

世
ま
で
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

今

の

歴

史

と

昔

の

歴

史

「
今
の
歴
史
は
昔
の
歴
史
と
ち
が
つ
て
い
る
」
と
、

い
わ
れ
る
。
 

む
か
し
教
え
ら
れ
た
歴
史
の
内
容
が
教
え
ら
れ
ず
に
、
今
の
教
育 

で
は
別
の
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
、
今
の
子
ど 

も
は
歴
史
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
根
本
で
あ 

り
、
本
質
的
な
違
い
は
、
天
皇
制
国
家
を
立
前
と
し
た
天
皇
中
心 

の
歴
史
で
あ
つ
た
過
去
の
歴
史
と
そ
う
で
な
く
な
つ
た
こ
と
に
あ 

る
。
そ
の
違
い
は
歴
史
の
書
き
は
じ
め
に
最
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て 

い
る
。

昔
の
日
本
歴
史
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
二
神
に
よ
る
大
八 

洲

国
(

オ
オ
ヤ

シ
マ
グ
ニ)

と
い
わ
れ
る
日
本
国
土
の
生
成
が
あ 

り
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
そ
の
国
を
統
治
さ
れ
る
神
と
し
て
天
照
大 

神
の
出
現
と
な
る
。
天
照
大
神
の
神
徳
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
大
神 

の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
日
本
国
土
で
な
く
、
高
天
原
で
あ
つ
た
。
 

統
治
者
と
し
て
生
れ
た
天
照
大
神
が
そ
の
使
命
を
実
現
す
る
た
め 

に
、
御
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
日
本
国
土
に
つ
か
わ
す
こ
と
に
な 

り
、
日

向
(

今
の
宮
崎
県)

高
千
穂
峰
へ
の
降
臨
と
な
つ
た
。
し 

か
し
、

日
向
の
地
は
日
本
国
土
の
中
心
地
で
な
い
た
め
、
日
向
の 

三
代
目
に
神
武
天
皇
が
出
現
し
て
、
日
本
の
中
心
地
大
和
を
平
定 

し
て
、
そ
こ
に
檀
原
宮
を
つ
く
り
、
即
位
さ
れ
て
人
皇
第
一
代
の 

天
皇
と
な
ら
れ
、

日
本
国
家
の
基
礎
を
き
ず
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
神
武
天
皇
の
子
孫
の
歴
代
天
皇
が
大
和
を
中
心
に
、
次 

第
に
そ
の
勢
力
を
伸
張
さ
れ
て
日
本
国
土
を
統
一
し
支
配
す
る
よ 

う
に
な
つ
た
経
過
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
で
見
る
と
、
日
本
の
歴
史
の
は
じ
め
に
、
日
本
の
国
土
と 

国
土
の
統
治
者
の
こ
と
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
類
の 

歩
ん
で
き
た
歴
史
を
ふ
り
か
え
つ
て
見
る
と
き
、
人
間
が
社
会
生 

活
を
営
む
場
合
、
国
家
と
い
う
政
治
社
会
を
つ
く
る
よ
う
に
な
つ 

た
の
は
、
相
当
進
歩
し
た
段
階
で
あ
つ
て
、
人
間
が
こ
の
地
上
に 

現
わ
れ
て
か
ら
、
非
常
に
長
い
年
を
経
過
し
て
か
ら
で
あ
る
。
如 

何
な
る
民
族
で
も
、
国
家
の
成
立
す
る
ま
で
の
経
過
が
あ
る
。
そ 

れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
国
家
の
成
立
が
は
じ
め
に
書
か
れ
て
い
る
の 

は
ど
う
し
て
で
あ
ろ
う
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

む
か
し
、
国
が
自
国
の
歴
史
を
書
き
し
る
す
と
き
、
そ
の
国
家 

の
起
源
か
ら
書
き
は
じ
め
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

日
本 

の
場
合
で
も
、
最
初
に
出
き
た
古
事
記
、
日
本
書
紀
が
、
日
本
国 

家
の
歴
史
を
書
き
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
点
で
、
国
家
の
起
源
か 

ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
 

そ
の
内
容
が
前
述
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
の
に
は
そ
の
理
由
が 

あ
る
。

即
ち
、
今
か
ら
千
三
百
年
程
前
に
行
な
わ
れ
た
大
化
の
改
新
は
、
 

日
本
歴
史
の
発
展
に
と
つ
て
一
大
事
件
で
、
こ
れ
に
よ
つ
て
天
皇 

を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
の
国
家
体
制
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な 

つ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
国
内
、
国
外
の
事
情
が
あ
つ
た
が
、
殊 

に
対
外
的
に
は
唐
と
い
う
大
国
が
支
那
大
陸
に
成
立
し
て
、

そ
の

有
形
無
形
の
威
圧
を
受
け
た
こ
と
が
、
日
本
の
独
立
を
確
保
す
る 

た
め
に
、
国
家
体
制
の
整
備
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
際
天
皇
中
心 

の
統
一
国
家
の
体
制
を
と
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
天
皇 

制
国
家
が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
が
ど
こ
に
由
来
す 

る
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
新
し
い
国
家
を
支
え
る
柱
と
し
て
、 

ま
た
国
民
教
化
の
大
本
と
し
て
重
要
な
こ
と
が
感
ぜ
ら
れ
、
国
史 

の
編
纂
が
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
で
き
た 

の
が
古
事
記
で
あ
り
、
日
本
書
紀
で
あ
つ
た
。

日
本
に
は
、
記
紀
以
前
か
ら
自
分
た
ち
の
祖
先
の
こ
と
を
語
り 

つ
ぎ
聞
き
つ
い
で
き
た
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
は
古
事
記
に
も
述 

ら
れ
て
い
る
し
、
聖
徳
太
子
が
摂
政
の
時
、
「天
皇
記
及
国
記
、 

臣
連
伴
造
国
造
百
八
十
部
幷
公
民
等
の
本
記
を
録
し
た
ま
う
」
と 

あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
書
き
並
ベ
ら
れ
た
天
皇
記
、 

国
記
、
諸
氏
族
の
本
記
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
天
皇
記
が
最
初 

に
は
な
つ
て
い
る
が
、
諸
氏
族
の
も
の
と

一  
緒
に
集
め
ら
れ
た
も 

の
で
、
諸
系
譜
の
よ
う
な
も
の
の
集
積
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ 

る
。
そ
れ
に
対
し
て
新
し
く
編
纂
さ
れ
た
日
本
書
紀
は
、
天
皇
即 

国
家
の
歴
史
と
な
つ
て
い
る
。
天
く
-
こ
を
述
べ
る
こ
と
に
よ 

つ 
て
国
家
全
体
の
歴
史
が 
つ
く
さ
れ
る
体
裁
る
つ
て
い
る
の
は
、 

天
皇
制
国
家
体
制
に
則
す
る
歴
史
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で 

あ
る
。

聖
徳
太
子
の
頃
は
、
諸
豪
族
が
中
央
ま
た
地
方
に
夫
々
土
地
人 

民
を
支
配
し
て
諸
王
と
し
て
勢
力
を
も
つ
て
い
た
。
そ
の
中
で
天 

皇
は
恐
ら
く
大
王
と
し
て
諸
王
の
中
で
最
も
強
大
な
支
配
力
を
も

つ
て
い
た
と
考
え
ら
る
。
そ
の
こ
と
が
歷
史
の
編
纂
を
行
う
と
き 

に
、
前
に
述
べ
た
諸
系
譜
の
よ
う
な
体
裁
を
と
つ
た
と
考
え
ら
れ 

る
。
そ
れ
が
大
化
改
新
に
よ
る
天
皇
制
国
家
体
制
の
成
立
は
、

そ 

れ
に
応
ず
る
歴
史
の
編
纂
と
な
つ
た
の
が
日
本
書
紀
で
、
天
皇
の 

権
威
と
そ
れ
が
国
家
統
治
を
行
う
に
至
る
由
来
を
述
べ
る
こ
と
に 

な
つ
た
の
で
、
諸
豪
族
の
存
在
は
天
皇
の
権
威
に
服
す
る
こ
と
に 

よ
つ
て
、
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
存
在
に
な
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
が
、
明
治
以
後
の
日
本
の
天
皇
制
国
家
の
歴 

史
教
育
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
日
本
書
紀
が
神
典
の
よ
う
に
重
要 

視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
叙
述
は
、
 

大
化
改
新
以
後
に
出
来
上
つ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
歴 

史
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
順
序
か
ら
云
え
ば
、
神
話
が
あ
り
、
そ
れ 

に
基
づ
い
て
国
家
が
つ
く
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
が
書
か
れ 

る
よ
う
に
な
つ
た
経
過
か
ら
考
え
る
と
、
天
皇
制
国
家
が
成
立
し 

て
後
に
、
そ
れ
の
由
来
を
説
明
す
る
た
め
に
神
話
が
前
に
述
べ
た 

体
裁
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
順
来た順序
は
逆
で
あ
る
。

従
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
起
源
を
書
い
た
歴
史
を
そ
の
ま 

ま
の
史
実
と
考
え
る
と
き
、
色
々
の
問
題
や
疑
問
が
出
さ
れ
る
の 

で
あ
る
。
事
実
、
日
本
人
が
文
字
を
用
い
た
の
は
古
く
て
も
千
五 

六
百
年
前
で
、
大
化
の
改
新
の
時
か
ら
云
え
ば
二
三
百
年
前
に
す 

ぎ
な
い
。
し
か
も
支
配
者
階
級
の
人
々
に
も
あ
る
程
度
文
字
が
つ

か
わ
れ
出
し
た
の
は
、
改
新
の
五
六
十
年
前
の
摂
徳
太
子
の
頃
か 

ら
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
が
当
時
、
千
二
百
年
も
前
の
国
家
の 

成
立
の
事
情
を
記
す
る
場
合
ど
の
よ
う
な
史
料
が
あ
つ
た
か
、
昔



の
出
来
事
は
語
り
継
ぎ
云
い
つ
い
で
記
憶
し
て
来
た
と
云
つ
て
も 

二
三
百
年
も
た
て
ば
暖
味
と
な
り
、
わ
か
ら
な
く
な
つ
て
し
ま
つ 

て
い
る
。
殊
に
年
代
な
ど
は
不
明
な
点
が
多
か
つ
た
。
し
か
し
、 

国
家
の
起
源
を
書
く
場
合
、
そ
の
建
国
の
年
を
き
め
る
必
要
に
迫 

ま
ら
れ
て
、
推
測
し
て
き
め
た
の
が
神
武
紀
元
の
年
で
あ
る
。
そ 

の
場
合
、
聖
徳
と
仰
が
れ
た
上
宮
太
子
の
摂
政
の
期
間
に
辛
酉(
力 

ノ
ト
ト
リ)
と
い
う
中
国
思
想
で
革
命
に
当
る
年
ま
わ
り
が
あ
つ
た 

時
か
ら
千
二
百
六
拾
年
さ
か
の
ぼ
つ
た
年
を
建
国
と
い
う
大
革
命 

に
当
る
年
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
、
神
武
天
皇
即
位
元
年
の
年
と 

し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
国
家
起
源
の
歴
史
は
、
日
本
書
紀
の
編
纂
さ
れ
た 

当
時
と
し
て
は
充
分
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
代
る
も 

の
は
な
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
日
諸
学
問
が
進
歩
発
達
し 

た
時
に
お
い
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
史
実
と
し
て
教
え
る
こ
と
が 

否
定
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
国
家
が
成 

立
す
る
ま
で
の
、
日
本
民
族
の
歴
史
が
ど
う
あ
つ
て
、
ど
の
よ
う 

な
時
期
に
日
本
国
家
が
成
立
し
て
、
発
展
し
て
来
た
も
の
で
あ
る 

か
と
い
う
こ
と
を
、
日
本
書
紀
や
古
事
記
の
記
述
だ
け
で
な
く
、 

過
去
に
実
際
に
生
活
し
た
人
々
の
残
し
た
あ
と
や
物
に
よ
つ
て
、 

ま
た
日
本
と
古
く
か
ら
交
渉
を
も
つ
て
い
て
、
記
録
を
残
し
て
い 

る
中
国
や
朝
鮮
の
歴
史
な
ど
を
参
考
に
し
て
述
べ
て
い
る
の
が
今 

日
の
歴
史
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
述
べ
ら
れ
る
今
日
の
歴
史
は
ど
う
で
あ
る
か 

に
つ
い
て
は
、
第
二
章
以
下
で
述
べ
る
。
た
だ
、
神
話
な
ど
に
よ

る
歴
史
の
叙
述
は
否
定
さ
れ
た
が
、
神
話
は
神
話
と
し
て
、
古
い 

日
本
人
が
ど
う
し
て
こ
う
い
う
物
語
を
作
つ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、 

日
本
人
の
思
想
、
信
仰
、
生
活
、
風
習
な
ど
に
関
係
し
て
、
興
味 

あ
る
研
究
課
題
と
し
て
、
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。

次
に
、
今
少
し
古
し
の
歴
史
に
基
づ
い
て
日
本
の
発
展
と
東
北 

の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
見
よ
う
。

三
大
和
国
家
の
発
展
と
東
北
の
経
略

神
武
天
皇
に
よ
つ
て
建
国
さ
れ
た
大
和
国
家
が
、
大
八
洲
と
い 

わ
れ
た
本
州
、
四
国
、
九
州
の
全
体
の
地
域
を
支
配
し
て
、
日
本 

国
家
と
い
わ
れ
る
実
質
を
と
と
の
え
る
に
至
る
過
程
は
簡
単
で
は 

な
か
つ
た
。
大
和
国(
今
の
奈
良
県)
を
根
拠
地
と
し
て
、
崇
神
天
皇 

の
代
に
四
道
将
軍
の
派
遣
が
あ
つ
て
、
東
は
尾
張
、
若
狭(
熱
田 

神
宮
。気
比
神
宮)
、西
は
丹
波
、
吉
備
ま
で
が
そ
の
範
囲
と
な
り
、 

景
行
天
皇
の
代
に
日
本
武
尊
の
征
討
に
よ
つ
て
、
九
外
か
ら
関
東 

地
方
ま
で
が
そ
の
支
配
地
と
な
つ
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
半
島
へ
の 

交
渉
が
盛
ん
と
な
り
、
東
国
地
方
殊
に
東
北
地
方
は
疎
外
さ
れ
、 

そ
の
経
営
は
停
滞
す
る
こ
と
に
な
つ
て
、
大
化
改
新
の
頃
ま
で
に 

至
つ
た
。

大
化
改
新
に
よ
る
国
家
体
制
の
整
備
に
伴
い
、
従
来
疎
外
さ
れ 

て
い
た
東
北
経
営
が
お
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
最 

初
が
阿
倍
比
羅
夫
に
よ
る
秋
田
。能
代
の
討
平
で
あ
り
、
そ
の
後 

更
に
津
軽
方
面
に
ま
で
、
そ
の
勢
力
が
及
ぶ
よ
う
に
な
つ
た
。
こ 

れ
は
東
北
経
営
が
先
ず
日
本
海
方
面
か
ら
進
め
ら
れ
た
こ
と
を
物

語
つ
て
い
る
。
太
平
洋
側
の
経
営
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
の
は
、 

奈
良
時
代
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
西
暦
七
一
二
年
に
出
羽
国
が 

設
置
さ
れ
た
の
に
、
西
暦
七
一
八
年
に
石
城
。
石
背(
岩
代)
(
い 

ず
れ
も
今
の
福
島
県)
両
国
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
七
二
四
年
に
宮
城 

県
に
多
賀
城
が
築
か
れ
、
鎮
守
府
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ 

て
宮
城
県
が
、
大
和
国
家
に
服
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

し
か
し
、
更
に
そ
の
北
の
岩
手
県
の
地
域
の
経
略
は
容
易
で
な 

く
、
し
ば
し
ば
軍
を
出
し
た
が
敗
れ
、
そ
の
成
果
を
挙
げ
得
な
か 

つ
た
。
平
安
時
代
に
な
つ
て
桓
武
天
皇
の
代
、
坂
上
田
村
麻
呂
に 

よ
つ
て
戦
果
が
挙
げ
ら
れ
、
胆
沢
城(
八
〇
二)
、志
波
城(
八
〇
三) 

が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
北
上
川
流
域
地
帯
が
そ
の
支
配
下
に 

服
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
未
だ
県
北
の
馬
淵
川
流
域
地
帯
に
は
そ 

の
勢
力
が
及
ば
な
か
つ
た
。
そ
れ
が
嵯
峨
天
皇
の
代
に
な
つ
て
、 

文
屋
綿
麻
呂
が
爾
薩
体
の
蝦
夷
を
討
平
し
、
こ
こ
に
蝦
夷
は
全
く 

終
熄
し
た
と
あ
る
か
ら
、
東
北
地
方
の
経
営
は
一
応
完
了
し
た
と 

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
西
暦
八
一
一
年
で
、
今
か
ら
千
百
五
拾
二 

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

四 

二
戸
の
天
台
寺

こ
の
平
安
時
代
に
念
つ
て
か
ら
県
北
地
方
が
日
本
国
家
の
中
に 

入
つ
た
と
い
ぅ
こ
と
で
、
問
題
に
な
る
の
は
、
二
戸
郡
浄
法
寺
町 

の
天
台
寺
で
あ
る
。
天
台
寺
が
奈
良
時
代
の
高
僧
行
基
菩
薩
に
よ 

つ
て
開
創
さ
れ
た
と
い
う
寺
伝
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
方
が 

奈
良
時
代
に
日
本
国
家
の
勢
力
下
に
入
つ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
奈
良
、
平
安
時
代 

の
日
本
国
家
の
東
北
地
方
経
営
に
は
武
力
の
征
討
と
仏
教
の
教
化 

が
併
行
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
仏
寺
の
建
立
に
は
そ
の
前
提
に 

国
家
の
支
配
権
力
の
確
立
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、 

岩
手
県
の
北
上
川
流
域
地
帯
が
日
本
国
家
の
支
配
に
服
し
な
い
以 

前
に
、
県
北
の
馬
淵
川
流
域
が
日
本
国
家
の
勢
力
が
及
ん
で
い
た 

こ
と
に
な
る
。
若
し
そ
の
可
能
性
を
信
ず
る
と
す
れ
ば
、
県
北
方 

面
に
は
、
既
に
日
本
国
家
の
勢
力
の
及
ん
で
い
た
秋
田
県
方
面
か 

ら
、
安
比
川
に
沿
う
て
そ
の
勢
力
が
及
ん
で
来
た
と
し
か
考
え
ら 

れ
な
い
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
天
台
寺
の
文
化
は
裏
日
本
の 

文
化
で
あ
る
と
云
う
主
張
が
な
さ
れ
、
県
北
一
帯
は
県
南
ょ
り
早 

く
日
本
国
家
の
勢
力
に
入
つ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
天
台
寺
が
奈
良
時
代
の
行
基
に
ょ
つ
て
開
創
さ
れ
た 

と
い
う
寺
伝
は
、
根
拠
の
あ
る
も
の
で
な
く
信
ず
る
に
足
り
な
い
。 

勿
論
、
行
基
が
こ
の
地
に
来
た
な
ど
と
云
う
こ
と
は
到
底
あ
り
得 

な
い
し
、
ま
た
奈
良
時
代
に
作
ら
れ
た
と
考
え
る
に
足
る
手
が
か 

り
と
な
る
も
の
は
何
も
な
い
。
そ
れ
に
反
し
て
、
平
安
時
代
に
な 

つ
て
こ
の
地
方
が
日
本
国
家
の
支
配
に
服
し
た
頃
、
創
建
さ
れ
た 

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
き
、
現
在
寺
に
本
尊
と
し
て
伝
え 

て
い
る
十
一
面
正
観
音
ほ
か
の
諸
仏
像
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仏
像 

は
鉈
彫
と
い
わ
れ
る
丸
ノ
ミ
を
用
い
て
作
ら
れ
た
仏
像
で
、
平
安 

時
代
の
は
じ
め
の
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
式
の
仏 

像
は
平
安
時
代
の
開
拓
地
で
あ
る
北
上
川
流
域
地
帯
の
各
地
に
多 

く
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
と
関
係
あ
る
仏
像
で
は
な
い
か
と
推
定

七



さ
れ
る
。
か
く
考
え
る
と
、
日
本
の
歴
史
に
記
述
さ
れ
て
い
る
通 

り
、
県
北
の
文
化
は
北
上
川
流
域
を
溯
つ
て
来
た
文
化
で
あ
つ
て
、 

平
安
時
代
に
な
つ
て
日
本
国
家
に
入
つ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
正 

し
い
と
考
え
る
。
か
く
て
そ
の
際
、
天
台
寺
は
県
北
地
方
の
教
化 

の
中
心
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
県
北
地
方
の
人
々
の
教
化 

に
重
大
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
つ
て
、
多
く
の
人
々
の
尊
崇
を 

受
け
た
の
で
あ
る
。

五
蝦
夷
に
つ
い
て

大
和
国
家
が
日
本
を
統
一
す
る
過
程
に
知
い
て
、
東
国
か
ら
東 

北
地
方
に
か
け
て
住
ん
で
い
て
、
大
和
国
家
に
敵
対
し
、
征
服
さ 

れ
て
行
つ
た
の
は
蝦
夷
と
書
か
れ
て
い
る
人
種
で
あ
る
。
こ
の
蝦 

夷
は
平
安
時
代
の
は
じ
め
ま
で
岩
手
県
に
住
ん
で
い
た
が
、
こ
の 

人
種
は
ど
う
云
う
人
種
で
、
ど
う
云
う
文
化
を
も
つ
て
い
た
も
の 

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
蝦
夷
は
当
時
エ
ミ
シ
と
呼
ば
れ
た
も
の 

で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
蝦
夷
の
文
字
は
江
戸
時
代
以
後
北
海
道 

に
住
ん
で 
い
た
原
住
民
ア
イ
ヌ
人
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
そ 

の
場
合
、
エ
ゾ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
蝦
夷
と
い
う
同
一
文
字
を 

当
て
て
書
か
ら
れ
た
、
む
か
し
の
エ
ミ
シ
と
後
の
ア
イ
ヌ
人
の
エ 

ゾ
と
同
一
な
も
の
で
あ
る
か
、
違
う
も
の
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
と 

関
連
し
て
エ
ミ
シ
と
対
立
し
た
日
本
人
と
は
ど
う
云
う
人
種
な
の 

か
。
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
一
言
触
れ
て
置
き
た
い
と
思 

う
。日

本
書
紀
を
見
る
と
、
蝦
夷
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ

る
。「其

の
東
夷
の
識
性
暴
強
に
し
て
、
凌
犯
を
宗
と
為
す
。
村
に 

長
な
く
、
邑

に首(おびと)な
し
、
お
のお
の
の
界
を
貪
セ
て
な
ら
び
に
相 

盗
略
す
。
ま
た
山
に
邪
神
あ
り
、
郊
に
姦
鬼
あ
り
、
街
を
遮
力
て
、 

径
に
ふ
さ
が
り
、
多
く
の
人
を
苦
し
ま
し
む
。
そ
の
東
夷
の
中
に
、 

蝦
夷
是
れ
尤
も
強
し
。
男
女
交
り
居
て
、
父
子
の
別
な
し
。
冬
は 

則
ち
穴
に
ね
、
夏
は
則
ち
樣
に
す
む
。
毛
を
衣
、
血
を
飲
み
て
、 

昆
弟
相
疑
い
、
山
に
登
る
こ
と
飛
禽
の
如
く
、
草
を
行
く
こ
と
走 

獣
の
ご
と
し
。
恩
を
う
け
て
は
則
ち
忘
れ
、
怨
を
み
て
は
必
ず
報 

ゆ
。
是
を
以
て
箭
を
頭
髻
に
知
さ
め
、
刀
を
衣
の
中
に
は
け
り
。 

あ
る
い
は
党
類
を
聚
め
て
辺
界
を
犯
し
、
あ
る
い
は
農
桑
を
伺
い 

以
つ
て
人
民
を
略
す
。
撃
て
ば
則
ち
草
に
隠
れ
、
追
え
ば
則
ち
山 

に
入
る
。
故
に
往
古
よ
り
以
来
王
化
に
勢
が
わ
ず
。
」

エ
ミ
シ
の
人
種
、
民
族
、
文
化
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
記
事 

は
、
奈
良
、
平
安
時
代
に
な
つ
て
か
ら
の
記
事
で
も
大
差
は
な
い
。

例
え
ば
、
平
安
時
代
の
桓
武
天
皇
の
頃
、
蝦
夷
を
王
化
に
し
た 

が
つ
た
内
地
に
移
住
し
め
て
も
「夷
俘(
蝦
夷
の
と
ら
え
ら
れ
た
囚
人) 

等
狼
性
い
ま
だ
改
ら
ず
、
野
心(
粗
野
な
心
性)
馴ら
し
難
し
、
あ
る 

い
は
百
姓
を
凌
し
、
婦
女
を
奸
略
す
。
あ
る
い
は
牛
馬
を
掠
め
取 

り
、
意
に
ま
か
せ
て
乗
用
す
」
と
、
云
わ
れ
る
状
態
で
あ
つ
た
。 

こ
の
よ
う
な
記
事
か
ら
推
定
さ
れ
る
エ
ミ
シ
は
、
日
本
人
と
は
違 

う
異
人
種
、
異
文
化
の
化
外
の
民
で
あ
つ
て
、
ア
イ
ヌ
人
と
関
係 

の
深
い
人
種
と
考
え
ら
れ
る
点
が
多
い
。
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う

か。

日
本
書
紀
が
編
纂
さ
れ
た
頃
、
大
和
国
家
の
日
本
人
が
接
し
た 

は
東
国
地
方
殊
に
東
北
地
方
に
住
ん
で
い
て
、
大
和
朝
廷 

に
敵
対
し
て
い
た
。
し
か
し
、
エ
ミ
シ
は
も
と
も
と
東
国
地
方
だ 

け
で
な
く
、
大
和
国
家
が
そ
の
基
礎
を
置
い
た
奈
良
県
に
も
多
く 

住
ん
で
い
た
こ
と
は
、
神
武
天
皇
の
次
の
歌
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ 

る
。 

「エ
ミ
シ
ヲ
、
ヒ
タ
リ
モ
モ
ナ
ヒ
ト
、
ヒ
ト
ハ
ィ
へ
ド
モ
、 

タ
ム
カ
ヒ
モ
セ
ズ
」
。
祌
武
天
皇
は
こ
れ
ら
の
エ
ミ
シ
等
を
討
平 

し
て
後
は
じ
め
て
、
大
和
国
家
の
基
を
定
め
る
こ
と
が
出
来
た
の 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
エ
、、こ
ミシはの
日 

本
国
土
に
住
ん
で
い
た
原
住
民
で
あ
っ
て
、
大
和
朝
廷
の
日
本
人 

は
そ
れ
を
征
服
し
て
、
国
を
建
て
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、 

こ
の
大
和
朝
廷
を
作
っ
た
日
本
人
と
は
ど
う
い
う
人
種
な
の
で
あ 

る
の
か
。
原
住
民
の
エ
ミ
シ
と
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
人
種
で 

あ
る
の
か
反
問
さ
れ
て
く
る
。

大
和
朝
廷
の
日
本
人
が
、
神
話
が
伝
え
る
よ
う
に
天
か
ら
降
り 

て
来
た
民
族
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
地
球
上 

の
ど
こ
か
に 
そ
の
原
住
地
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
書 

紀
に
よ
れ
ば
、
日
向(
今
の
宮
崎
県)
か
ら
兵
を
起
し
て
い
る
か
ら
、 

九
州
地
方
に
住
ん
で
い
た
民
族
念
の
で
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
同 

じ
日
本
書
紀
で
は
、
九
州
地
方
に
は
熊
襲
と
い
う
異
人
種
が
住
ん 

で
勢
力
を
も
っ
て
大
和
朝
廷
に
敵
対
し
て
い
た
が
、
大
和
朝
廷
に 

次
第
に
支
配
さ
れ
て
行
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
九
州
地
方
で 

も
、
こ
の
熊
襲
と
は
別
に
宮
崎
県
地
方
だ
け
に
住
ん
で
い
た
と
考 

え
れ
ば
、
余
り
日
陰
の
存
在
で
し
か
な
く
、
熊
襲
に
追
い
出
さ
れ

され

た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
な
れ
ば
、
大
和
朝
廷
の
日
本
人 

は
外
国
か
ら
渡
来
し
て
き
て
、

一

時
的
に
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
だ 

け
で
、
そ
れ
が
去
つ
て
後
に
熊
襲
が
再
び
そ
こ
を
征
服
支
配
し
て 

い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
場
合
、
原
住
地
が 

外
国
で
、
宮
崎
県
に
一
時
根
拠
を
置
く
こ
と
に
な
つ
た
事
情
に
あ 

る
民
族
を
現
在
さ
ま
ざ
ま
の
学
問
的
立
場
か
ら
探
し
て
も
、
探
し 

出
す
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
な
国
外 

の
民
族
の
存
在
の
可
能
性
は
全
く
な
い
と
云
つ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
大
和
国
家
を
つ
く
つ
た
日
本
人 

も
、
何
も
特
別
の
存
在
で
な
く
、
蝦
夷
や
熊
襲
と
同
様
な
原
住
民 

で
、
古
く
か
ら
日
本
国
土
に
住
ん
で
い
た
人
種
で
あ
る
と
考
え
る 

の
が
一
番
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、
日
本
国
土
に
は 

西
の
方
か
ら
熊
襲
、
日
本
人
、
蝦
夷
と
い
う
三
種
の
原
住
民
が
住 

ん
で
い
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
こ
の
東
北
か
ら
西
南
に 

細
長
く
弓
な
り
に
伸
び
て
い
る
日
本
列
島
で
は
、
気
候
、
風
土
の 

若
干
の
相
異
も
あ
つ
て
、
各
地
域
の
地
域
性
は
若
干
あ
つ
た
で
あ 

ろ
う
が
、
人
種
を
異
に
す
る
よ
う
な
対
立
が
あ
つ
た
の
で
な
く
、 

日
本
民
族
と
し
て
住
み
つ
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
本 

民
族
の
中
か
ら
、
今
か
ら
千
七
八
百
年
前
に
大
和
地
方
に
優
れ
た 

人
物
が
あ
ら
わ
れ
て
大
和
国
家
の
も
と
に
な
つ
た
国
を
つ
く
り
上 

げ
た
。
そ
の
国
に
は
代
々
優
れ
た
人
物
が
出
て
、
そ
の
頃
他
の
地 

方
に
出
来
た
国
々
を
次
第
に
支
配
し
て
行
つ
て
強
大
な
国
を
作
り 

上
げ
て
行
つ
た
。
そ
れ
が
日
本
国
内
に
お
い
て
、
東
に
西
に
発
展 

し
て
行
く
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
敵
対
す
る
勢
力
を
東
で
は
蝦
夷



と
呼
び
、
西
で
は
熊
襲
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
大
和
を
中
心
と
し
た
国
家
が
東
は
関
東
地
方
か
ら
西
は
九 

州
地
方
ま
で
を
統
一
し
て
日
本
国
家
を
つ
く
り
上
げ
る
頃
に
は
、 

朝
鮮
半
島
に
ま
で
勢
力
を
伸
張
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
朝
鮮
半
島 

は
先
進
国
中
国
の
文
化
の
摂
取
地
と
し
て
、
日
本
国
家
が
そ
の
軍 

事
的
に
も
文
化
的
に
も
重
大
な
関
心
の
あ
つ
た
地
域
で
あ
つ
た
。 

こ
の
半
島
経
営
へ
大
和
国
家
の
勢
力
が
傾
倒
さ
れ
た
結
果
、
東
北 

地
方
は
疎
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
長
く
日
本
国
外
と
し
て
特
別 

視
す
る
こ
と
に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
中
国 

か
ら
伝
わ
つ
て
き
た
中
華
思
想(
自
分
た
ち
の
所
が
最
も
開
け
進
歩
し
て 

い
て
、
他
の
地
方
は
野
蛮
未
開
な
と
こ
ろ
で
人
間
も
劣
つ
て
い
る
と
い
う
考
え) 

が
、
東
北
の
地
を
益
々
異
狄
野
蛮
視
し
た
も
の
と
考
え
る
。
し
た 

が
つ
て
、
エ
ミ
シ
も
日
本
人
と
本
来
対
立
す
る
民
族
と
し
て
存
在 

し
た
も
の
で
な
く
、
日
本
の
国
土
に
住
む
同
じ
原
住
民
で
あ
つ
た
。 

そ
れ
が
大
和
国
家
が
形
成
さ
れ
る
と
共
に
、
勢
力
の
及
ば
な
い
土 

地
に
住
む
人
々
を
対
立
す
る
民
族
と
し
て
意
識
し
、
野
蛮
視
す
る 

ょ
う
に
な
つ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
未
だ
一
つ
の
問
題
と
し
て
残
る
の
は
、
岩
手
県
か
ら 

北
に
か
け
て
特
に
多
い
ア
イ
ヌ
語
に
因
ん
だ
地
名
の
存
在
で
あ
る
。 

こ
れ
は
東
夷
全
部
と
い
わ
な
く
と
も
、
岩
手
県
及
び
そ
の
北
部
に 

は
ア
イ
ヌ
人
が
多
く
住
ん
で
い
て
、
そ
れ
が
蝦
夷
と
呼
ば
れ
た
の 

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
つ
い 

て
、
東
北
地
方
に
ア
イ
ヌ
人
と
同
一
系
統
の
人
種
が
住
ん
で
い
て
、 

そ
れ
が
原
住
民
で
あ
つ
た
と
い
う
考
え
方
は
、
前
に
述
べ
た
論
拠

と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
原
始
時
代
ア
イ 

ヌ
人
と
云
い
日
本
人
と
い
つ
て
も
、
同
じ
日
本
国
土
の
原
住
民
で
、 

そ
う
並
べ
て
区
別
さ
れ
る
存
在
で
は
な
か
つ
た
。
日
本
は
小
島
で 

あ
り
な
が
ら
も
、
東
北
か
ら
西
南
に
細
長
く
の
び
て
い
て
、
地
形 

的
に
も
い
く
つ
か
に
区
切
ら
れ
、
気
候
、
風
土
の
差
異
も
あ
る
こ 

と
は
、
同
じ
日
本
国
土
に
住
む
日
本
の 
原
住
民
と
い
つ
て
も
、
全 

く
同
一
の
文
化
内
容
を
も
つ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
東
北
地
方
と 

九
州
地
方
で
は
相
当
の
差
異
が
あ
つ
た
。
東
北
地
方
北
部
が
北
海 

道
の
南
部
と
類
似
し
、
東
北
地
方
南
部
が
関
東
地
方
と
類
似
し
て 

い
て
、
殆
ん
ど
そ
の
差
異
を
認
め
難
い
文
化
内
容
を
示
し
て
い
た 

こ
と
は
、
判
つ
き
り
し
た
国
境
の
な
い
形
で
相
互
に
交
渉
し
合
つ 

た
結
果
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
点
東
北
北
部
が
北
海
道
と 

共
通
性
を
も
つ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
日 

本
国
土
の
人
種
や
文
化
を
本
質
的
に
違
つ
て
い
た
か
と
云
う
こ
と 

と
は
別
問
題
で
あ
る
。

こ
の
東
北
地
方
を
異
人
種
、
異
文
化
と
対
立
し
て
考
え
た
の
は
、 

大
和
国
家
の
成
立
と
そ
の
支
配
地
の
確
定
が
、
も
た
ら
し
た
結
果 

で
あ
つ
て
、
本
来
の
相
異
で
は
な
い
。
殊
に
大
和
国
家
の
成
立
と 

い
う
統
一
権
力
の
成
立
は
、
そ
れ
に
隣
接
し
た
地
域
に
も
そ
れ
ぞ 

れ
地
方
権
力
の
成
立
を
う
な
が
し
、
地
域
的
な
小
国
家
を
形
成
さ 

せ
た
。
そ
れ
が
恐
ら
く
「胆
沢
の
蝦
夷
」
と
か
「爾
薩
体
の
蝦
夷
」 

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
つ
て
、
こ
れ
ら
は
南
方
か
ら
侵 

入
し
て
来
る
大
和
国
家
の
軍
事
力
に
対
抗
し
て
戦
え
る
組
織
を
も 

つ
て
い
た
も
の
で
、
決
し
て
原
始
無
智
な
野
蛮
人
で
は
な
か
つ
た
。

そ
の
文
化
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
、
相
当
高
度
な
内 

容
を
も
つ
て
い
た
こ
と
が
今
日
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ 

か
ら
こ
そ
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
よ
う
な
優
れ
た
武
将
に
よ
つ
て
の 

み
、
そ
の
征
服
が
可
能
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
大
和
国
家
の
国
土
統一

も
平
安
時
代
初
め
東
北
地
方
の
平 

定
に
よ
つ
て
一
段
落
し
、
こ
の
新
支
配
地
の
経
営
に
力
が
注
が
れ 

た
。
そ
の
た
め
蝦
夷
と
云
わ
れ
た
人
々
を
内
地
に
移
住
し
た
々
、 

南
方
の
人
を
東
北
に
移
住
せ
し
め
た
り
し
て
原
住
民
と
の
融
和
を 

計
る
と
共
に
、
仏
教
を
布
教
し
て
人
心
の
教
化
に
努
め
た
。
ま
た 

東
北
地
方
に
黄
金
の
産
出
し
た
こ
と
が
、
帰
化
人
な
ど
を
移
住
せ 

し
め
て
資
源
の
開
発
に
努
め
る
こ
と
に
な
々
、
北
方
的
な
原
住
民 

に
新
し
い
要
素
を
注
入
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
津 

軽
海
峡
を
隔
て
た
北
海
道
は
別
の
国
と
し
て
日
本
か
ら
判
つ
き
り 

切
り
離
な
さ
れ
、
特
殊
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
殊
に
北
方
で 

気
候
の
寒
冷
な
こ
と
は
、
米
食
を
主
と
す
る
日
本
人
に
と
つ
て
不 

適
な
土
地
と
し
て
顧
り
み
ら
れ
な
く
な
つ
た
。

勿
論
、
北
海
道
と
本
州
と
の
交
渉
が
全
く
な
か
つ
た
と
は
云
わ 

れ
な
い
に
し
て
も
、
原
始
時
代
の
狩
狐
採
拾
の
生
活
を
し
て
い
た 

時
代
と
農
耕
栽
培
の
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
つ
た
時
代
の
両
者
の 

関
係
は
著
し
く
変
化
し
、
昔
の
よ
う
な
類
似
は
も
た
な
く
な
つ
た 

と
考
え
ら
れ
る
。
云
い
か
え
れ
ば
、
平
安
時
代
以
降
の
両
者
の
生 

活
の
差
異
は
著
し
く
な
り
、
両
者
の
交
渉
は
部
分
的
に
偶
発
的
に 

あ
つ
た
に
し
ろ
、
全
体
的
に
見
れ
ば
隔
絶
し
て
行
つ
た
と
考
え
ら 

れ
る
。
即
ち
、
北
海
道
は
孤
立
し
た
島
と
し
て
、
そ
こ
に
住
む
原

住
民
と
本
州
に
住
む
日
本
人
と
の
生
活
内
容
も
異
な
り
、
人
種
的 

な
交
流
も
殆
ん
ど
行
な
わ
れ
な
い
状
態
に
置
か
れ
た
時
代
が
つ
づ 

く
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
本
来
相
似
た
人
種
と
し
て
あ 

つ
た
東
北
地
方
の
人
種
と
次
第
に
別
な
人
種
と
な
る
ょ
う
な
形
で
、 

人
種
が
形
成
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
力
、
そ
れ
が
ア
イ
ヌ
と
呼
ば 

れ
る
人
種
と
な
つ
た
と
考
え
た
い
。
即
ち
、
日
本
の
原
住
民
は
日 

本
本
土
で
は
日
本
人
に
な
つ
た
し
、
北
海
道
で
は
ア
イ
ヌ
人
と
な 

つ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
原
日
本
人
が
今
日
の
日
本
人 

に
な
る
ま
で
に
は
、
生
活
環
境
の
変
化
も
あ
ろ
う
が
、
人
種
的
に 

は
帰
化
人
の
朝
鮮
系
の
血
も
相
当
入
つ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、 

ア
イ
ヌ
人
は
生
活
の
変
化
も
比
較
的
に
少
な
く
、
混
血
的
な
も
の 

も
少
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
江
戸
時
代
以
後
の
日
本
人
の
眼 

に
、
異
人
種
、
異
文
化
と
し
て
映
ず
る
程
の
差
異
を
も
た
ら
し
た 

が
、
こ
の
ょ
う
な
差
異
が
本
土
に
住
む
人
と
北
海
道
に
住
む
人
と 

の
間
に
は
じ
め
か
ら
あ
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
平
安
時
代
以
後
の 

歴
史
発
展
の
過
程
に
知
い
て
形
成
さ
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
る
の 

で
あ
る
。

従
つ
て
、
岩
手
県
の
人
が
自
分
の
祖
先
は
ア
イ
ヌ
人
だ
と
考
え 

る
こ
と
も
、
日
本
人
だ
と
考
え
る
こ
と
も
何
れ
も
正
し
い
と
思
う
。 

し
か
し
、
日
本
本
土
に
住
ん
で
い
た
限
り
、
日
本
人
で
あ
り
、
そ 

の
地
に
あ
る
原
始
時
代
の
文
化
は
日
本
人
の
祖
先
の
文
化
で
あ
つ 

て
、
ア
イ
ヌ
人
の
文
化
で
は
な
い
。
日
本
本
土
に
成
長
し
た
文
化 

と
全
く
異
質
な
近
世
の
ア
イ
ヌ
人
の
文
化
と
そ
れ
に
関
連
す
る
も 

の
以
外
、
ア
イ
ヌ
文
化
と
し
て
取
り
出
せ
る
文
化
は
原
始
時
代
の



日
本
文
化
に
は
な
い
と
い
え
る
。

以
上
述
べ
て
来
た
が
結
論
は
、

エ
ミ
シ
を
日
本
人
と
無
関
係
な 

ア
イ
ヌ
と
云
い
得
る
材
料
が
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。

な
お
参
考
の
た
め
に
、
種
市
の
地
名
で
ア
イ
ヌ
語
で
解
釈
さ
れ 

る
も
の
に
つ
い
て
、
長
岡
善
一
郎
氏
に
御
寄
稿
を
願
つ
た
の
は
次 

の
如
く
で
あ
る
。

「
種

差
(

タ

ン

ネ•

エ
サ
ウ
シt

a
n
n
e—

e
s
a
u
s
i

)
は
長
い 

岬
で
、
山

が

川

岸(

海
岸)

ま
で
出
て
い
る
と
こ
ろ
の
意
味
で
あ 

る
こ
と
は
知
里
真
志
保
・
山

田

秀

三

共

著

「
東
北
地
方
の
ア
イ
ヌ 

語
地
名
解
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
知
里
真
志
保 

に
よ
れ

ば

種

市(

タ

ン

ネ

・
エ
ッ
ツ 

t
a
n
n

 e
l
 e

t
u

.

)
は
長 

い

岬•

鼻
と
解
さ
れ
る
。
町

内

に

は

内(

ナ

イ

n
a
i

)
沢

・
小 

川
の
意
味
の
つ
く
地
名
と
し
て
平
内(

ヒ
ラ
ナ
イ)

、
荒
津
内(
ア 

ラ
ッ
ナ
イ)

、
小

子

内(

オ
コ
ナ
イ)

、
原
子
内(

ハ
ラ
シ
ナ
イ) 

城

内
(

ジ
ョ
オ
ナ
イ)

が
あ
り
、
尻
(

シ
リ)

陸
地
の
意
味
の
つ

く
地
名
に
は
川
尻(

カ
ワ
シ
リ)

、
沢

尻
(

サ

ワ
シ
リ)

が
あ
り
、
 

平
(

タ
イ)

森
の
意
味
の
つ
く
地
名
に
は
浜
平
、
上
平
が
あ
る
。
 

そ
の
外
マ
ツ
カ
は
奥
、
山
手
の
意
味
で
あ
り
、
宿

戸
(

シ
ュ
ク
ノ 

へ)

は
う
ぐ
い
の
川
の
意
で
あ
る
。
高

家
(

コ
ゲ)

、
有

家
(

ウ 

ゲ)

、
戸

類

家(

ヘ
ル
ケ)

、
粒

来
(

ツ
ブ
ラ
イ)

等
も
ア
イ
ヌ 

的
地
名
で
あ
る
。

こ
れ
等
ア
イ
ヌ
的
地
名
を
包
含
す
る
こ
と
は
、
こ
の
地
帯
に
嘗 

て
住
古
ア
イ
ヌ
の
居
住
せ
し
こ
と
は
否
定
し
得
ベ
く
も
な
い
。
金 

田

一

京

助

の

「
北
奥
ア
イ
ヌ
地
名
考
」
に
よ
つ
て
既
に
北
海
道
南 

部

・
本
州
北
部
に
こ
の
種
地
名
が
濃
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
報 

告
さ
れ
、
近
く
は
元
文
、
宝
暦
、
天
明
時
の
記
録
に
よ
つ
て
津
軽 

北
辺
海
浜
に
当
時
居
住
せ
し
ア
イ
ヌ
の
事
例
、
喜
田
貞
吉
に
よ
る 

本
州
に
釦
け
る
ア
イ
ヌ
の
終
末
の
研
究(

東
北
文
化
研
究)

あ
る
も
、
 

そ
の
居
住
せ
し
盛
時
の
年
代
に
つ
い
て
明
確
な
研
究
に
つ
い
て
は 

未
だ
接
し
て
い
な
い
。
」

第二

章　

原
始
時
代
の

種
市

一  

人
間
と
道
具

人
間
が
他
の
動
物
と
ち
が
つ
て
優
れ
て
い
る
の
は
、
火
を
用
い
、
 

道
具
を
使
い
、
言
葉
を
話
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
る
人
間 

が
四
つ
足
の
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
手
を
自
由
に
つ
か
う
こ
と 

が
出
来
た
こ
と
は
、
そ
の
生
活
の
必
要
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
た
め
人
間
の 

生
活
し
て
き
た
跡
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
遺
産
を
残
し
、
そ
れ 

を
通
し
て
人
間
の
文
化
の
発
展
を
あ
と
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
 

人
間
は
文
明
を
作
及
出
し
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
人
間
の
み
が
な 

し
得
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

今
日
の
目
覚
し
い
文
明
の
発
達
、
め
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
に
対
し

て
過
去
の
文
明
の
進
歩
は
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か 

今
日
の
文
明
の
進
歩
も
、
そ
の
よ
う
な
過
去
を
ふ
ま
え
て
、
今
日 

の
状
態
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
過
去
の
進
歩
の
あ
と
を
ふ 

り
か
え
つ
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
過
去
の
状
態 

を
研
究
す
る
場
合
、
我
々
は
人
間
の
残
し
た
文
化
遺
産
が
腐
触
、 

堙
滅
し
て
い
な
い
も
の
だ
け
で
推
測
す
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
当 

時
の
文
化
の
全
部
で
は
な
い
こ
と
を

一

応
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら 

な
い
。

人
間
は
そ
の
は
じ
め
、
生
活
の
必
要
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
道 

具
を
作
つ
た
が
、
自
然
物
の
そ
の
あ
る
ま
ま
の
性
質
や
形
を
利
用 

し
て
、
道
具
と
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
自
然
物
の
状
態 

と
変
ら
な
い
場
合
こ
れ
を
人
間
の
作 
つ
た
道
具
と
は
云
わ
な
い
。 

人
間
が
そ
れ
を
作
つ
た
道
具
と
呼
ぶ
場
合
は
、
そ
の
性
質
を
利
用 

し
て
、
あ
る
目
的
に
か
な
う
よ
う
に
加
工
し
た
も
の
を
道
具
と
呼 

ん
で
い
る
。
そ
の
場
合
、
人
間
は_
然
物
の
自
然
を
利
用
し
、
そ 

の
形
を
変
え
る
だ
け
で
道
具
を
作
つ
た
。
即
ち
石
の
堅
さ
を
利
用 

し
て
、
そ
れ
に
打
裂
を
加
え
て
刃
物
と
し
、
骨
や
角
の
り
さ 

と
け
ず
り
易
さ
を
利
用
し
て
、
釣
針
や
鋁
を
作
つ
た
及
銛
木
の
浮 

り

を
利
用
し
て
舟
を
作
る
な
ど
で
あ
る
。
道
具
の
は
じ
め
は
、 

粗
大
で
簡
単
で
あ
つ
て
、
自
然
物
と
余
り
違
わ
な
い
程
度
の
も
の 

か
ら
、
次
第
に
そ
の
使
用
目
的
に
か
な
つ
た
精
巧
な
も
の
へ
と
進 

ん
で
行
つ
た
。

人
間
の
知
識
が
次
第
に
進
ん
で
来
る
と
、
自
然
物
を
そ
の
ま
ま 

の
特
性
に
よ
つ
て
加
工
し
て
道
具
を
作
る
時
代
か
ら
、
自
然
物
の

のの

も
つ
化
学
的
変
化
を
利
用
し
て
道
具
を
作
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ 

の
最
初
に
作
つ
た
の
が
土
器
で
あ
る
。
粘
土
は
や
わ
ら
か
く
、
水 

に
融
け
易
い
性
質
を
も
つ
て
い
る
が
、
火
の
熱
に
よ
つ
て
硬
く
な 

及
、
水
に
耐
え
る
性
質
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

こ
の
性
質
を
利
用 

し
て
土
器
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
土
器
が
作
ら
れ
た 

と
い
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
、
人
間
の
文
化
の
発
展
に 

と
つ
て
飛
躍
的
な
出
来
事
で
あ
つ
た
。

な
ん
と
な
れ
ば
、
従
来
は
自
然
物
の
あ
る
ま
ま
の
性
質
を
利
用 

し
、
そ
れ
を
加
工
し
て
道
具
を
作
る
こ
と
し
か
知
ら
な
か
つ
た
も 

の
が
、
自
然
の
ま
ま
に
あ
る
も
の
の
性
質
を
変
え
て
道
具
を
作
る 

よ
う
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
火
は
今
ま
で
は
、
暖
を
と
つ 

た
め
、
物
を
や
い
た
り
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
火
を
利 

用
し
て
新
し
い
道
具
を
作
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ 

は
後
に
金
属
器
の
道
具
を
作
る
素
地
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま 

た
人
間
の
生
活
文
化
の
上
か
ら
見
る
と
、
食
物
を
貯
蔵
し
保
管
す 

る
容
器
を
知
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
従
来
焼
く
か
あ
ぶ
る
こ
と 

し
か
知
ら
な
か
つ
た
人
間
に
、
煮
て
食
べ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
意
味
に
於
い
て
、
土
器
の
出
現
は
重
要
な
意
味
を
も 

つ
て
い
た
の
で
、

モ
ル
ガ
ン
と
い
う
社
会
学
者
は
土
器
の
無
い
有 

る
と
に
よ
つ
て
、
野
蛮
時
代
と
半
開
時
代
と
に
わ
け
た
。
ま
た
今 

日
、
石
器
時
代
が
旧
石
器
時
代
と
に
分
け
ら
れ
る
場
合
、
土
器
の 

有
無
に
相
当
関
係
が
あ
る
。
そ
し
て
人
間
が
こ
の
よ
う
念
土
器
を 

作
り
得
る
ま
で
に
な
る
の
に
非
常
に
長
い
年
数
を
経
過
し
て
い
る
。
 

即
ち
人
間
の
祖
先
が
こ
の
地
上
に
出
現
し
た
の
を
五
十
万
年
位
前



と
考
え
た
場
合
、
土
器
が
作
ら
れ
た
の
は
世
界
で 
一
番
古
い
と
こ 

ろ
で
も
一万
年
以
前
に
溯
ら
な
く
、
八
九
千
年
位
前
に
し
か
す
ぎ 

な
い
。

二 

旧
石
器
文
化

日
本
で
昔
か
ら
土
の
中
か
ら
出
て
来
る
土
器
と
し
て
繩
目
の
文 

様
の
あ
る
土
器
が
注
目
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
繩
文
式
土
器
と
呼 

ん
で
い
た
。
こ
の
繩
文
式
土
器
と
一
緒
に
矢
の
根
石
と
云
わ
れ
た 

石
鏃
や
石
の
お
の
な
ど
の
石
器
が
発
見
さ
れ
て
、
金
属
で
作
つ
た 

道
具
は
発
見
さ
れ
な
か
つ
た
。
従
つ
て
繩
文
式
土
器
を
作
つ
て
い 

た
時
代
は
新
石
器
時
代
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の 

土
器
や
石
器
の
出
る
と
こ
ろ
は
、
黒
土
層
の
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、 

そ
の
下
の
粘
土
混
り
に
な
る
赤
土
層
か
ら
は
何
も
発
見
さ
れ
る
こ 

と
が
な
か
つ
た
。

戦
後
の
日
本
の
考
古
学
の
発
達
は
、
従
来
日
本
で
は
人
間
の
作 

つ
た
遺
物
が
無
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
赤
土
層
の
中
か
ら
も
、
石 

器
を
発
見
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
場
合
は
、
今
ま
で
の
よ
う 

に
石
器
と
土
器
が
一
緒
に
発
見
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な 

く
、
石
器
だ
け
で
土
器
は
な
か
つ
た
。
土
器
は
土
の
中
に
入
つ
て 

い
れ
ば
風
化
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
保
有
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ 

る
が
、
こ
の
赤
土
層
に
な
る
と
土
器
が
な
く
な
り
、
石
器
し
か
な 

い
文
化
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
無
土
器
の
文
化
と
呼
ば 

れ
る
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
土
器
以
前
の
旧
石
器
時
代
の
文
化
の
存 

在
が
日
本
の
国
土
に
実
証
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
出
土
す
る

石
器
は
欧
州
や
ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
旧
石
器
と
も 

比
較
さ
れ
、
日
本
国
土
に
旧
石
器
時
代
の
存
在
を
物
語
る
よ
う
に 

な
り
、
そ
の
石
器
の
形
か
ら
五
万
年
位
以
前
か
ら
の
棲
息
が
考
え 

ら
れ
る
よ
う
に
念
つ
た
。
し
か
も
当
時
日
本
に
住
ん
で
い
た
人
間 

の
頭
骨
や
四
肢
骨
が
静
岡
県
か
ら
発
見
さ
れ
、
三
ヶ
日
人
と
命
名 

さ
れ
て
、
そ
の
身
長
も
男
性
で

一

米
五
十
糎
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
旧
石
器
は
、
東
北
地
方
で
の
発
見
例
は
現
在
の
と 

こ
ろ
少
な
く
、
福
島
県
、
山
形
県
、
青
森
県
で
報
告
さ
れ
て
い
る 

だ
け
で
あ
る
が
、
北
海
道
に
は
比
較
的
多
く
、
関
東
に
も
多
い
か 

ら
、
岩
手
県
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
近
い
で
あ
ろ
う
。
種
市
町
出 

土
の
旧
石
器
ら
し
い
も
の
を
青
森
県
の
人
で
所
持
し
て
い
る
人
が 

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
未
だ
見
て
い
な
い
し
、
報
告
も
さ
れ
て 

い
な
い
か
ら
、
は
つ
き
々
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
西
磐
井
郡 

花
泉
町
で
は
こ
の
当
時
日
本
に
住
ん
で
い
た
獣
骨
が
多
数
発
見
さ 

れ
、
そ
れ
と
共
に
石
器
ら
し
い
も
の
の
発
見
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
石
器
が
日
本
で
発
見
さ
れ
て
、
そ
の
研
究 

が
す
す
め
ら
れ
て
か
ら
未
だ
十
五
年
も
経
過
し
て
い
な
い
か
ら
、 

今
後
の
発
見
と
そ
の
研
究
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三

採

猟採拾
の
生
活

人
間
が
生
活
す
る
上
に
必
要
な
食
料
を
栽
培
生
産
す
る
よ
う
な 

段
階
は
相
当
進
ん
だ
段
階
で
あ
る
が
、
自
然
に
あ
る
動
物
や
植
物 

を

採

猟採拾
し
て
生
活
す
る
不
安
定
な
生
活
を
営
む
段
階
は
古
く
、 

こ
の
よ
う
な
時
代
を
原
始
時
代
と
呼
ん
で
い
る
。
世
界
の
歴
史
を

見
る
と
き
、
旧
石
器
時
代
は
原
始
時
代
で
、
土
器
を
作
る
よ
う
に 

な
り
、
貯
蔵
用
具
の
発
達
と
共
に
農
耕
栽
培
の
生
産
の
生
活
が
行 

な
わ
れ
て
来
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
繩 

文
式
土
器
を
作
つ
て
、
土
器
を
非
常
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
つ
た 

時
代
に
な
つ
て
も
、
自
然
物
の
採
猟採拾
の
生
活
を
営
ん
で
い
て
、 

農
耕
栽
培
の
生
産
生
活
を
行
つ
て
い
た
痕
跡
が
な
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
本
で
は
昔
か
ら
「山 

の
幸
」「海
の
幸
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
風
土
、 

自
然
が
さ
ま
ざ
ま
な
濶
葉
樹
を
繁
茂
さ
せ
て
、
多
く
の
木
の
実
を 

供
給
し
て
呉
れ
た
り
、
こ
の
条
件
が
い
ろ
い
ろ
な
動
物
を
棲
息
せ 

し
め
て
、
人
間
の
食
料
と
な
つ
た
。
ま
た
四
面
海
で
囲
ま
れ
た
状 

態
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
貝
を
食
膳
に
の
ぼ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、 

川
に
は
鮭
を
は
じ
め
、
沢
山
の
魚
が
泳
い
で
い
て
、
人
間
の
食
料 

と
さ
れ
る
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
我
々
は 

当
時
の
人
々
の
石
や
骨
角
で
作
つ
た
道
具
を
見
る
と
き
、
当
時
の 

人
々
の
食
生
活
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

木
の
実
を
加
工
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
石
皿
や
丸
い
た
た
き 

石
、
の
猟の道
具
と
し
て
矢
の
先
端
に
つ
け
た
石
鏃
、
投
げ
槍
の 

先
端
に
つ
け
た
石
槍
、
獣
類
の
皮
を
剝
ぎ
、
肉
を
そ
ぐ(
当
時
は
今 

の
よ
う
に
肉
は
切
ら
な
い)
の
に
用
い
た
石
匕
、
ま
た
漁
撈
の
道
具
で 

は
、
骨
や
角
で
作
つ
た
釣
針
や
铦
な
ど
、
魚
網
も
使
用
さ
れ
た
ら 

し
く
石
の
錘
り
も
土
で
作
つ
た
錘
り
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
諸
道
具
は
図
版
第
四
、
第
五
参
照
。
具
猟具と
し
て
の
弓 

は
木
の
た
め
腐
り
易
く
保
存
さ
れ
難
い
が
、
八
戸
市
是
川
遺
跡
は

泥
炭
の
湿
地
の
た
め
、
弓
や
木
刀
ま
で
発
見
さ
れ
た
日
本
で
も
珍 

ら
し
い
遺
跡
で
あ
る
。

当
時
の
人
々
は
採
猟採拾
の
原
始
生
活
を
営
ん
で
い
た
と
は
云 

う
が
、
そ
の
当
時
は
そ
れ
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
社
会
生
活
を 

営
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
二
戸
郡
福
岡
町
堀
野
で
発
見 

さ
れ
た
ス
ト
ン•
サ
ー
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
石
造
遺
構
は
、
そ
れ
が 

墓
地
で
あ
る
に
し
ろ
、
記
念
物
で
あ
る
に
し
ろ
、
当
時
集
団
生
活 

が
営
な
ま
れ
な
か
つ
た
ら
作
り
得
な
い
営
造
物
で
あ
る
。
ま
た
平 

内
中
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
青
竜
刀
形
石
器(
図
版
第
五
の
図
 

は
そ
の
形
か
ら
実
用
の
道
具
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
何
か
特
別
の
権 

威
を
示
す
道
具
と
考
え
ら
れ
る
点
、
集
団
の
首
長
の
し
る
し
で
あ 

つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
当
時
生
活
の
不
安
定
な
中
に
あ
つ
て
も
、
身
を
飾
る
風 

習
が
あ
つ
た
。
彼
等
の
衣
服
は
夏
は
裸
体
で
、
冬
は
獣
皮
を
着
る 

単
純
な
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
、
身
体
自
身
に
着
け
た
。
そ
れ
は
今 

日
南
方
の
土
人
が
耳
た
ぶ
に
孔
を
開
け
て
そ
こ
に
何
か
ぶ
ら
さ
げ 

て
い
る
よ
ぅ
に
、
当
時
の
人
々
は
耳
た
ぶ
に
孔
を
あ
け
て
耳
栓
を 

つ
け
、
そ
れ
に
ぶ
ら
下
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
釣
鐘
形
の
土 

製
品(
図
版
第
六
の7
図)
が
あ
る
。
そ
の
他
顔
面
に
入
墨
を
す
る
風 

も
あ
り
、
土
偶
の
顔
面
に
見
ら
れ
る
文
様
や
線
は
入
墨
の
形
を
現 

わ
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
腕
に
は
貝
で
作
つ
た
貝
輪
を 

(
図
版
才
第
の
12
恩
図
は
め
て
装
飾
と
し
た
。

一

五

一四



第1表 繩文時代の時期区分と町内の遺跡名

時期 今からの実年代 土器の出土地

早期 7000前〜6000前 中野大宮A• B

前期 6000前〜5000前
中野有家

種市ゴツソウ

中期 5000前〜4000前平内、伝吉

上のマツカ

後期 4000前〜3000前 和座、館野 

八木、西館岡谷

晩期 3000前〜2000前
たけのこ•高取 

八木駅前•西館田

四

繩

文

式

土

器

新
石
器
時
代
に
な
つ
て
日
本
人
の
使
つ
て
い
た
土
器
は
繩
文
式 

土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

一

概
に
繩
文
式
土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る 

が
、

そ
の
よ
う

な

土

器

を

作

じ

め

た

年

代

は

相

当

古

く

、
ま 

た
長
い
間
作
り
用
い
ら
れ
て
い
た
。
今
日
そ
の
は
じ
め
が
何
時
頃 

か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
つ
て
い
て
、
今
か
ら
九
千
年
前
で
あ 

ろ
う
と
云
う
説
も
あ
れ
ば
、
五
千
年
前
位
で
あ
ろ
う
と
云
う
説
も 

あ
る
。
大
体
七
千
年
前
頃
と
考
え
て
も
良
い
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

前
に
述
べ
た
大
化
改
新
か
ら
今
ま
で
千
三
百
余
年
と
い
う
年
数
か 

ら
考
え
て
も
、
相
当
む
か
し
の
こ
と
に
な
る
。
そ
の
繩
文
式
土
器 

は
そ
れ
か
ら
二
千
年
前
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と 

五
千
年
間
と
い
う
長
い
間
、
繩
文
式
土
器
を
使
用
し
て
い
た
新
石 

器
時
代
が
続
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
長
い
間
に
作
り
使
用
し
て
い
た
繩
文
式
土
器
は
、
 

如
何
に
変
化
の
乏
し
い
時
代
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
も
、
少
し
ず
つ 

変
化
し
進
歩
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
間
に
生
活
も
変
化 

し
て
来
た
。
我
々
は
繩
文
式
土
器
に
つ
い
て
、
そ
の
器
形
や
文
様 

の
特
色
か
ら
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後
期
、
晩
期
の
五
つ
の
時 

期
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。
そ
の
夫
々
の
時
期
の
年
代
が
ど
う
で 

あ
る
か
は
つ
き
り
し
な
い
が
、

一

応
次
の
表
の
如
く
分
け
ら
れ
る 

と

思
う
。

一六

次
に
そ
の
各
時
期
の
土
器
の
特
徴
と
種
市
町
で
の
遺
跡
の
状
態 

に
つ
い
て
述
べ
る
。

早
期(
図
版
第
一
の1
、2
図.
図
版
第
三の1
図)

土
器
は
容
器
で
あ
る
た
め
に
は
、
底
が
平
ら
で
安
定
性
の
あ
る 

の
が
本
来
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
土
器
は
底
が
尖
つ
て
い
る
。 

そ
し
て
繩
文
式
土
器
と
い
つ
て
も
、
繩
文
が
な
く
貝
殼
文
様
の
土 

器
で
あ
る
。
貝
殼
文
は
サ
ル
ボ
ウ
や
ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
貝
殼
の
腹 

で
こ
す
及
つ
け
た
条
痕
が
あ
つ
た
り
、
腹
縁
を
押
し
付
け
て
ギ
ザ 

ギ
ザ
の
文
様
を
つ
け
た
土
器
で
あ
る
。
こ
の
土
器
片
が
県
内
で

一

番
多
く
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
、
岩
手
郡
玉
山
村
日
戸
で
あ
る
が
、 

そ
れ
に
つ
ぐ
の
が
中
野
大
宮A
遺
跡
で
あ
る
。

後
篇
の
大
宮
遺
跡
の
報
告
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
簡
単
な
試
掘 

と
表
面
採
集
で
得
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
多
数
の
数
量
に
な
つ
て
い 

る
ば
か
り
で
な
く
、
貝
殼
文
で
は
県
内
で
は
じ
め
て
の
復
原
出
来 

る
土
器
を
出
土
し
た
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
重 

要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
了
解
出
来
る
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
貝
殼
文
器
を
出
土
す
る
遺
跡
は
八
戸
市
及
び
そ
の 

周
辺
に
多
く
、
そ
れ
ら
の
も
の
と
類
似
し
て
い
て
、
両
者
の
関
係 

の
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
尖
り
底
の
土
器
が
な
ぜ 

作
ら
れ
て
、
平
底
の
土
器
が
作
ら
れ
な
か
つ
た
か
と
云
う
こ
と
に 

つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
当
時
地
面
に
穴
を
掘
つ
て
、
掘
立 

作
り
の
家
を
作
つ
て
住
ん
で
い
た
状
態
に
お
い
て
、
地
面
を
床
と 

す
る
場
合
、
尖
り
底
の
土
器
を
地
面
に
つ
き
刺
し
た
方
が
土
器
を 

安
定
さ
せ
る
の
に
都
合
が
よ
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

大
宮
遺
跡
出
土
の
石
錘(
図
版
第
四のG
図)
は
岩
手
県
早
期
の
も 

の
と
し
て
、
こ
の
遺
跡
の
も
の
以
外
に
な
い
。

前
期(
図版
第
一
の3
・4
・5
図
・図
版
第
三
の2
・3
・4
図)

繩
文
は
撚
糸
文
と
繩
文
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
二
本
の
繊
維 

を
撚
り
合
せ
て
作
つ
た
撚
糸
を
押
し
付
け
た
り
、
そ
れ
を
細
い
棒 

に
巻
き
付
け
た
も
の
を
回
転
さ
せ
て
付
け
た
も
の
が
撚
糸
文
で
あ 

り
、
三
本
以
上
の
繊
維
を
撚
及
合
せ
て
作
つ
た
紐
や
撚
糸
を
二
本 

以
上
撚
及
合
せ
た
紐
を
回
転
さ
せ
た
り
、
そ
れ
を
棒
に
捲
き
つ
け 

た
も
の
を
回
転
さ
せ
て
付
け
た
も
の
が
繩
文
と
云
わ
れ
て
い
る
。

昔
繩
蓆
を
押
し
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
た
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
繩
文
や
撚
糸
は
色
々
の
組
み
合
せ
方
で
、
更
に
文
様
の
上 

か
ら
色
々
の
名
称
が
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
の
撚
糸
文
を
含
め
た
繩
文
の
土
器
は
、
早
期
の
末
か
ら
現
わ 

れ
て
く
る
が
、
前
期
の
時
期
に
著
し
く
発
達
し
て
来
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
の
繩
文
式
土
器
は
岩
手
県
で
は
盛
岡
付
近
を
境
と
し
て
、 

県
北
か
ら
青
森
県
、
北
海
道
南
部
地
方
を
範
囲
と
し
て
、
円
筒
式 

土
器
と
呼
ば
れ
て
い
る
丸
い
筒
形
の
器
形
の
土
器
が
盛
ん
に
作
ら 

れ
て
い
て
、
県
南
方
面
の
深
鉢
形
の
土
器
と
異
な
る
特
色
を
示
し 

て
い
る
。
文
様
の
点
に
知
い
て
も
円
筒
式
の
土
器
は
繩
文
と
撚
糸 

文
が
盛
行
し
て
い
る
の
に
、
県
南
の
方
面
で
は
そ
の
他
に
竹
管
文 

(
笹
竹
を
半
分
に
し
て
押
し
つ
け
た
瓜
形
文
や
そ
れ
で
平
行
し
た
線
を
引
い
た
文 

様)
な
ど
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
地
域
に
よ
る
土
器
の 

器
形
や
文
様
の
相
異
は
早
期
の
時
期
に
は
、
東
北
、
北
海
道
を

一  

円
と
し
て
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
点
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
を
特
色 

付
け
て
い
る
。

こ
の
前
期
の
円
筒
式
土
器
は
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
分
か
れ
て 

変
遷
し
て
行
つ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
古
い
方
よ
め
下
層A
式
、 

下
層B
式
、
下
層C
式
、
下
層D
式
と
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の 

う
ち
下
層A
式
の
土
器
を
出
す
遺
跡
が
種
市
町
の
と
ツソウと中 

野
有
家
で
あ
る
。
共
に
復
原
可
能
の
土
器
を
出
し
て
い
る
県
下
で 

重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
両
遺
跡
共
丘
陵
の
斜
面
に
位
置
し
、
現
在
の
地
形
か
ら
考 

え
る
と
非
常
に
不
安
定
念
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
当
時
の
地



形
も
今
日
と
大
差
な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
樹
木
の
生 

い
茂
つ
た
景
観
は
今
日
畑
と
な
つ
て
い
る
状
態
と
相
異
し
て
い
る 

こ
と
を
考
え
る
と
、
一
部
を
切
り
開
い
て
居
を
か
ま
え
た
と
き
、 

傾
斜
面
の
方
が
見
は
ら
し
が
よ
く
、
住
居
と
し
て
は
好
適
で
あ
つ 

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

前
期
末
円
筒
下
層D
式
の
土
器
は
城
内 

出
土
と
い
わ
れ
る
図
版
第
三
の4
図
に
示
し
た
も
の
が
あ
る
が
、 

そ
の
精
細
な
出
土
地
は
明
ら
か
で
な
か
つ
た
が
、
こ
の
土
器
の
出 

土
地
は
前
期
末
の
良
好
な
遺
跡
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ 

の
種
の
土
器
の
多
数
出
土
し
て
い
る
の
に
九
戸
村
田
代
遺
跡
が
あ 

る
。(
岩
手
大
学
学
芸
学
部
年
報
に
発
表
し
た
拙
稿
あ
り)

中
期(
図
版
第
三
の5
図)

採
猟採拾
を
生
業
と
し
て
い
た
繩
文
時
代
に
お
い
て
、
中
期
の 

時
期
は
特
徴
あ
る
発
達
を
示
し
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
作
ら
れ
た 

厚
手
の
力
強
い
た
く
ま
し
い
気
力
に
あ
ふ
れ
た
土
器
か
ら
、
当
時 

の

民

猟民の
活
力
に
満
ち
た
生
活
を
推
定
す
る
こ
と
の
出
来
る
時 

代
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
県
内
の
遺
跡
は
著
し
く
多
く
な
り
、
土 

器
も
大
形
の
立
体
的
感
じ
の
す
る
厚
手
の
土
器
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
時
代
の
代
表
的
土
器
は
中
部
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
出
土
し 

て
い
る
が
、
北
奥
地
方
も
そ
れ
ら
の
文
化
に
関
聯
し
て
、
厚
手
の 

土
器
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
文
化
の
大
勢
は
前
期
の
円
筒
文
化
を 

継
承
し
て
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
円
筒 

上
層
文
化
と
云
つ
て
い
る
。

円
筒
上
層
式
土
器
は
円
筒
下
層
式
の
上
か
ら
出
土
す
る
と
い
う 

の
で
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
前
期
の
円
筒
下
層
に
比
べ

て
、
口
辺
部
が
波
状
の
突
起
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
口
辺
部 

に
粘
土
紐
を
は
り
つ
け
て
、
繩
を
か
ら
み
つ
け
た
よ
う
な
隆
起
線 

文
を
つ
け
た
土
器
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
隆
起
線
文
の
施
す
の
に 

応
じ
て
口
辺
部
も
肥
大
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
円
筒
上
層
の
土
器 

は
最
初
の
単
純
な
も
の
をA
式
と
し
、
そ
の
隆
起
線
文
の
著
し
く 

発
達
し
た
の
をB
式
と
呼
ん
で
い
る
。
図
版
に
示
し
た
も
の
は
右 

上
がA
式
で
あ
る
。

こ
の
種
の
破
片
は
伝
吉
に
多
数
出
土
し
て
い
る
が
、
玉
沢
氏
所 

蔵
の
も
の
は
有
家
上
の
マ
ツ
カ
出
土
の
も
の
で
あ
り
、
平
内
小
学 

校
保
管
の
も
の
は
出
土
地
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
学
区
内
か
ら 

出
土
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
期
の
中
頃
に
な
る
も
隆
起
線
文
で
渦
巻
形
の
文
様
を
つ
け
た 

土
器
が
岩
手
県
で
は
多
く
な
り
、
県
北
の
地
方
に
も
多
く
発
見
さ 

れ
て
い
る
が
、
種
市
町
内
で
は
今
度
の
調
査
中
に
は
つ
い
に
見
る 

こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
に
よ
つ 

て
そ
の
有
無
を
明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

後
期(
図
版
第
一
の7
・8
図
・図
版
第
三
の6
図)

原
始
時
代
の
採
猟採拾
の
生
活
も
、
今
か
ら
三
～
四
〇
〇
〇
年 

前
頃
に
な
る
と
相
当
進
ん
で
来
た
。
海
を
隔
て
た
中
国
で
は
、
こ 

の
頃
に
は
青
銅
器
の
文
化
も
発
達
し
、
農
耕
生
活
も
著
し
く
発
達 

し
て
来
た
。
し
か
し
日
本
で
は
、
依
然
石
器
だ
け
を
使
用
し
て
い 

て
、
原
始
採
猟採拾
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
状
態
で
あ
つ
た
。
そ 

れ
で
も
長
い
採
猟採拾
の
生
活
を
経
過
し
て
い
る
間
に
、
そ
の
生 

活
に
改
善
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
よ
り
良
い
生
活
の
安
定
を
は
か
る

努
力
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
そ
の
結
果
が
、
集
団
的
狩猟

漁
撈
法
の
実
施
、
食
物
の
保
存
加
工
の
工
夫
な
ど
で
あ
る
。
例
え 

ば
こ
の
頃
は
の
猟の道
具
で
あ
る
石
鏃
の
形
に
も
様
々
の
も
の
が 

あ
る
と
共
に
数
も
相
当
多
く
な
つ
て
い
る
。
石
斧
な
ど
の
形
も
整 

つ
た
美
し
い
仕
上
げ
の
も
の
が
あ
る
。
土
器
で
の
著
し
い
変
化
は
、 

精
製
と
粗
製
土
器
の
区
別
が
は
つ
き
り
し
、
日
用
の
貯
蔵
用
や
煮 

沸
に
用
い
粗
製
土
器
は
深
鉢
形
で
単
純
な
繩
文
だ
け
の
も
の
で
あ 

る
に
、
精
製
土
器
は
比
較
的
小
形
で
、
文
様
も
美
し
く
施
さ
れ
て 

い
る
。
平
内
中
学
に
所
蔵
す
る
和
座
出
土
と
い
う
壺
形
土
器
は
こ 

の
頃
の
は
じ
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
土
器
は
下
の
方
に
孔
が
開 

け
ら
れ
て
い
て
、
何
に
用
い
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
特
異
な 

土
器
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
聯
し
て
こ
の
頃
で
は
実
用
的
以
外
の
土 

製
品
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
釣
鐘
形
土
製
品(
第
六
の7
図) 

は
垂
飾
用
装
身
具
の
一
種
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
土
印
と 

呼
ば
れ
て
い
る
用
途
不
明
の
土
製
品
も
あ
る
。
土
偶
と
い
わ
れ
る 

人
形
の
土
製
品
も
こ
の
頃
に
沢
山
作
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
の
護
符 

の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
実
用
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
土
器
そ
の
他
土
製
品
が 

作
ら
れ
て
い
る
社
会
に
お
い
て
は
、
人
々
の
生
活
が
次
第
に
複
雑 

に
な
及
、
集
団
的
生
活
も
営
な
ま
れ
て
来
て
、
そ
こ
に
一
つ
の
習 

慣
の
よ
う
な
も
の
が
生
れ
て
来
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
最 

近
報
道
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
と
云
わ
れ
る
環
状
列 

石
の
石
造
遺
構
も
こ
の
頃
の
も
の
に
大
規
模
な
も
の
が
あ
り
、
そ 

れ
が
墓
地
で
あ
る
か
祭
祀
場
で
あ
る
か
、
ま
た
両
方
の
意
味
を
も

つ
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
作
ら
れ
る 

と
こ
ろ
に
集
団
の一

つ
の
き
ま
り
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

今
度
の
調
査
で
、
実
地
に
踏
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
館
野
遺
跡
か 

ら
後
期
の
土
器
窗
版
第
三
の6
図)
が
多
数
採
集
さ
れ
て
い
る
。
表 

面
採
集
で
は
あ
る
が
多
数
の
石
器
が
採
集
さ
れ
た
。
角
浜
小
学
校 

所
蔵
の
渋
谷
出
土
の
後
期
の
土
器(
図
版
第
一
の8
図)
は
香
炉
形
の 

土
器
で
あ
る
。
玉
沢
氏
所
蔵
の
西
館
岡
谷
出
土
の
種
々
の
土
製
品 

は
後
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
種
々
の
珍
し
い
も
の
が
あ
り
、
当 

時
の
進
ん
だ
文
化
の
状
態
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

晩
期(
図
版
第
一
の6
・9
〜
11
図)

繩
文
時
代
の
最
後
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
期
の
繩
文
式
土
器
は 

薄
手
の
精
巧
な
土
器
で
、
雲
形
文
、
ワ
ラ
ビ
状
文
、
工
字
文
な
ど 

が
美
し
く
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
日
本
の
文
化
は
東
北
地
方 

が
最
も
発
達
し
、
精
彩
を
発
揮
し
た
。
そ
し
て
そ
の
文
化
は
関
東
、 

中
部
地
方
か
ら
幾
内
の
地
方
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
た
。

こ
の
時
期
の
土
器
は
陸
奥
式
、
出
奥
式
と
も
云
わ
れ
、
青
森
県 

亀
ヶ
岡
出
土
の
土
器
に
よ
つ
て
亀
ヶ
岡
式
土
器
と
も
呼
ば
れ
た
が
、 

最
近
で
は
大
船
渡
市
大
洞
貝
塚
出
土
の
土
器
を
標
式
と
し
て
大
洞 

式
と
し
て
大
洞
式
土
器
と
云
わ
れ
、
古
い
方
か
らB
式
、B
C
式
、

C1
式、C2
式、A式
、A
'
式の
六
型
式
に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
頃
は
石
器
時
代
の
文
化
も
著
し
い
発
達
を
示
し
、
種
々
の
精 

巧
な
石
器
を
作
り
出
し
て
い
る
。

殊
に
、
注
目
す
べ
き
は
八
戸
市
是
川
遺
跡
で
、
そ
こ
か
ら
は
晚 

期
の
土
器
と
共
に
多
数
の
木
製
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
作



り
は
大
変
精
巧
で
金
属
の
道
具
を
も
っ
て
加
工
し
た
の
で
は
な
い 

か
と
も
云
う
人
が
あ
る
程
で
あ
る
が
、
金
属
器
の
発
見
さ
れ
た
も 

の
は
な
い
か
ら
、
石
器
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
程
精 

巧
な
作
り
で
あ
る
。
ま
た
漆
を
塗
っ
た
木
製
品
も
あ
り
、
そ
の
美 

し
い
文
様
に
、
そ
の
文
化
の
進
歩
の
著
し
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来 

る
。こ

の
遺
跡
は
泥
炭
層
の
た
め
幸
い
木
製
品
が
保
有
さ
れ
た
の
で 

あ
る
が
、
繩
文
の
遺
跡
は
こ
の
よ
う
な
状
態
の
遺
跡
が
な
い
の
で
、
 

同
様
な
文
化
を
他
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
他
の
晩
期
の
遺 

跡
で
も
同
程
度
の
文
化
を
所
有
し
た
と
考
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
 

石
器
や
土
器
で
は
精
巧
な
遺
物
を
出
土
す
る
遺
跡
は
種
市
町
内
に

も
相
当
あ
る
。
中
で
も
竹
の
子
、
高
取
、
戸
類
家
、
西
館
な
ど
は 

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
本
格
的
な
調
査
が
行
な 

わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
今
後
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
大
で
あ
る
。

こ
の
晩
期
の
土
器
は
余
り
精
巧
で
秀
れ
て
い
た
の
で
、
東
北
地 

方
で
相
当
後
に
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
れ 

が

蝦

夷(

エ
ミ
シ)

の
文
化
と
考
え
た
の
に
喜
田
貞
吉
な
ど
も
あ 

つ
た
が
、
現
在
で
は
二
千
年
前
頃
ま
で
で
終
末
を
つ
げ
、
新
し
い 

弥
生
文
化
の
影
響
が
岩
手
県
に
も
及
ぶ
ょ
う
に
な
り
、
文
化
の
内 

容
が
変
つ
て
行
つ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

外
国
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
習
得
し
た
も
の
な
の
か
議
論
の
あ
る 

と
こ
ろ
だ
が
、
前
章
に
述
べ
た
よ
ぅ
に
「
山
の
幸
」

「
海
の
幸
」
 

に
恵
ま
れ
た
日
本
人
は
、
狩
獵
採
拾
の
生
活
が
不
安
定
な
が
ら
、
 

そ
れ
に
安
住
す
る
傾
向
が
強
く
、

そ
れ
を
打
開
し
て
新
し
い
技
術 

を
考
え
出
す
こ
と
も
な
か
っ
た
時
に
、
大
陸
方
面
か
ら
新
し
い
文 

化
の
刺
戟
が
あ
っ
て
、
米
作
り
の
農
耕
を
営
む
よ
ぅ
に
な
っ
た
も 

の
と
考
え
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

こ
の
米
作
々
の
文
化
が
起
っ
た 

際
に
は
、
新
し
い
土
器
の
製
作
が
行
な
わ
れ
、
そ

れ

と

一

緒
に
従 

来
知
ら
な
か
つ
た
金
属
器
の
使
用
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
新 

し
い
土
器
が
弥
生
式
土
器
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
弥
生
式
土
器
は
、
は
じ
め
東
京
都
本
郷
区
の
弥
生 

町
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
が
、
 

一
番
最
初
作
ら
れ
使
用
さ
れ
た
の
は
北
九
州
地
方
で
あ
つ
た
。
こ 

の
農
耕
栽
培
の
弥
生
文
化
は
一
度
日
本
に
入
っ
て
来
る
と
、
狩
猟 

採
拾
の
不
安
定
な
経
済
生
活
に
苦
し
ん
で
い
た
日
本
に
、
急
速
に 

採
用
さ
れ
、
比
較
的
短
日
時
の
間
に
日
本
全
体
に
波
及
す
る
こ
と 

に
な
っ
た
。
弥
生
文
化
の
入
っ
た
の
は
二
千
二
百
年
前
頃
で
あ
る 

が
、
二
百
年
経
過
し
た
二
千
年
前
頃
に
は
関
東
地
方
か
ら
東
北
地 

方
の
一
部
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
岩
手
県
に
も 

千
八
九
百
年
前
頃
に
は
入
っ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。

弥
生
文
化
の
米
作
力
の
技
術
は
、
今
日
の
農
業
の
ょ
う
に
進
ん 

だ
も
の
で
な
く
、
生
産
高
も
低
か
っ
た
。
従
っ
て
米
を
作
っ
た
か 

ら
と
い
っ
て
、
農
業
だ
け
で
生
活
し
た
の
で
は
な
く
、
従
来
の
狩 

猟

採
拾
漁
撈
に
依
存
す
る
生
活
に
ょ
っ
て
そ
の
生
活
を
支
え
て 

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
の
銅
鐸
の
絵
画
に
、
農
耕
生
活 

を
物
語
る
も
の
が
あ
る
と
共
に
狩
猟
や
漁
撈
の
絵
画
の
あ
る
こ
と 

は

、
当
時
の
生
活
を
物
語
つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
も
農 

耕
生
活
も
相
当
進
ん
だ
畿
内
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
米
作
り
で
は 

気
候
的
に
恵
ま
れ
な
い
東
北
地
方
の
北
部
で
は
、
未

だ

漁

猟漁撈 

の
生
活
が
相
当
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
東
北 

地
方
で
作
ら
れ
た
弥
生
式
土
器
で
は
、
相
当
繩
文
的
な
名
残
を
と 

ど
め
て
い
て
、
繩
文
の
地
文
の
あ
る
弥
生
式
土
器
が
出
土
し
て
い 

て
、

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
弥
生
式
土
器
と
は
違
っ
た
弥
生
式
土 

器
が
残
存
し
て
い
る
。
種
市
町
出
土
の
弥
生
式
土
器
も
同
様
で
あ

る
。ま

た
、
そ
の
出
土
地
も
農
耕
生
活
が
営
ま
れ
た
か
ど
う
か
と
疑 

わ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
宮
の
弥
生
式
土
器
の
採
集
さ
れ
る
地 

点
は
、
繩
文
式
土
器
の
採
集
さ
れ
る
場
所
と
同
一
で
あ
り
、
そ
の 

範
囲
は
狭
い
。
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
赤
穴
の
弥
生
遺
跡
は
、
人
が
歩 

い
て
行
く
に
も
不
便
な
断
崖
の
中
腹
に
あ
る
。
従

つ
て
、
弥
生
式 

土
器
が
出
土
し
た
か
ら
と
云
つ
て
、
東
北
地
方
北
部
で
は
、
西
日 

本
に
見
ら
れ
た
と
同
じ
文
化
様
相
を
呈
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

ま
た
静
岡
県
の
登
呂
に
見
ら
れ
た
農
業
経
営
が
行
な
わ
れ
た
と
も 

考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
大
宮
に
出
土
し
た
弥
生
式
土
器
は
、
新
し
い
文
化
と 

の
接
触
交
流
の
結
果
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
農
耕
や
金
属
器 

を
全
然
知
ら
な
い
人
の
文
化
で
は
な
い
。
水
沢
市
出
土
の
弥
生
式 

土
器
に
は
籾
痕
が
あ
り
、
青
森
県
の
田
舍
出
土
の
弥
生
式
土
器
に 

も
籾
痕
あ
り
、
米
作
り
を
知
つ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
つ
て 

い
る
。

な
お
、
岩
手
県
の
弥
生
式
土
器
の
作
ら
れ
た
頃
用
い
ら
れ
た
ア 

メ
リ
カ
式
石
鏃(
図
版
第
五
の
10
図)

は
大
平
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
 

こ
れ
も
弥
生
式
文
化
と
の
接
触
交
流
の
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
る
も 

の
で
あ
つ
て
、
種
市
町
に
も
農
耕
の
知
識
が
相
当
早
く
入
っ
て
来 

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

二

古

墳

文

化

と

大

和

文

化

弥
生
文
化
が
大
陸
文
化
の
影
響
に
よ
り
日
本
に
展
開
し
た
こ
と

第
三
章 

上

代

の

種

市

一  

彌
生
文
化

人
間
社
会
の
発
展
は
、
採
猟採拾
の
自
然
経
済
か
ら
農
耕
栽
培 

の
生
産
経
済
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
段
と
進
歩
し
た
と 

考
え
ら
れ
る
。
農
耕
生
活
は
人
々
を
一
定
の
場
所
に
定
住
せ
し
め 

る
と
共
に
、
土
地
支
配
に
対
す
る
関
心
を
高
め
た
。
そ
し
て
集
団 

的
な
統
制
の
あ
る
社
会
を
必
要
と
し
た
。

日
本
人
の
農
耕
栽
培
は
米
作
り
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
と
考
え
ら 

れ
る
が
、

こ
の
新
し
い
生
産
技
術
は
、
採
猟採拾
生
活
の
不
安
定 

念
状
態
を
克
服
す
る
た
め
に
日
本
人
が
考
え
出
し
た
も
の
な
の
か
、



は
、
日
本
文
化
の
発
達
に
新
し
い
転
機
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
既 

に
述
べ
た
。
殊
に
金
属
器
の
使
用
は
目
新
し
い
こ
と
で
あ
つ
た
。 

こ
の
金
属
器
の
使
用
の
う
ち
特
に
鉄
器
の
使
用
の
普
及
発
達
は
政 

治
的
に
新
し
い
事
態
を
出
現
し
た
。
そ
れ
は
統
一
国
家
の
成
立
で 

あ
る
。

弥
生
時
代
に
小
地
域
的
な
統
治
力
が
成
立
し
た
状
態
に
つ
い
て
、 

中
国
の
文
献(
漢
書
、
後
漢
書)
は
日
本
は
百
余
国
に
分
立
し
て 

い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
鉄
に
よ
る
刀
剣
、
甲
胃
な
ど
の
武
器
、 

武
具
の
発
達
に
よ
つ
て
強
大
な
軍
事
力
が
形
成
さ
れ
、
小
国
分
立 

の
状
態
か
ら
統
一
国
家
の
成
立
の
方
向
へ
進
ん
で
行
つ
た
。
そ
の 

時
大
和
地
方
に
成
立
し
た
の
が
大
和
国
家
で
あ
る
。
そ
の
頃
各
地 

方
地
方
に
も
統
一
国
家
が
形
成
さ
れ
て
行
つ
た
が
、
そ
れ
ら
は
後 

に
次
第
に
大
和
国
家
に
支
配
統
合
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
つ
た
。 

こ
の
強
大
な
支
配
権
力
の
成
立
を
物
語
る
も
の
が
古
墳
で
あ
る
。

古
墳
と
は
古
代
の
強
大
な
支
配
者
を
埋
葬
す
る
た
め
に
築
い
た 

高
塚
式
の
墳
墓
で
あ
る
。
大
和
朝
廷
の
古
代
の
天
皇
の
御
陵
は
大 

き
な
古
墳
で
あ
る
。
中
で
も
応
神
天
皇
陵
と
仁
徳
天
皇
陵
は
そ
の 

平
面
的
規
模
に
於
い
て
は
世
界
最
大
の
墳
墓
で
あ
る
。
古
墳
は
古 

代
の
天
皇
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
国
家
に
お
け
る
有
力
な
豪
族
も 

そ
れ
に
倣
つ
て
古
墳
を
築
い
た
か
ら
、
今
日
大
和
地
方
を
は
じ
め 

各
地
方
に
大
き
な
古
墳
が
存
在
す
る
。

大
和
国
家
が
成
立
し
て
、
こ
の
古
墳
の
築
造
さ
れ
る
よ
う
に
な 

つ
た
年
代
は
何
時
か
と
い
う
と
、
今
か
ら
千
七
、
八
百
年
前
頃
と 

考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
つ
て
、
考
古
学
的
に
見
る
と
千
七
、
八
百

年
前
頃
が
日
本
国
家
の
起
源
に
な
る
が
、

こ
れ
は
今
日
の
歴
史
の 

研
究
の
上
か
ら
も
妥
当
な
年
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
千
六
百 

年
前
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
書
紀
の
時
代
に
推
定
し
た
年 

代
で
あ
つ
て
、
そ
の
頃
の
日
本
は
原
始
時
代.
の
狩
珮
採
拾
の
生
活 

を
営
ん
で
い
た
頃
で
、
国
家
な
ど
と
い
う
も
の
が
生
れ
て
来
る
時 

代
で
は
な
か
つ
た
。

こ
の
古
墳
を
築
造
す
る
習
慣
は
大
化
改
新
の
際
「
薄
葬
令
」
と 

い
う
、
古
墳
の
築
造
を
禁
ず
る
命
令
が
出
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
が
、
 

辺
境
の
地
方
で
は
そ
の
習
慣
が
残
り
、
奈
良
時
代
に
な
つ
て
も
築 

造
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
全
く
な 

く
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
古
墳
の
消
滅
に
は
、
仏
教
の
伝 

来
に
よ
る
寺
院
の
建
立
が
関
係
あ
る
。
即
ち
人
々
は
死
後
の
世
界 

に
つ
い
て
、
立
派
な
墓
を
作
つ
て
安
心
す
る
よ
り
、
寺
院
の
建
立 

に
よ
つ
て
安
心
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
方
面
に
力
が
注
が 

れ
る
よ
う
に
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

弥
生
文
化
の
入
つ
て
来
た
東
北
地
方
に
も
、
当
然
こ
の
古
墳 

築
造
の
風
が
伝
わ
り
、
各
地
に
古
墳
の
築
造
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
 

宮
城
県
で
は
長
さ
百
七
十
米
も
の
大
き
な
古
墳
が
築
か
れ
て
い
る
。
 

律
令
政
府
に
抵
抗
す
る
程
の
力
を
も
つ
た
エ
ミ
シ
の
住
ん
で
い
た 

岩
手
県
に
も
古
墳
の
築
造
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

岩
手
県
の
古
墳
は
北
上
川
流
域
地
帯
に
多
く
、
南
の
方
か
ら
花 

泉
町
永
井
古
墳
、
胆
沢
村
南
都
田
角
塚
古
墳
、
金
ヶ
崎
町
西
根
古 

墳
、
江
釣
子
村
猫
谷
地
古
墳
、

五
条
丸
古
墳
、

花
巻
市
熊
野
堂
古 

墳
、
矢
巾
村
蝦
夷
森
古
墳
、
盛
岡
市
太
田
蝦
夷
森
古
墳
、
西
根
村

谷
助
平
古
墳
、
岩
手
町
浮
島
古
墳
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
県
北
で 

は
金
田
一
村
に
古
墳
の
あ
つ
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
今
は 

な
い
。
青
森
県
三
戸
郡
鹿
島
沢
古
墳
が
あ
る
。
そ
の
他
軽
米
町
か
ら 

古
墳
か
ら
出
土
す
る
蕨
手
刀
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
そ

の
他
に 

も
古
墳
が
所
在
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か 

で
な
い
。

こ
れ
ら
の
古
墳
は
角
塚
古
墳
が
径
三
十
米
ほ
ど
で
や
や
大
き
い 

が

、
他
の
古
墳
は
径
十
米
、
高
さ
一
米
内
外
の
小
円
墳
が
主
で
あ 

る
が
、

こ
れ
ら
古
墳
か
ら
は
鉄
製
の
直
刀
、
蕨
手
刀
、
小
刀
、
鏃 

な
ど
の
外
に
、
鉄
の
馬
具
や
斧
先
き
、
鍬
先
き
な
ど
が
出
土
し
て 

い
る
外
、
勾
玉
、
管
玉
、
切
子
玉
、
小
玉
、
練
玉
な
ど
の
装
身
具 

も
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
古
墳
の
築
造
さ
れ
た
時
代 

に
は
鉄
器
が
普
及
し
て
、
鉄
の
刀
剣
が
用
い
ら
れ
、
農
具
な
ど
に 

も
鍬
先
き
な
ど
鉄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
玉
類
の
装
身 

具
を
見
る
と
そ
の
文
化
程
度
も
決
し
て
低
い
も
の
で
な
い
こ
と
が 

知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
程
度
を
示
す
岩
手
県
の
古
墳
は
誰
れ
が
築
い 

た
も
の
で
、
何
時
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
熊
野
堂
古
墳
や
西
根 

古
墳
か
ら
和
銅
開
亦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
和
同
開
珎
が 

作
ら
れ
た
後
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
つ 

て
奈
良
時
代
に
入
つ
て
も
作
ら
れ
て
い
た
も
の
が
あ
る
が
、
平
安 

時
代
に
な
つ
て
も
作
ら
れ
た
か
ど
う
か
恐
ら
く
蝦
夷
が
平
定
さ
れ 

た 

以
後
は
作
ら
れ
な
か
つ
た
と
断
言
出
来
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
平
安
時
代
に
律
令
政
府
か
ら
派
遺
さ
れ
た
武
将

や
そ
の
外
の
人
々
の
間
に
、
既
に
古
墳
を
作
る
よ
う
な
習
慣
は
全 

く
な
く
な
つ
て
い
た
し
、
彼
等
は
仏
寺
の
建
立
な
ど
に
努
力
し
て 

も
古
墳
の
よ
う
な
も
の
は
築
造
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

ま 

た
在
来
の
蝦
夷
勢
力
も
そ
の
有
力
な
も
の
は
、

こ
の
新
し
い
政
府 

の
力
に
屈
服
し
て
し
ま
つ
て
、
古
墳
を
築
造
す
る
よ
う
な
力
を
失 

つ
て
し
ま
つ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
岩
手
県
の
古
墳
は
、

エ
ミ
シ
と 

云
わ
れ
た
人
々
の
築
造
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
そ 

の
中
に
さ
ま
ざ
ま
の
宝
物
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
考
え 

る
と
、
蝦
夷
の
中
で
も
有
力
者
が
、

こ
の
よ
う
な
古
墳
を
築
造
し 

て 

葬
む
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
つ
て
、

こ
の
よ
う
な
古
墳
は
広
い
平
野
部
を
も
つ
て
、
強
大 

な
力
を
確
保
出
来
る
よ
う
な
も
の
の
出
現
す
る
、
地
域
に
出
来
た 

の
が
普
通
で
あ
つ
た
。

こ
の
よ
う
な
エ
ミ
シ
は
そ
の
古
墳
の
内
容 

が
物
語
る
よ
う
に
強
力
な
軍
事
力
を
も
つ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
は 

前
に
述
べ
た
日
本
書
紀
が
伝
え
る
よ
う
な
低
い
文
化
程
度
の
も
の 

で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
農
耕
生
活
に
つ
い
て
は
、
次
の 

土
師
器
の
と
こ
ろ
で
説
明
し
よ
う
。

三 

土
師
器
と
農
耕
生
活

古
墳
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
土
器
が
土
師
器
と
い
わ
れ
る
無 

文
の
素
焼
の
土
器
で
あ
る
。

こ
の
土
師
器
は
、
岩
手
県
の
場
合
、
 

前
期
と
後
期
の
二
種
に
大
別
出
来
る
。
後
期
土
師
器
に
つ
い
て
は 

次
の
平
安
時
代
の
項
で
述
べ
る
が
、
前
期
土
師
器
は
ロ
ク
ロ
を
用



い
な
い
で
、
輪
積
法
で
作
つ
た
土
器
で
、
土
器
の
表
面
に
刷
毛
目 

痕
や
篦
痕
な
ど
が
あ
る
が
、
文
様
は
な
い
土
器
で
あ
る
。
器
形
は 

壺
、
甕
、
餌
(
コ
シ
キ)
、
皿
、
(
鉢)
の
四
種
乃
至
五
種
の
器 

形
の
土
器
が
一
組
と
な
つ
て
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
土
師
器
は
弥
生
式
土
器
以
後
、
農
耕
の
普
及
発
達
と
鉄
器 

の
使
用
と
関
係
し
て
、
広
く
日
本
全
国
に
行
き
亘
つ
た
土
器
で
あ 

る
。
農
耕
と
米
食
の
生
活
に
つ
い
て
、
こ
の
土
器
の
底
部
に
は
籾 

痕
の
あ
る
土
器
が
多
い
こ
と
や
、
コ
シ
キ
と
称
せ
ら
れ
る
土
器
が 

穀
物
を
蒸
す
セ
イ
ロ
の
役
割
を
果
し
た
土
器
で
あ
る
こ
と
に
よ
つ 

て
知
ら
れ
る
。
む
か
し
米
は
今
の
よ
う
に
炊
い
て
食
べ
る
の
で
な 

く
、
蒸
し
て
干
し
た
ホ
シ
イ
イ(
糖)
と
し
て
食
べ
た
の
で
あ
る
。 

土
師
器
は
岩
手
県
の
古
墳
の
作
ら
れ
て
い
た
時
代
に
、
そ
こ
に
古 

墳
の
有
る
無
し
に
拘
わ
ら
ず
、
広
く
行
き
わ
た
つ
て
い
る
土
器
で
、 

と
ミシと云
わ
れ
た
人
々
の
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
前
期
の
土
師
器
の
存
在
は
、
平
安
時
代
以
前
に
鉄
器
の
使 

用
と
農
耕
の
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
種
市
町 

で
も
こ
の
種
の
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。
殊
に
横
手
地
区
の
開 

田
の
際
は
、
多
数
の
土
師
器
が
出
土
し
て
、
そ
こ
に
当
時
の
集
落 

の
あ
と
さ
え
あ
つ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
開
田
当
時
の 

出
土
土
器
を
採
集
し
て
於
い
た
佐
々
木
剛
一
氏
の
談
話
に
よ
つ
て 

推
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
角
ノ
浜
、
大
久
保
、
中
野
の
有
家
の
向
な 

が
れ
や
黒
マ
ツ
カ
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
外
、
城
内
に
も
出
土
し 

て
い
る
。

城
内
の
梅
内
氏
の
畑
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
は
、
壁
土
を
採
取

す
る
た
め
畑
の
一
部
を
け
ず
り
取
つ
た
時
完
全
な
壺
が
一
個
出
土 

し
た
の
で
、
そ
れ
を
城
内
小
学
校
に
持
参
し
た
と
こ
ろ
、
長
岡
善 

一

郎
氏
の
目
に
と
ま
り
、
早
速
今
度
の
調
査
で
現
地
に
行
つ
て
調 

査
し
た
と
こ
ろ
、
破
片
と
な
つ
て
い
た
が
コ
シ
キ
、●
、
皿
が
採 

集
さ
れ
、
土
師
器
の
一
応
の
セ
ッ
ト
が
得
ら
れ
た
の
は
幸
い
で
あ 

つ
た
。
こ
れ
ら
種
市
町
の
土
師
器
の
出
土
は
、
い
ず
れ
も
偶
然
の 

発
見
で
、
し
か
も
そ
の
土
器
を
保
存
し
て
お
い
た
も
の
が
目
に
触 

れ
た
に
留
ま
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
散
い
つ
し
て
し
ま
つ
た 

も
の
も
相
当
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
相
当
広
く
行
き 

亘
つ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
思
う
こ
と
は
、 

偶
然
の
遺
物
の
出
土
発
見
が
あ
つ
た
場
合
、
好
奇
心
に
し
ろ
そ
れ 

を
保
存
し
て
、
心
あ
る
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
、
そ
の
地
の
文 

化
の
解
明
に
大
き
く
役
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
て
、
い
た
ず
ら 

に
捨
て
去
つ
て
し
ま
う
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

種
市
町
に
も
こ
の
種
の
土
師
器
が
多
く
出
土
し
て
い
る
と
い
う 

こ
と
は
、
都
を
離
れ
た
僻
遠
の
地
に
も
、
平
安
時
代
の
蝦
夷
平
定 

以
前
に
、
既
に
鉄
器
を
使
用
し
て
、
農
耕
を
営
ん
で
い
た
人
々
が 

住
ん
で
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
野
蛮
無
智
な
先 

住
民
と
考
え
ら
れ
て
い
た
エ
ミ
シ
の
実
態
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
そ 

の
土
器
の
出
土
す
る
住
居
址
を
見
る
と
、
関
東
や
畿
内
地
方
の
一 

般
農
民
の
住
居
址
と
変
ら
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な 

つ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

四 

平
安
時
代
の
種
市 

付

角

浜

の

千

人

塚

－

大
化
改
新
に
よ
つ
て
新
し
い
国
家
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
日
本 

の
天
皇
制
律
令
国
家
の
東
北
経
営
は
、
そ
の
着
手
以
来
百
五
十
年 

を
経
た
弘
仁
年
間
文
屋
綿
麻
呂
に
よ
つ
て
完
遂
さ
れ
た
。
そ
の
結 

果
岩
手
県
は
エ
ミ
シ
の
支
配
か
ら
、
律
令
国
家
の
支
配
に
入
る
こ 

と
に
な
つ
た
。
こ
こ
に
岩
手
県
の
地
域
が
日
本
国
家
の
範
囲
に
入 

る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
東
北
の
蝦
夷
征
討
は
、
野
蛮
無
智
な
蝦
夷
の
支
配
か
ら
解 

放
し
て
、
正
し
い
良
い
政
治
を
行
う
と
い
う
形
で
歴
史
は
述
べ
て 

い
る
が
、
征
服
と
い
う
こ
と
は
、
征
服
者
に
と
つ
て
は
聖
戦
と
い 

う
形
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
今
も
昔
も
変
ら
な
い
。
東
北
に
住
ん 

で
い
た
人
々
を
無
智
野
蛮
な
異
人
種
で
あ
る
と
し
た
の
は•
征
服 

者
の
立
場
で
書
い
た
歴
史
で
あ
つ
て
、
征
服
さ
れ
た
蝦
夷
の
人
 々

の
声
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
当
時
東
北
殊
に
岩
手
県
に
住
ん
で
い 

た
人
々
が
、
果
し
て
野
蛮
無
智
な
異
人
種
で
あ
つ
た
か
、
既
に
再 

三
に
亘
つ
て
述
べ
て
来
た
。

し
か
し
、
大
和
国
家
が
国
内
を
統
一
し
て
日
本
国
と
い
う
一
つ 

の
ま
と
ま
り
を
も
つ
た
時
期
が
、
お
そ
く
て
も
五
世
紀
初
頭
と
す 

れ
ば
、
九
世
紀
の
初
め
東
北
経
略
が
完
成
す
る
ま
で
、
四
百
年
間 

東
北
地
方
の
煆
夷
は
そ
れ
に
対
立
す
る
勢
力
と
し
て
存
在
し
た
。 

従
つ
て
、
そ
の
征
服
後
相
互
の
融
和
を
計
る
た
め
に
、
人
民
を
相 

互
に
移
住
さ
せ
た
り
、
仏
教
に
よ
る
順
化
を
目
ざ
し
て
寺
院
を
建 

立
し
た
り
、
神
社
を
建
て
た
り
し
た
。
し
か
し
、
岩
手
県
の
場
合

そ
の
重
点
は
北
上
川
流
域
地
方
に
置
か
れ
た
こ
と
は
、
和
賀
、
稗 

貫
、
志
波
郡
が
設
置
さ
れ
て
知
り
、
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
て
い
る 

神
社
も
志
賀
理
和
気
神
社(
紫
波
町
赤
石)
が
北
限
で
あ
る
こ
と
に
よ 

つ
て
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
平
安
前
期
の
仏
像
も
北
上
川
流
域
地
帯 

に
多
い
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
事
実
を
物
語
つ
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
律
令
国
家
の
支
配
が
、
県
北
地
方
に
ど
う
及
ん
だ 

か
に
つ
い
て
、
既
に
述
べ
た
天
台
寺
以
外
に
と
り
立
て
云
う
も
の 

が
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
は
須
恵
器
と
後
期
土
師
器
の
存
在
に
、 

そ
の
文
化
の
進
展
を
見
た
い
と
考
え
て
い
る
。

須
恵
器
と
は
祝
部
式
土
器
、
陶
質
土
器
、
朝
鮮
土
器
と
い
わ
れ 

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
名
称
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
在 

来
の
日
本
の
土
器
と
違
つ
た
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
器 

を
製
作
す
る
の
に
ロ
ク
ロ
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
と
、
焼
き
上
げ 

る
場
合
に
登
り
窯
を
用
い
て
焼
き
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従 

つ
て
、
ロ
ク
ロ
を
使
用
し
た
痕
跡
が
器
面
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、 

焼
き
上
り
は
堅
緻
で
陶
質
化
し
て
い
る
。
こ
の
土
器
は
歴
史
の
上 

で
は
陶
器
と
書
い
て
「す
え
の
う
つ
わ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
後 

の
陶
器(
と
う
き)
と
区
別
す
る
意
味
で
、
須
恵
器
と
呼
ん
で
い 

る
。こ

の
須
恵
器
は
朝
鮮
の
服
属
、
中
国
と
の
交
渉
な
ど
に
よ
つ
て
、 

帰
化
人
の
陶
工
に
よ
つ
て
日
本
で
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の 

で
、
そ
の
時
期
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
で
あ
ろ
う
。
今
か 

ら
千
五
、
六
百
年
前
で
あ
る
。
こ
の
須
恵
器
の
製
作
は
、
従
来
の 

土
師
器
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
土
師
器
の
素
焼
き
の
点
は
変
わ



ら
な
い
が
、
そ
れ
を
製
作
す
る
の
に
ロ
ク
ロ
を
使
用
す
る
こ
と
に 

な
つ
た
の
で
あ
る
。
須
恵
器
の
影
響
を
受
け
た
土
師
器
は
ロ
ク
ロ 

使
用
の
あ
と
が
器
面
に
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
土
師
器
を
後
期
の 

土
師
器
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
ロ
ク
ロ
使
用
の
土
師
器
は
底 

が
糸
切
底(
図版
第
二
の9
図)
の
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
須
恵
器
が 

製
作
さ
れ
た
時
代
に
な
つ
て
も
、
日
用
に
は
こ
の
後
期
の
土
師
器 

が
一
緒
に
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
後
期
の
土
師
器
だ
け
出
土 

す
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
須
恵
器
は
日
本
国
内
に
知
い
て
、
大
和
国
家
の
勢
力
の
伸 

展
と
共
に
普
及
し
、
各
地
で
製
作
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
和
国 

家
の
勢
力
の
及
ば
な
い
蝦
夷
地
で
あ
つ
た
岩
手
県
の
場
合
、
こ
の 

須
恵
器
と
後
期
の
土
師
器
の
製
作
と
普
及
は
、
平
安
時
代
に
な
つ 

て
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
胆
沢
城
址
な
ど
に
は
こ
の
須
恵 

器
と
土
師
器
が
沢
山
発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
奈
良
時
代
に 

須
恵
器
の
よ
う
な
新
し
い
土
器
は
珍
し
い
も
の
で
あ
り
、
岩
手
県 

内
で
製
作
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
に
し
ろ
、
既
に
宮
城
県
で
は
相
当 

普
及
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
既
に
農
耕
や
鉄
器
の
製
作
な 

ど
で
相
互
の
交
渉
が
あ
つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
関
係
に
お
い
て
、 

軍
事
的
な
征
服
、
支
配
と
い
う
形
を
見
な
い
以
前
に
お
い
て
も
、 

移
入
さ
れ
る
機
会
は
多
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ 

も一

般
の
民
衆
の
生
活
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
な
く
、蝦
夷 

地
の
豪
族
に
使
用
さ
れ
る
宝
物
的
な
意
味
を
も
つ
た
も
の
で
あ
ろ 

う
。
そ
の
た
め
か
、
古
墳
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ
る
例
が
多
い
。
一 

般
民
衆
の
生
活
に
入
り
利
用
さ
れ
た
の
は
、
平
安
時
代
に
な
つ
て

か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
期
土
師
器
の
住
居
址
に
須
恵
器 

の
発
見
さ
れ
る
の
は
特
殊
の
例
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
な
い
。
そ
れ 

に
反
し
て
、
平
安
時
代
の
住
居
址
に
は
後
期
土
師
器
と
須
恵
器
が 

一

緒
に
発
見
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
態
で
発
見
さ
れ
る
須
恵
器
や
後
期
の
土
師
器 

が
当
地
方
に
発
見
さ
れ
れ
ば
平
安
時
代
の
開
拓
期
頃
に
入
り
込
ん 

だ
人
々
が
住
ん
で
い
た
場
所
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
う
。
そ 

の
須
恵
器
が
角
浜
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。(
図
版
第
二
の
11
図)
そ 

の
器
形
は
胆
沢
城
で
発
見
さ
れ
て
い
る
須
恵
器
と
同
じ
で
あ
る
。 

こ
の
形
の
須
恵
器
は
野
田
中
学
校
付
近
か
ら
も
数
個
発
見
さ
れ
て 

お
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
蝦
夷
征
討
後
に
入
り
込
ん
だ
人
々
の
文
化 

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

野
田
中
学
校
付
近
の
竪
穴
住
居
址
の
場
合
、
そ
こ
に
は
前
期
の 

土
師
器
の
住
居
址
群
も
あ
り
、
そ
の
土
器
も
出
土
し
て
い
る
の
で
、 

蝦
夷
時
代
の
住
居
を
営
ん
だ
人
が
新
し
い
文
化
を
受
け
入
れ
て
住 

ん
だ
の
か
、
蝦
夷
を
放
遂
し
て
後
に
律
令
国
家
の
開
拓
民
が
入
つ 

て
来
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
安
時
代
の
文
化
の
浸
透
し
て 

来
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
角
浜
の
場
合
も
、
付
近
に
蝦 

夷
地
時
代
の
前
期
土
師
器
が
出
土
す
る
場
所
が
あ
る
の
で
、
野
田 

の
場
合
と
同
様
な
こ
と
を
云
う
こ
と
が
出
来
、
同
じ
農
耕
民
と
し 

て
、
当
時
は
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ
を
住
居
の
適
地
と
し
て
住
ん
で 

い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

角
浜
の
千
人
塚

坂
上
田
村
麻
呂
が
蝦
夷
征
討
の
時
殺
し
た
蝦
夷
の
首
を
葬
っ
た

塚
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
坂
上
田
村
麻 

呂
の
蝦
夷
征
討
は
北
上
川
流
域
だ
け
で
、
県
北
に
及
ば
な
か
つ
た 

か
ら
、
若
し
蝦
夷
征
討
の
首
塚
と
す
れ
ば
文
屋
綿
麻
呂
で
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
九
戸
郡
誌
に
引
用
さ
れ
て
い
る
種
市
村
誌 

は「最
終
の
蝦
夷
征
討
た
る
弘
仁
二
年
夏
秋
の
候
、
鎮
守
府
副
将 

軍
、
百
済
の
王
教
雲(
筆
者
注 
頁
済
王
教
雲
は
延
暦
年
間
坂
上
田
村
麻
呂 

大
将
軍
の
時
副
将
軍
で
あ
り
、
弘
仁
二
年
文
屋
綿
麻
呂
の
時
は
そ
う
で
な
い
。) 

に
撃
破
せ
ら
れ
て
此
地
に
埋
め
ら
れ
た
る
に
似
た
り
」
と
あ
り
、 

年
代
は
良
い
と
し
て
も
、
人
物
に
疑
問
が
あ
る
。

考
え
て
見
る
に
、
平
安
時
代
の
蝦
夷
征
討
の
時
代
に
、
こ
の
種 

市
地
区
の
各
地
に
蝦
夷
の
集
落
の
よ
う
な
も
の
が
あ
つ
た
こ
と
は
、 

前
期
土
師
器
の
出
土
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
が
、
律
令
政
府
の
軍
事 

力
に
対
抗
す
る
程
の
統
制
と
軍
事
力
を
も
つ
て
い
た
か
は
疑
問
で 

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
古
墳
の
よ
う
な
豪
族
の
墳
墓
が
存
在
し
て
い
な 

い
。
そ
う
す
る
と
千
人
塚
が
築
か
れ
る
よ
う
な
条
件
は
余
り
考
え 

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
塚
の
よ
う
な
も
の
が
何
で
あ
る
に
し 

ろ
、
こ
れ
を
千
人
塚
と
呼
ぶ
土
地
の
人
々
の
意
識
に
、
自
分
た
ち 

が
新
し
く
来
た
日
本
人
だ
と
す
る
自
尊
心
と
古
い
野
蛮
な
蝦
夷
的 

な
要
素
を
一
掃
し
て
埋
没
さ
せ
て
し
ま
い
た
い
意
識
が
は
た
ら
い 

て 
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
蝦
夷
が
日
本
人
と
は
異
質
な
野
蛮 

人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
段
階
で
、
日
本
国
内
に
住
む
日
本
人
が
同 

質
な
同
胞
と
し
て
の

一

体
観
を
も
つ
た
め
に
、
古
い
異
質
な
存
在 

が
亡
ぼ
さ
れ
て

一

掃
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
の
は
当
然
で 

あ
り
、
そ
れ
だ
け
の
意
味
を
も
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
律
令
政
府

が
東
北
の
蝦
夷
征
討
に
お
い
て
、
蝦
夷
地
の
反
抗
す
る
軍
事
力
を 

討
ち
滅
ぼ
し
た
が
、
そ
の
住
民
を

一

掃
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い 

し
、
事
実
そ
れ
を
順
化
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
律
令
政
府
の
支 

配
は
新
し
い
要
素
を
注
入
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
在
来
の
も
の 

が
そ
の
根
底
に
存
在
し
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
蝦
夷
的
な
要 

素
は
強
く
東
北
地
方
の
人
々
に
強
く
う
け
つ
が
れ
て
来
て
い
る
と 

考
え
る
。
し
た
が
つ
て
、
東
北
人
に
は
蝦
夷
の
血
が
こ
い
と
云
え 

る
。
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
ょ
う
に
そ
の
蝦
夷
は
日
本
人
と
ど
う 

差
異
が
あ
る
か
は
別
問
題
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
文
化
も
決
し
て
未 

開
劣
等
人
と
一
概
に
蔑
視
さ
れ
る
内
容
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、
再 

三
に
亘
つ
て
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
、
千
人
塚
と
い
わ
れ
る
十
六
平
方
米 

位
の
高
さ
一
米
た
ら
ず
の
土
盛
り
が
、
何
で
あ
る
か
、
純
粋
に
学 

問
的
に
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

五 

安

倍

・
藤
原
時
代
の
種
市

平
安
時
代
の
中
頃
、
律
令
政
治
が
次
第
に
弛
る
み
、
政
治
が
藤 

原
氏
の
貴
族
に
左
右
さ
れ
る
頃
に
な
る
と
、
中
央
政
府
の
辺
境
地 

方
の
経
営
の
手
も
弛
る
ん
で
き
た
。
こ
の
時
に
乗
じ
て
、
強
大
な 

地
方
権
力
を
築
き
上
げ
て
、
朝
廷
に
反
抗
し
た
の
が
安
倍
氏
で
あ 

る
。
安
倍
氏
は
厨
川
柵
を
本
拠
と
し
て
奥
六
郡
を
支
配
し
て
強
勢 

を
誇
つ
た
。
六
郡
は
胆
沢
、
和
賀
、
江
刺
、
稗
貫
、
志
波
、
岩
手 

で
あ
る
か
ら
、
衣
関
を
関
門
と
し
て
、
そ
の
北
の
北
上
川
流
域
地 

帯
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
厨
川
柵
に
次
ぐ
根
拠
地
鳥
海
柵(
宗
任
の
居



城)
は
金
ケ
崎
町
の
鳥
海
柵
擬
定
地
で
、
二
戸
郡
の
鳥
海
村
で
は 

な
い
と
考
え
る
。
そ
の
頃
、
県
北
一
円
が
ど
う
な
つ
て
い
た
か
は
、 

こ
れ
を
知
る
資
料
が
全
く
な
い
。
平
安
時
代
の
は
じ
め
に
住
み
付 

い
た
人
々
が
細
々
な
が
ら
生
活
し
て
い
て
、
中
央
政
府
も
安
倍
氏 

も
特
に
こ
れ
を
顧
み
る
こ
と
は
少
な
か
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
藤
原
と
衡とそ
の
子
孫
三
代
に
亘
る
支
配
が
続
い
た
。 

藤
原
氏
は
そ
の
本
拠
を
江
刺
に
置
い
た
こ
と
は
県
南
方
面
の
経
営 

に
力
が
注
が
れ
、
県
北
は
益
々
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ 

の
支
配
は
県
北
に
も
及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
藤
原
氏
は

北
海
道
の
ア
イ
ヌ
と
も
交
渉
を
も
つ
た
こ
と
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。 

そ
れ
は
年
貢
と
し
て
馬
や
金
、
米
な
ど
の
徴
収
は
あ
つ
た
ろ
う
が
、 

こ
の
地
方
に
文
化
的
施
策
を
行
う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
。
特 

に
京
都
の
藤
原
氏
の
文
化
を
模
倣
し
た
奥
州
の
藤
原
氏
は
、
北
上 

川
流
域
か
ら
更
に
そ
の
北
方
の
資
源
を

一

手
に
掌
握
し
、
平
泉
に 

そ
の
文
化
の
粋
を
集
中
し
て
、
驚
く
べ
き
優
れ
た
文
化
財
を
築
き 

上
げ
た
が
、
一面
地
方
は
そ
の
た
め
に
犠
牲
と
さ
れ
た
こ
と
が
、 

安
倍
、
藤
原
両
時
代
を
通
じ
て
、
見
る
べ
き
痕
跡
を
地
方
に
残
さ 

な
い
と
云
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第

四

章 

中

世

の

種

市

一
 

鎌
倉
時
代
の
種
市

平
泉
の
文
化
の
華
や
か
さ
に
比
べ
て
、
中
世
の
武
家
文
化
は
余 

り
精
彩
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
地
方
の
開
発
や
地
方
の 

庶
民
文
化
を
主
と
し
て
考
え
る
と
き
、
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。 

平
泉
の
文
化
の
華
や
か
さ
は
藤
原
氏
一
門
に
限
ら
れ
た
文
化
で
あ 

つ
て
、
民
衆
の
生
活
や
文
化
と
何
等
の
関
係
も
な
く
、
却
つ
て
そ 

の
華
や
か
な
文
化
を
支
え
る
土
台
で
あ
り
、
犠
牲
者
で
あ
つ
た
。 

そ
の
表
面
の

一部
の
文
化
が
華
や
か
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
多
数
の 

も
の
が
犠
牲
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
武
士
の
文
化
は
地
方
を
自
分
の
支
え
と
し
て
、 

そ
の
地
力
の
育
成
に
努
め
た
。
平
安
時
代
の
貴
族
は
、
地
方
民
の

苦
し
み
を
知
ら
ず
に
、
自
己
の
快
楽
に
ふ
け
つ
て
い
た
。
平
泉
の 

藤
原
氏
も
本
来
は
地
方
の
民
衆
を
支
え
と
し
て
勢
力
を
確
立
し
た 

に
も
拘
わ
ら
ず
、
民
衆
の
生
活
を
忘
れ
て
、
都
の
貴
族
の
生
活
を 

模
倣
し
、
逸
楽
に
ふ
け
つ
て
亡
ん
だ
。
頼
朝
が
政
権
を
掌
握
し
た 

に
も
拘
わ
ら
ず
鎌
倉
に
本
拠
を
重
い
た
の
は
、
武
士
に
武
士
本
来 

の
地
方
民
衆
の
生
活
を
忘
れ
ず
、
質
実
剛
健
の
気
風
を
保
持
せ
ん 

た
め
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
、
鎌
倉
時
代
の
文
化
に
は
貴 

族
的
な
華
や
か
さ
は
な
い
が
、
民
衆
の
力
が
強
く
伸
張
し
て
来
る 

こ
と
に
な
っ
た
。
民
衆
の
力
に
支
え
ら
れ
た
文
化
は
、
如
何
な
る 

強
権
の
圧
迫
に
対
し
て
も
、
敢
然
と
争
い
、
そ
の
勢
力
を
伸
張
さ 

せ
て
来
て
い
る
こ
と
は
、
新
し
い
宗
派
で
あ
る
浄
土
宗
、
真
宗
、 

日
蓮
宗
な
ど
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
経
済
的
な
面
に
於
い
て
も
、

平
安
時
代
以
上
に
民
衆
の
経
済
力
の
伸
張
が
認
め
ら
れ
る
し

央
州
の
広
大
な
土
地
と
そ
の
民
衆
の
力
が
、
そ
の
存
在
の
価
値 

と
重
要
な
意
義
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
力
を
発
揮
し
た
の
は
中
世
で 

あ
る
。
こ
の
時
代
は
都
と
地
方
と
の
差
別
が
な
く
そ
の
地
方
地 

方
の
も
つ
力
が
そ
れ
だ
け
で
重
要
な
意
義
を
も
ち
、
他
と
対
当の

役
割
を
果
し
た
中
央
集
権
の
時
代
は
都
が
中
心
で
、
地
方
は
辺 

境
と
し
て
軽
視
さ
れ
る
が
地
方
の
力
を
尊
重
す
る
時
代
に
お
い 

て
は
、
僻
地
は
存
在
し
な
い
原
始
時
代
に
奥
州
が
重
要
な
役
割 

を
果
し
た
よ
う
に
中
世
も
奥
州
は
重
要
な
役
割
を
も
ち
、
そ
の 

独
自
の
存
在
意
義
を
果
し
た
。
上
代
に
お
い
て
奥
州
の
産
金
が
重 

視
さ
れ
た
が
そ
れ
は
中
央
に
隸
属
す
る
形
で
利
用
さ
れ
た
だ
け 

で
あ
つ
て
そ
の
こ
と
が
奥
州
の
文
化
の
向
上
と
は
関
係
が
な
か 

つ
た奥

州
が
鎌
倉
の
武
家
時
代
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
た
の
は
、
馬 

で
あ
る
。
武
士
は
そ
の
生
活
に
扣
い
て
馬
を
必
要
と
お
た
。
奥
州 

は
古
来
か
ら
馬
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
鎌
倉
武
士
も
そ 

の
優
れ
た
軍
馬
を
奥
州
に
求
め
た
。
宇
治
川
の
先
陣
争
い
を
し
た 

池
月
は
七
戸
立
、
磨
墨
は
三
戸
立
の
馬
と
云
わ
れ
、
義
経
の
鴨
越 

の
乗
馬
「青
海
波
」
は
三
戸
立
、
熊
谷
直
実
の 
「権
太
栗
毛
」
は 

一
戸
立
と
云
わ
れ
る
。
従
つ
て
、
奥
州
の
藤
原
氏
滅
亡
後
、
幕
府 

は
奥
州
の
経
営
に
重
大
な
関
心
を
も
つ
た
。

文
治
五
年
平
泉
の
藤
原
氏
の
滅
亡
に
よ
つ
て
、
奥
州
が
鎌
倉
幕 

府
の
支
配
下
に
入
る
と
、
他
の
諸
国
の
よ
う
に
守
護
を
置
か
ず
、 

奥
州
惣
奉
行
を
置
い
て
、
武
士
の
取
締
り
に
当
た
ら
せ
、
葛
西
清

重
を
そ
の
職
に
任
じ
た
。
ま
た
行
政
訴
訟
な
ど
の
事
に
つ
い
て
は 

陸
奥
国
留
守
職
を
置
き
、
伊
沢
家
景
を
任
じ
た
。
そ
し
て
藤
原
氏 

の
支
配
地
を
夫
々
有
功
の
武
士
に
恩
給
し
た
の
で
、
多
く
の
鎌
倉 

武
士
の
所
領
が
成
立
し
、
関
東
の
武
士
が
下
向
し
て
、
そ
の
地
の 

経
営
に
当
つ
た
。
そ
の
結
果
奥
州
北
部
の
地
方
に
も
多
く
の
鎌
倉 

武
士
が
下
向
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
し
て
糠
部
郡(
ぬかのぶぐん) 

が
成
立
す
る
こ
と
に
念
つ
た
。

糠
部
郡
は
岩
手
郡
、
閉
伊
郡
以
北
の
地
方
を
総
括
し
て
呼
ぶ
名 

称
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
が
糠
部
郡
と
し
て
郡
名
が
つ
け
ら
れ
た 

の
は
鎌
倉
時
代
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
糠
部
五
郡
と
云
う
こ
と 

が
「南
部
根
元
記
」
な
ど
に
書
い
て
あ
る
が
、
糠
部
郡
は
一
郡
と 

し
て
の
名
称
で
、
こ
れ
が
文
祿
慶
長
の
頃
に
二
戸
郡
、
三
戸
郡
、 

九
戸
郡
、
北
郡
な
ど
に
分
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
分
れ
た
名
称 

の
郡
名
は
な
か
つ
た
。

(

糠
部
鄕
を
岩
手
郡
、
閉
伊
郡
、
鹿
角
、
津
軽
な
ど
を
含
め
て
考
え
て
い
る
説
も 

あ
る
が
何
等
根
拠
が
な
い
。
そ
も
そ
も
五
郡
と
い
う
言
葉
が
意
味
が
な
い
の
で
あ 

る)こ
の
よ
う
な
広
大
な
面
積
の
糠
部
郡
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て 

馬
産
地
と
し
て
重
要
な
土
地
で
あ
つ
た
の
で
、
鎌
倉
武
士
に
と
つ 

て
関
心
の
強
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
南
部
氏
の
外
、
工
藤
、
結
城
、 

北
条
、
二
階
堂
、横
溝
、
会
田
、
畠
山
な
ど
の
鎌
倉
武
士
の
所
領 

が
成
立
し
た
。
こ
の
外
在
来
の
土
豪
安
藤
氏
の
所
領
も
あ
つ
た
。 

「南
部
根
元
記
」
に
よ
れ
ば
、
糠
部
郡
を
南
部
光
行
が
拝
領
し
、 

そ
の
一
門
に
一
戸
、
三
戸
、
四
戸
、
七
戸
、
九
戸
、
東
、
北
氏
な



ど
が
分
れ
て
、
各
地
を
支
配
し
た
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
南
部 

氏
が
糠
部
郡
全
部
を
拝
領
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
そ 

の
よ
う
な
こ
と
は
無
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
多
く
の
鎌
倉
武 

士
の
所
領
に
分
割
さ
れ
た
の
が
事
実
で
、
前
述
の
各
氏
は
そ
の
一 

部
で
あ
つ
て
、
未
だ
歴
史
に
残
ら
な
い
人
の
名
前
も
あ
つ
た
と
考 

え
ら
れ
る
。

こ
の
広
大
な
糠
部
郡
は
東
西
南
北
の
四
地
区
に
分
け
、
そ
の
各 

地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
牧
場
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
の
部
か
ら
九
の
部
に 

分
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
四
門
九
戸
の
制
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
部
に 

七
つ
の
村
が
所
在
し
、
六
十
三
ヵ
村
が
あ
つ
た
。
東
門
に
は
八
戸
、 

九
戸
が
属
し
て
い
た
か
ら
、
種
市
は
東
門
の
九
戸
に
属
す
る
土
地 

で
あ
つ
た
。

正
安
三
年(
西
暦
一
三
〇
三
年)
の
安
藤
三
郎
き
ぬ
女
家
族
申 

状
に
「ひ
か
し
の
か
と
た
ね
一
の
も
く
し
き
と
う
四
郎(
筆
者
汪 

東
の
門
種
市
の
目
司
鬼
藤
四
郎)
」
と
あ
る
の
は
、
種
市
が
東
門 

に
属
す
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
な
お
種
市
の
目
司
と
あ
る
役 

名
は
公
の
役
の
感
じ
が
強
い
。
そ
う
す
る
と
種
市
は
九
戸
の
中
で 

も
、
公
田
が
多
く
国
司
の
支
配
地
に
な
つ
て
い
た
の
で
、
目
司
が 

置
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
奥
州
北
部
地
方
は
未
開
拓
の 

地
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
南
部
家
文
書
の
「氏
名
不
詳
入
道 

跡
地
注
文
」
を
見
る
と
、
公
田
が
半
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に 

よ
り
考
え
る
と
、
こ
の
地
方
に
平
安
時
代
以
来
国
衙
領
が
あ
り
、 

藤
原
氏
時
代
に
も
そ
れ
は
朝
廷
の
支
配
地
と
し
て
、
国
衙
の
留
守 

所
の
支
配
に
な
つ
て
い
た
。
頼
朝
は
奥
州
を
制
圧
し
た
と
き
、
藤

原
氏
の
所
領
は
之
を
没
収
し
て
有
功
の
将
士
に
恩
給
し
た
が
、
留 

守
所
の
支
配
地
は
そ
の
ま
ま
先
例
に
よ
つ
て
、
そ
の
支
配
に
ま
か 

せ
た
の
で
あ
る
。
種
市
は
そ
の
よ
う
な
公
田
の
一
つ
で
あ
つ
た
と 

も
考
え
ら
れ
る
。
鬼
頭
氏
は
そ
の
役
人
の
一
人
で
あ
つ
た
と
考
え 

ら
れ
る
。

二 

南
北
朝
時
代

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
よ
つ
て
、
建
武
中
興
の
政
治
が
行
な
わ
れ 

る
と
、
奥
州
は
関
東
武
士
の
勢
力
の
根
拠
地
と
し
て
重
要
視
さ
れ 

た
。
保
暦
間
記
に
「東
国
ノ
武
士
、
多
ク
出
羽
、
陸
奥
ヲ
鎮
メ
、 

其
ノ
カ
モ
ア
リ
」
と
か
「彼
ノ
両
国
ハ
日
本
半
国
ナ
ン
ド
申
国
ナ 

レ
バ
」
と
か
あ
る
。
従
つ
て
、
後
醍
醐
天
皇
は
、
関
東
に
成
良
親 

皇
を
派
遣
さ
れ
る
と
同
時
に
、
義
良
親
王(
後
の
後
村
上
天
皇)
に 
北 

畠
顕
家
を
陸
奥
守
に
任
じ
て
派
遣
せ
ら
れ
た
。
親
王
の
奥
州
下
向 

は
史
上
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

顕
家
は
宮
城
県
多
賀
城
の
国
府
に
入
つ
て
、
諸
政
を
行
う
た
め 

に
、
奥
羽
評
定
衆
、
引
付
衆
、
諸
奉
行
を
置
い
て
、
国
府
の
役
人 

や
武
士
を
そ
の
職
に
任
じ
た
。
そ
の
結
果
、
「東
国
ノ
武
士
多
ハ 

奥
州
へ
下
ル
間
、
古
ノ
関
東
ノ
面
影
モ
無
リ
ケ
リ
」
と
い
わ
れ
る 

程
の
情
勢
と
な
つ
た
。
顕
家
は
奥
州
北
部
の
糠
部
地
方
は
国
府
か 

ら
遠
隔
で
あ
つ
た
の
で
、
南
部
師
行
を
国
代(
国
司
の
代
理
者)
と
し 

て
、
諸
政
を
執
行
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
師
行
の
国
代
任
命
は
、 

南
部
氏
が
糠
部
地
方
を
そ
の
後
制
圧
す
る
契
機
に
な
つ
た
と
思
う
。 

そ
れ
ま
で
南
部
氏
は
甲
斐
国
南
部
庄
を
根
拠
地
と
す
る
鎌
倉
武
士

で
、
平
泉
藤
原
氏
滅
亡
後
他
の
鎌
倉
武
士
と
共
に
糠
部
郡
内
の

一  

部
の
所
領
を
恩
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
本
拠
は
依
然
甲
斐
国
に
あ
つ 

て
、
一
族
の
者
を
糠
部
に
派
遣
し
て
、
そ
の
所
領
の
経
営
に
当
た 

ら
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
顕
家
に
依
頼
さ
れ
て
糠
部
地
方 

の
国
代
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
戦
乱
は
南
部
氏
を
こ
の
地
に
定
着
さ 

せ
る
こ
と
に
な
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

建
武
中
興
の
政
治
は
、
足
利
尊
氏
の
武
家
政
治
再
興
の
謀
叛
に 

よ
つ
て
く
ず
れ
た
。
奥
羽
に
あ
つ
た
顕
家
は
尊
氏
の
謀
叛
を
聞
く 

や
、
義
良
親
王
を
奉
じ
て
西
上
し
、
尊
氏
を
撃
破
し
て
こ
れ
を
九 

州
に
出
奔
さ
せ
た
。
奥
州
軍
が
そ
の
実
力
を
発
揮
し
た
戦
で
あ
つ 

た
。
顕
家
は
再
び
親
王
を
奉
じ
て
、
多
賀
城
に
も
ど
り
、
奥
州
地 

方
の
経
営
に
努
力
し
た
。

九
州
に
奔
つ
た
尊
氏
は
、
着
々
勢
力
を
回
復
し
て
再
び
、
京
都 

進
入
の
機
を
ね
ら
う
一
方
、
奥
州
の
武
士
を
自
分
に
手
な
づ
け
る 

運
動
を
行
つ
た
。
尊
氏
は
機
熟
し
て
九
州
よ
り
東
上
を
企
て
、
湊 

川
で
楠
正
成
を
敗
死
さ
せ
、
新
田
義
貞
を
北
陸
に
走
ら
せ
て
、
京 

都
を
占
領
し
た
。
こ
の
頃
奥
州
も
尊
氏
に
味
方
す
る
も
の
漸
く
多 

く
、
顕
家
は
多
賀
の
国
府
を
維
持
出
来
ず
、
福
島
県
の
霊
山
に
拠 

つ
て
い
た
。
後
醍
醐
天
皇
は
京
都
の
危
急
を
打
開
す
る
た
め
に
奥 

州
か
ら
再
び
顕
家
を
招
い
て
、
尊
氏
と
一
戦
せ
し
め
た
が
、
顕
家 

は
石
津
の
戦
に
敗
北
し
、
南
部
師
行
も
こ
の
戦
で
討
死
し
た
。

後
醍
醐
天
皇
は
、
そ
の
後
も
奥
州
の
経
営
に
期
待
す
る
と
こ
ろ 

が
あ
り
、
再
び
義
良
親
王
に
顕
家
の
父
親
房
を
つ
け
て
下
し
た
が
、 

途
中
嵐
に
遭
い
親
王
の
下
向
は
実
現
し
な
か
つ
た
が
、
親
房
は
関

東
に
つ
き
、
小
田
、
関
、
大
宝
な
ど
の
諸
城
に
よ
り
、
奥
州
に
は 

顕
家
の
弟
顕
信
を
遣
わ
し
て
、
そ
の
勢
力
の
回
復
に
当
ら
せ
た
。 

北
奥
糠
部
地
方
で
は
南
部
氏
の
一
族
が
師
行
の
志
を
う
け
つ
い
で
、 

五
代
に
亘
つ
て 一

貫
し
て
南
朝
の
味
方
と
し
て
足
利
方
と
争
つ
て 

一

歩
も
譲
る
と
こ
ろ
が
な
か
つ
た
。
そ
の
こ
と
が
南
北
両
朝
の
和 

会
、
室
町
幕
府
の
無
力
化
と
共
に
、
こ
の
地
方
が
南
部
氏
の
支
配 

地
と
し
て
成
立
し
て
行
く
結
果
と
な
つ
た
。

こ
の
頃
の
種
市
の
情
況
を
物
語
る
資
料
は
何
も
残
つ
て
い
な
い
。 

た
だ
こ
の
頃
久
慈
郡
と
云
う
名
称
が
南
部
家
文
書
に
出
て
来
る
。 

久
慈
が
郡
名
で
呼
ば
れ
た
の
は
こ
の
文
書
だ
け
で
、
如
何
な
る
事 

情
で
久
慈
郡
が
成
立
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
糠
部
郡
東
門
の 

中
で
、
久
慈
地
方
が
独
立
し
て
考
え
ら
れ
る
程
の
事
情
が
発
生
し 

た
。
そ
の
中
に
結
城
氏
の
所
領
が
あ
つ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、 

糠
部
地
方

一

円
を
南
部
師
行
の
管
轄
下
と
し
た
こ
と
か
ら
、
久
慈 

を
結
城
氏
の
所
領
と
し
て
独
立
し
て
取
扱
つ
た
一
時
的
な
処
置
か 

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
一
面
久
慈
が 
一
郡
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
だ 

け
の
所
領
と
し
て
内
容
を
も
つ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の 

久
慈
郡
は
恐
ら
く
野
田
、
久
慈
地
方
を
含
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。 

文
化
の
上
か
ら
見
る
と
、
久
慈
の
長
楽
寺
の
薬
師
立
像
は
当
時
の 

作
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
久
慈
地
方
に
相
当
の
有
力
者 

の
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三

室

町

時

代

の

種

市

南
北
両
朝
の
合
一
に
よ
つ
て
五
十
数
年
に
亘
る
戦
乱
も
お
さ
ま



り
、
一方
足
利
氏
は
豪
族
山
名
氏
を
お
さ
え
、
室
町
に
新
邸
を
築 

い
て
幕
政
を
行
な
う
な
ど
、
幕
府
の
権
威
は
高
ま
り
、
そ
の
勢
力 

も
伸
張
し
た
か
に
見
え
た
が
、
関
東
地
方
は
足
利
氏
の
一
族
の
関 

東
管
領
の
支
配
下
に
あ
つ
て
、
幕
府
の
威
令
は
行
な
わ
れ
ず
、
独 

立
し
て
幕
府
に
対
抗
す
る
形
勢
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
関
東
管
領 

の
勢
力
も
北
臾
の
糠
部
地
方
に
は
充
分
及
ば
ず
、
各
豪
族
の
ば
つ 

こ
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
間
に
乗
じ
て
、
南
部
氏
が
急
激 

に
こ
の
地
方
に
勢
力
を
伸
し
て
行
つ
た
。

南
部
氏
が
こ
の
地
方
の
諸
豪
族
を
そ
の
支
配
下
に
入
れ
て
、
そ 

の
勢
力
を
発
展
さ
せ
て
行
く
と
、
諸
豪
族
を
結
婚
政
策
な
ど
に
よ 

つ
て
一
門一

族
と
し
て
同
族
的
な
体
制
に
組
み
入
れ
て
行
き
、
そ 

の
支
配
体
制
を
固
め
て
行
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
後
に
、 

南
部
一
族
と
し
て
、
主
家
か
ら
分
流
し
て
行
つ
た
よ
ぅ
に
考
え
ら 

れ
た
が
、
恐
ら
く
血
縁
関
係
に
よ
つ
て
同
族
意
識
を
深
め
、
そ
の 

支
配
体
制
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
勢
力
は
秋
田
県
の 

鹿
角
郡
や
津
軽
地
方
に
も
伸
張
し
て
行
つ
た
。
そ
の
結
果
、
後
に 

独
立
し
て
藤
原
氏
の
後
裔
と
称
し
た
津
輊
侯
大
浦
氏
も
、一
時
は 

南
部
氏
を
称
し
た
時
期
も
あ
つ
た
。

こ
の
南
部
氏
が
糠
部
郡
を
制
圧
し
て
行
つ
た
際
、
そ
の
中
心
と 

な
つ
た
南
部
氏
が
三
戸
に
本
拠
を
置
い
た
南
部
氏
か
、
八
戸
に
本 

拠
を
置
い
た
南
部
氏
か
に
つ
い
て
そ
れ
を
明
確
に
し
得
る
史
料
が 

な
い
。
「南
部
根
元
記
」
や
「八
戸
家
伝
記
」
に
よ
つ
て
推
察
す 

る
と
、
南
北
朝
時
代
に
糠
部
地
方
に
所
領
を
も
つ
て
い
た
南
部
氏 

が
、
既
に
二
派
に
分
れ
て
争
つ
て
い
た
。
そ
れ
は
師
行
の
系
統
の

南
朝
に
味
方
し
た
南
部
氏
と
、
三
戸
に
居
た
足
利
氏
に
味
方
し
た 

南
部
氏
で
あ
る
。
南
北
朝
の
合
一
は
足
利
方
の
勝
利
と
い
う
形
で 

終
了
し
た
こ
と
は
、
三
戸
南
部
氏
の
立
場
を
有
利
に
し
た
上
に
、
 

当
時
守
行
が
出
て
、
大
い
に
そ
の
勢
力
を
伸
張
し
た
こ
と
が
、
宗 

家
の
と
し
て
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
と 

も
考
え
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
公
領
と
考
え
ら
れ
る
種
市
も
、
南
北
朝
か
ら
室
町
戦 

国
時
代
と
相
続
く
戦
乱
は
、
武
士
の
自
由
な
略
奪
に
ま
か
せ
ら
れ
、
 

形
式
的
な
公
領
は
武
士
の
占
有
地
と
な
つ
て
行
つ
た
。
そ
の
領
主 

は
は
じ
め
は
鬼
藤
氏
で
あ
つ
た
が
、
何
時
の
頃
か
種
市
氏
に
代
つ 

て
い
つ
た
。
目
代
の
鬼
藤
氏
が
土
地
に
土
着
し
た
結
果
種
市
氏
を 

称
し
た
の
か
、
新
た
に
種
市
氏
が
起
つ
て
鬼
藤
氏
に
代
つ
た
も
の 

で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

種
市
氏
は
戦
国
時
代
自
己
防
禦
の
た
め
に
城
を
つ
く
つ
た
。
そ 

れ
が
種
市
城(

城
内
に
ぁ
り
図
版
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図)

で
あ
る
。
当
時
の
城
は
、
 

他
の
地
方
で
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
山
城
で
あ
つ
て
、
山
を
利 

用
し
て
周
囲
に
空
濠
を
周
ぐ
ら
し
て
あ
つ
た
。
こ
れ
は
平
時
居
を 

構
え
て
い
た
の
で
な
く
、
外
敵
が
侵
入
し
て
来
た
時
に
た
て
籠
つ 

て
防
衞
す
る
逃
げ
城
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
不
便
な
と
こ
ろ
に
あ
つ 

て
外
敵
を
防
ぐ
に
ょ
い
条
件
の
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。
平
時
は
平
地 

に
居
を
構
え
て
農
業
を
営
ん
で
い
る
の
が
そ
の
生
活
で
あ
つ
た
。

こ
の
種
市
氏
も
南
部
氏
の
勢
力
の
伸
張
に
際
し
て
は
、
そ
の
軍 

門
に
下
り
、

そ
の
地
位
を
保
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
 

種
市
氏
も
南
部
一
門
と
し
て
名
を
連
ら
ね
る
こ
と
に
な
つ
た
。
即

ち
種
市
氏
は
北
氏
か
ら
の
分
れ
で
、
北
氏
は
南
部
信
義
の
子
孫
と 

さ
れ
て
い
る
。
し

か

し

「
参
考
諸
家
系
譜
」
の
種
市
氏
の
条
を
見 

る
と
、
北
信
愛(
松
斎 

信
直
を
立
て
、
九
戸
政
実
と
争
つ
て
、
盛
岡
南
部
氏 

を
も
り
立
て
た
立
役
者
で
あ
り
、花
巻
城
を
与
え
ら
れ
て
伊
達
氏
の
勢
力
侵
入
を
防 

い
だ
功
臣)

の
言
葉
と
し
て
「
汝
ノ
子
孫
繁
栄
ナ
ラ
バ
北
ヲ
以
テ
氏 

ト
シ
、
割
菱
ヲ
以
テ
紋
ト
ナ
ス
ベ
シ
、
若
子
孫
衰
へ
バ
、
種
市
ヲ 

氏
ト
シ
、

木
瓜
二
引
竜
ヲ
紋
ト
ナ
ス
ベ
シ
、
種
市
ハ
我
家
ノ
本
名 

ニ
シ
テ
本
工
藤
氏
藤
原
姓
也
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
云
い
伝
え 

は

、
南
部
氏
の
一
族
と
し
て
、
重
要
な
働
き
を
し
た
北
氏
で
さ
え
、
 

異
姓
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
て
、
種
市
氏
は
そ
の
分
れ 

と
い
う
よ
り
、
種
市
氏
が
も
と
で
、
そ
の
分
れ
に
南
部
の
重
臣
北 

氏
が
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

種
市
城
は
南
部
領
内
の
糠
部
郡
内
の
二
十
二
城(

三
戸
城
、

八 

戸
城
、
久
慈
城
、
野
田
城
な
ど)

の

一

つ
に
数
え
ら
れ
た
山
城
で 

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
糠
部
郡
内
に
お
い
て
相
当
重
要
な
城
で 

あ
つ
た
。
従
つ
て
、
南
部
信
直
が
秀
吉
か
ら
南
部
領
十
郡
を
拝
領 

す
る
と
、
領
内
統
一
の
実
を
挙
げ
、
戦
国
乱
世
の
豪
族
の
割
拠
の 

風
を
除
去
す
る
た
め
に
、
そ
の
城
の
破
却
を
命
じ
、
三
戸
城
下
に 

参
集
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
よ
り
前
、
九
戸
政
実
の
叛
乱
に 

際
し
て
は
、
信
直
に
味
方
し
た
の
で
、
そ
の
所
領
を
安
堵
せ
ら
れ 

て
い
た
が
、
天
正
二
十
年
、

一
家
士
と
し
て
、
城
下
に
於
い
て
五 

〇
〇
石
を
拝
領
す
る
武
士
と
な
り
、
そ
の
本
拠
種
市
と
の
つ
な
が

を
失
う
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。

種
市
氏
は
、

そ
の
後
慶
長
六
年
岩
崎一

撥
の
際
は
七
百
石
と
し

て
出
陣
し
て
い
る
が
、
間
も
な
く
罪
あ
り
て
祿
を
没
収
さ
れ
て
い 

る
。



後 

篇

種
市
町
内
諸
遺
跡
の
調
査
報
告



ま 

え 

が 

き

本
調
査
報
告
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
五
月
一
日 

ま
で
の
四
日
間
、
種
市
町
のj

部
遺
跡
の
調
査
の
報
告
が
主
で
あ 

る
が
、
そ
の
調
査
は
後
に
述
べ
る
ょ
ぅ
に
、
相
当
の
成
果
は
あ
つ 

た
が
、
遺
跡
の
概
況
の
一
部
を
調
査
し
た
程
度
の
内
容
で
あ
つ
た
。 

し
か
も
、
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
に
至
る
ま
で
に
、
地
元
の
好
学 

の
方
々
の
努
力
と
関
心
と
に
ょ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
に 

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
後
も
地
元
の
人

々
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
遺
跡
も
多
く
あ
る
の
で
、
こ
の 

機
会
に
町
内
の
諸
遺
跡
の
状
況
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
範
囲
で
述
べ 

調
査
を
担
当
し
た
責
任
あ
る
部
分
に
つ
い
て
、
知
り
得
た
範
囲
で 

要
点
を
述
べ
た
い
と
思
う
。
従
つ
て
、
昭
和
三
十
六
年
度
の
調
査 

の
報
告
を
主
体
と
す
る
が
、
地
元
の
方
々
の
報
告
も
こ
の
際
お
許 

を
得
て
併
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
整
理
編
輯
そ
の
他
内
容
に
つ
い 

て
も
責
任
は
筆
者
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第一章　調査前の記録

筆
者
が
町
市町に
実
際
に
足
を
入
れ
て
調
査
す
る
前
に
、
種
市 

町
内
の
考
古
学
的
遺
物
遺
跡
に
つ
い
て
記
述
し
た
主
な
も
の
に
、 

「九
戸
郡
誌
」
が
あ
る
。
「九
戸
郡
誌
」
の
種
市
町
に
属
す
る
部 

分
を
弓
用
す
る
と
、

戸
類
家
に
つ
い
て
、
「本
郡
内
に
於
け
る
遺
物
包
含
地
と
し
て 

有
名
な
る
は
、
種
市
村
戸
類
家
の
田
ノ
沢(
俗
に
タ
ン
サ
ツ)

及
び 

江
刈
村
字
五
日
市
等
で
あ
る
。
前
者
は
山
麓
の
傾
斜
し
た
畑
地
、 

二
三
尺
を
発
掘
し
て
数
多
の
完
全
な
る
土
器
が
発
見
せ
ら
れ
、
な 

お
附
近
の
地
下
に
包
含
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
そ
の
附 

近
の
耕
地
一
面
に
は
多
く
の
土
器
破
片
が
散
布
し
て
い
る
。
」
と 

あ
り
、
戸
類
家
出
土
土
器
と
し
て
、
小
鉢
形
の
繩
文
晩
期
の
土
器

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

八
木
の
貝
塚
に
つ
い
て
、
「本
郡
内
に
は
著
大
な
貝
塚
を
見
な 

い
が
、
種
市
村
八
木
港
附
近
、
及
び
野
田
村
大
字
玉
川
字
根
井
等 

に
は
二
三
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
者
は
家
屋
建
築
の
際
、 

断
崖
に
発
見
さ
れ
た
と
云
わ
れ
」
と
、
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
つ 

い
て
は
後
に
述
べ
る
。

住
居
址
で
は
、
「本
郡
内
に
於
け
る
竪
穴
は
晴
山
村
大
字
晴
山 

上
野
場
及
び
中
野
村
等
に
発
見
さ
れ
て
居
り
、
何
れ
も
群
を
念
し 

て
い
る
。
」
と
あ
る
が
、
中
野
村
の
場
合
、
群
を
な
し
て
い
る
竪 

穴
住
居
址
と
は
、
ど
こ
に
あ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
の
か
、
現
在 

は
明
ら
か
で
な
い
。



そ
の
お
わ
り
に
、
郡
内
の
「石
器
時
代
遺
物
発
見
地
一
覧
」
を 

載
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
教
室
編
の
「日 

本
石
器
時
代
遺
物
発
見
地
名
表
」
よ
り
抜
録
し
、
そ
れ
に
郡
内
小 

学
校
長
の
報
告
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て
種
市
町 

の
分
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第
二
表 

種
市
町
内
石
器
時
代
遺
物
発
見
地
名
表(

九
戸
郡
誌
よ
り)

町村

中
野
村

種
市
村

発見地名

小

子

内
　
平

同　

長
坂

字
八
木 

字
戸
類
家
及
小
山 

字
宿
戸
及
船
渡

同
和
座

種

類

土

器
　
石

鋸
　
石
斧

同土

器
　
石

匙
　
石

斧
　
角

器
　
獣
魚
角 

土
器

石

器
　
石
斧

土
器

そ
の
後
考
古
学
的
遺
物
遺
跡
の
記
述
を
行
っ
つ
も
の
を
知
ら 

な
い
が
筆
者
が
昭
和
二
十
八
年
「考
古
学
提
要
－
岩
手
県
を
主 

と
す
る
」
を
出
版
し
た
と
き
「岩
手
県
先
史
原
史
時
代
遺
物
出 

土
地
名
表
」
を
記
録
と
し
て
出
版
し
た
が
、
時
種
市
町
の
実
際 

を
知
ら
な
か
つ
た
の
で
、
前
の
東
京
大
学
の
地
名
表
と
盛
岡
市
で 

知
り
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
に
作
製
し
た
。

第
三
表 

種
市
町
内
石
器
時
代
遺
物
発
見
地
名
表(

昭
和
二
十
八
年)

町
村

中
野
村

種
市
村

出
土
地
名

中
野

小
子
内　

平

長
坂

八
木(

貝
塚)

戸
類
家
浜
平

小
山

船　

渡

和　

座

平　

内

城　

内

出
土
遺
物

土
器
、
石
器

土
器　

石
器

土
器　

石
器

土
器　

石
器　

角
器　

獣
骨

土
器

土
器

土
器　

石
器

土
器　

石
器

土
器　

石
器

土
器　

石
器

報
告
者
名

小
田
島
祿
郎

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

佐
川
盛
三

同
右

藤
原
三
治

同
右 こ

の
地
名
表
作
製
の
際
は
、
種
市
町
内
分
に
つ
い
て
は
現
物
を 

見
な
か
つ
た
が
、
こ
の
頃
地
元
に
は
中
野
小
学
校
長
佐
々
木
剛
一 

氏
や
玉
沢
重
作
氏
な
ど
の
研
究
者
が
い
て
、
実
際
に
遺
物
を
蒐
集 

保
管
し
て
い
る
こ
と
が
、
昭
和
三
十
年
の
第
一
回
調
査
に
よ
つ
て 

知
る
こ
と
が
出
来
、
以
後
急
速
に
種
市
町
内
の
事
情
が
明
ら
か
に 

な
り
、
こ
の
報
告
を
記
述
す
る
ま
で
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か 

し
、
未
だ
知
ら
れ
ず
に
残
つ
て
い
る
分
も
相
当
多
い
こ
と
が
考
え 

ら
れ
る
が
、
次
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
今
日
ま
で
明
ら
か
に
し
得
た 

と
こ
ろ
を
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
二
章 

調

査

の

経

過

第

一

回

調

査(
昭
和
三
十
年
十
月
二
十
一
・
二
十
二
日)

種
市
町
の
遺
物
遺
跡
を
調
査
し
た
い
希
望
を
早
く
か
ら
も
つ
て 

い
た
が
、
実
際
に
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
つ
た
。
昭
和
三
十
年 

十
月
下
旬
久
慈
市
出
張
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
時
歴
史
学 

に
関
心
を
も
つ
て
お
ら
れ
る
佐
々
木
剛一

氏(
当
時
種
市
中
学
校
長) 

を
知
る
機
会
を
得
、
そ
の
好
意
あ
る
案
内
で
、
同
町
内
の
遺
物
や 

遺
跡
を
二
日
間
に
亘
つ
て
調
査
し
、
更
に
八
木
に
住
む
考
古
学
研 

究
家
の
玉
沢
重
作
氏
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
蒐
集
遺
物
を
調
査
し
た
。 

そ
の
内
容
の

一

部
に
つ
い
て
、
岩
手
史
学
研
究
二
十
三
号
に
報
告 

し
て
い
る
の
で
詳
細
は
略
す
る
が
、
遺
物
で
は
、
佐
々
木
剛
一氏
、 

平
内
小
中
学
校
、
種
市
小
学
校
、
玉
沢
重
作
所
蔵
の
も
の
を
見
学 

調
査
し
、
遺
跡
で
は
、
ツソウ、た
け
の
子
、
横
手
、
大
久
保
の 

諸
遺
跡
を
踏
査
し
た
。
こ
の
調
査
に
よ
つ
て
学
び
得
た
収
穫
は
私 

に
と
つ
て
大
き
い
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
当
時
の
教
育
長
は
中
野 

次
男
氏
で
、
種
々
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
、上
記
の
人 

人
に
併
せ
て
謝
意
を
表
す
る
。

第
二
回
調
査(

昭
和
三
十
三
年
十
月
二
十
日)

そ
の
後
、
佐
々
木
剛
一
校
長
が
種
市
中
学
よ
り
中
野
小
学
校
長 

に
転
任
さ
れ
、
附
近
を
踏
査
し
て
新
し
い
遺
物
散
布
地
を
発
見
し 

た
と
の
報
告
が
あ
つ
た
の
で
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
ま
た
久
慈
市 

出
張
の
帰
途
、
佐
々
木
氏
の
宅
に
一
晩
世
話
に
な
り
、
そ
の
蒐
集

品
を
見
学
調
査
し
、
学
校
附
近
の
遺
跡
を
案
内
さ
れ
て
踏
査
し
た 

案
内
さ
れ
た
遺
跡
は
、
海
岸
近
く
の
丘
陵
台
地
で
、
大
字
中
野
の 

俗
称
大
宮
と
云
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
繩
文
早
期
の
土
器
片
が 

地
表
面
に
相
当
多
く
散
布
し
、
石
錘
も
採
集
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、 

岩
手
県
で
は
表
面
に
散
布
し
て
い
る
の
で
は
一
番
多
い
か
と
も
見 

ら
れ
た
。
な
お
そ
の
丘
陵
を
内
陸
側
に
下
り
て
来
た
付
近
に
は
弥 

生
式
土
器
が
表
面
か
ら
採
集
さ
れ
た
。
こ
の
付
近
一帯
は
今
後
調 

査
を
す
る
必
要
の
あ
る
重
要
な
遺
跡
と
考
え
ら
れ
た
。

今
一
つ
の
遺
跡
は
小
学
校
か
ら
北
の
方
約
一杆
の
地
点
に
あ
る 

丘
陵
傾
斜
面
の
遺
跡
で
、
大
字
有
家
俗
称
「上
の
マ
ツ
カ
」
と
云 

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
は
丘
陵
傾
斜
面
の
畑
に
相
当 

多
数
の
土
器
片
が
散
布
し
て
い
た
。
時
期
は
円
筒
下
層
の
前
期
と 

見
ら
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
早
急
に
調
査
を
必
要
と
す
る
場
所
と 

考
え
ら
れ
た
。
な
お
、
「上
の
マ
ツ
カ
」
へ
行
く
途
中
、俗
称
「向 

な
が
れ
」
と
い
ふ
場
所
で
、
最
近
住
宅
建
築
の
際
に
出
土
し
た
と 

い
う
土
師
器
の
甕
と
鉢
を
見
学
し
た
。

こ
の
踏
査
の
際
は
佐
々
木
校
長
と

一

緒
に
、
岩
手
大
学
の
日
本 

史
を
専
攻
し
て
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
重
茂
輝
子
教
諭
に
も
同 

行
を
願
つ
て
、
案
内
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
す 

る
。第

三
回
調
査(

昭
和
三
十
六
年
四
月
二
十
八
日
〜
五
月
一
日
四
日
間1



こ
の
調
査
が
本
調
査
で
、
今
ま
で
の
調
査
は
こ
の
調
査
を
実
施 

す
る
ま
で
の
経
過
と
云
え
る
。
こ
の
調
査
を
実
施
す
る
に
至
つ
た 

の
は
、
昭
和
二
十
八
年
福
岡
町
爾
薩
体
掘
野
遺
跡
調
査
以
来
、
筆 

者
の
関
係
し
た
調
査
に
何
か
と
協
力
を
得
て
い
る
長
岡
善
一
郎
氏 

が
、
福
岡
高
校
よ
り
久
慈
高
校
種
市
分
校
主
任
と
し
て
、
昭
和
三 

十
五
年
に
種
市
町
に
住
む
こ
と
に
な
つ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
長
岡 

氏
は
種
市
分
校
に
在
任
中
、
是
非
種
市
町
の
古
い
時
代
の
歴
史
を 

解
明
し
た
い
と
念
願
し
、
町
内
の
遺
跡
調
査
を
計
画
し
た
。
そ
し 

て
筆
者
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
手
続
万
端
を
依
頼
し
、 

昭
和
三
十
六
年
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
実
施
す
る
に
至 

つ
た
の
が
、
第
三
回
目
の
調
査
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
で
は
、
町
内
の
重
要
と
思
わ
れ
る
遺
跡
を
一通
り
踏 

査
し
て
、
そ
の
遺
跡
の
状
況
の
概
略
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
い
度 

い
と
い
う
の
で
、
土
器
片
そ
の
外
の
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い 

る
遺
跡
を
踏
査
し
、
そ
の
遺
跡
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に 

し
た
。
従
つ
て
、
一
箇
所
の
調
査
を
精
密
に
す
る
と
い
う
こ
と
で 

な
く
、
遺
物
の
包
含
層
の
状
況
調
査
と
い
う
程
度
に
留
ま
つ
た
。

四
月
二
十
八
日 

ゴ
ツ
ソ
ー
地
区

四
月
二
十
九
日 

城
内
地
区
の
器
台
出
土
地
と
土
師
器
出
土
地
、

館
野
の
繩
文
遺
物
包
含
地

四
月
二
十
日 
中
野
方
面
、
午
前
大
宮
地
区
、
午
後
有
家
地
区 

五
月
一
日
午
前
高
取
繩
文
遺
物
包
含
地

と
い
う
経
過
で
、
本
調
査
を
終
了
し
た
。

こ
の
調
査
は
長
岡
善
一
郎
氏
が
主
催
し
、
筆
者
が
調
査
を
担
当

し
た
の
で
、
学
生
三
上
清
治.
小
針
繁.
菅
原
勇
一
の
三
君
を
引 

率
し
て
協
力
者
と
し
た
が
、
種
市
町
に
は
岩
手
大
学
日
本
史
専
攻 

し
て
卒
業
し
た
金
沢
光
孝(
種
市
小
教
諭)

、
近
藤
宗
光(
平
内
中 

教
諭)
、
重
茂
輝
子(
中
野
小
教
諭)
の
三
氏
の
他
に
、
山
屋
洋
子 

(
中
野
小
教
諭)

、
板
垣
宗
六(
大
和
小
教
諭)

が
勤
務
し
て
い
た
の 

で
、
そ
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
中
野
小
学
校
長
佐
々
木
剛
一氏
に 

は
何
か
と
御
協
力
援
助
を
受
け
た
外
、
久
慈
高
校
種
市
分
校
の
職 

員
、
生
徒
に
は
大
変
な
協
力
を
受
け
、
短
日
時
の
調
査
で
あ
つ
た 

が
、
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
一
応
そ
の
遺
跡
の
概
要
を
知
る
こ
と 

が
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
い
、
以
上
各
氏
の
御
協 

力
御
援
助
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
な
於
種
市
町
長
館
石
基
治 

氏
に
は
特
に
種
々
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

於
わ
り
に
、
こ
の
調
査
は
初
め
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
に
予
定 

し
て
計
画
を
進
め
た
が
、
天
候
そ
の
他
で
実
施
困
難
と
な
り
、
雪 

融
け
を
ま
つ
て
四
月
下
旬
に
実
施
し
た
の
で
、
手
続
そ
の
他
若
干 

齟
齬
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
関
係
者
に
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
と 

こ
ろ
も
多
く
、
大
変
遺
憾
で
あ
つ
た
が
、
調
査
の
結
果
を
明
ら
か 

に
し
て
御
了
承
を
乞
い
た
い
と
思
ぅ
。

第

四

回

調

査(
昭
和
三
十
八
年
三
月
十
一
日
〜
十
三
日)

第
三
回
の
本
調
査
の
整
理
の
た
め
の
調
査
で
あ
る
。
殊
に
第
三 

回
の
調
査
の
報
告
を
機
会
に
、
町
内
の
遺
物
、
遺
跡
全
般
に
亘
つ 

て
記
述
す
る
と
い
う
の
で
、
前
に
撮
影
し
た
写
真
の
不
備
を
補
つ 

た
り
、
未
だ
見
て
な
い
遺
物
を 
一
応
調
査
し
て
置
く
必
要
も
あ
り
、 

三
日
間
を
予
定
し
て
調
査
し
た
。

遺
物
で
調
査
し
た
の
は
、
小
子
内
の
川
崎
浩
吉
氏
、
八
木
の
玉 

沢
重
作
氏
、
町
長
館
石
基
治
氏
、
中
野
小
学
校
長
佐
々
木
剛
一氏
、 

角
浜
小
学
校
、
佐
々
木
綱
吉
氏
、
佐
々
木
六
郎
氏
な
ど
の
所
蔵
品 

で
あ
る
。
な
お
角
浜
小
学
校
長
佐
々
木
利
男
氏
に
は
種
々
御
世
話 

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
調
査
を
計
画
し
、
あ
つ
せ
ん
に
御
努
力
を 

願
つ
た
の
は
長
岡
善
一
郎
氏
で
あ
つ
て
、
そ
の
御
尽
力
に
厚
く
感 

謝
す
る
で
第であ
る
。

以
上
筆
者
が
第
三
回
の
本
調
査
を
中
心
に
調
査
し
て
来
た
経
過 

の
概
要
を
述
べ
た
が
、
本
報
告
書
に
は
筆
者
の
調
査
し
て
い
な
い 

遺
跡
の
調
査
も
記
述
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
そ
の
主
な
も
の
を 

挙
げ
る
と
次
の
二
つ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
調
査(

そ
の
一

)

(

昭
和
三
十
六
年
八
月
～
十
二
月)

昭
和
三
十
六
年
度
に
、
文
部
省
後
援
県
教
育
委
員
会
主
催
で
実 

施
し
た
、
県
内
遺
跡
調
査
カ

ド
の
作
成
に
ょ
よ
現
状
調
査
で
あ 

る
。
種
市
町
調
査
員
に
佐
々
木
剛
一
、
重
茂
輝
子
、
山
屋
洋
子
の

三
氏
が
委
嘱
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
の
報
告
は
、
県
教
委
か
ら
出
版 

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
調
査
員
の
了
解
を
得
て
一
部
を
掲
載
さ 

せ
て
も
ら
ぅ
こ
と
に
し
た
。

そ
の
他
の
調
査(
そ
の
二)

玉
沢
重
作
氏
、
長
岡
善
一
郎
氏
、
細
越
記
平
氏
な
ど
の
踏
査
に 

よ
る
も
の
で
あ
る
。
玉
沢
氏
は
八
木
に
住
み
、
現
在
八
戸
市
の
職 

場
に
通
勤
し
て
い
る
の
で
余
り
蒐
集
し
て
い
な
い
が
、
十
数
年
前 

八
木
を
中
心
と
し
た
付
近
の
遺
跡
を
踏
査
し
、
表
面
採
集
で
得
た 

多
数
の
貴
重
な
資
料
を
所
蔵
保
管
し
て
い
る
。
細
越
氏
は
角
浜
中 

学
に
勤
務
し
、
学
区
内
で
出
土
し
た
遺
物
を
学
校
に
保
管
整
理
し 

て
い
る
。
長
岡
氏
は
着
任
以
来
そ
の
方
面
の
関
心
を
示
し
、
町
内 

の
遺
物
所
蔵
者
を
操
し
、
そ
の
記
録
を
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
筆 

者
が
種
市
町
内
の
学
校
を
訪
ね
、
遺
物
と
そ
の
出
土
地
に
つ
い
て 

聴
取
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
章 

第
三
回
調
査
遺
跡
の
概
況
と
出
土
遺
物

一
 

⑳

：

ツ
ソ
ウ
遺
跡　⑳

は
第4

表
遺
跡
名
の
番
号
以
下
同
じ

概
況

本
遺
跡
は
種
市
駅
よ
り
国
道
を一

杆
ほ
ど
南
下
し
た
と
こ
ろ
の 

右
手
に
見
え
る
標
高
五
十
米
ほ
ど
の
丘
陵
に
あ
る
。
そ
の
丘
陵
の 

頂
上
近
く
、
海
に
面
し
た
東
傾
斜
面
に
位
置
し
、
種
市
町
第
十
八 

地
割
三
十
四
番
地
三
十
五
番
地
付
近
の
畑
で
、
通
称
「」ツソウ」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
土
器
片
や
石
器
な
ど
が
散
布
し
て
い
る
範
囲 

は
約
二
十
ア
ー
ル
で
、
現
在
雑
穀
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
(
図
版 

第
七
の1
図)
地
主
は
高
城
要
吉
氏
・板
橋
千
松
氏
で
あ
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
つ
て
遺
物
の
包
含
状
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ 

で
は
、
余
り
良
好
と
は
云
え
ず
、
黒
土
の
堆
積
層
も
余
及
厚
く
な 

い
。
調
査
は
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
つ
て
若
干
手
答
あ
る
箇
所
を
選
び



二
米
に
五
米
の
範
囲
で
二
か
所
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

表
土
を
二
十
醒
の
厚
さ
で
除
去
す
る
と
遺
物
包
含
層
に
当
り
、 

土
器
は
耕
作
の
た
め
相
当
破
損
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ 

た
。
立
つ
た
状
態
で
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
は
上
半
分
が
欠
き
取 

ら
れ
、
器
口
が
下
に
伏
つ
て
い
る
土
器
は
底
部
が
欠
き
取
ら
れ
て 

い
る
状
態
で
あ
つ
た
。
(
図
版
第
七
の4
図)

幸
い
横
倒
し
に
な
つ
て
い
た
も
の
は
、
厭
し
潰
さ
れ
て
壊
わ
れ 

て
は
い
る
が
、
大
体
の
器
形
が
復
原
出
来
る
状
態
で
、
破
片
の
そ 

ろ
つ
て
い
る
も
の
も
あ
つ
た
。(
図
版
第
七
の3
図)
し
か
し
、 

全
部
の
破
片
の
そ
ろ
つ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
相
当
ま
と
ま
り
の 

あ
る
よ
う
な
状
態
の
も
の
で
も
、
底
部
が
な
か
つ
た
り
、
口
辺
部 

が
な
く
な
つ
て
い
た
り
で
、
復
原
は
容
易
で
な
か
つ
た
。
し
か
し
、 

ど
う
に
か
復
原
出
来
る
も
の
三
個
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
た
。(
図 

版
第
一
の3
図)

地
表
面
か
ら
地
盤
の
ロ
ー
ム
層
ま
で
は
三
十
～
四
十
糎
程
で
、 

包
含
層
に
層
位
的
状
態
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
従
つ 

て
表
面
採
集
の
土
器
と
ロ
ー
ム
層
上
か
ら
発
見
さ
れ
た
土
器
片
も 

区
別
出
来
な
い
内
容
の
も
の
で
あ
つ
た
。
包
含
層
が
浅
い
の
で
、 

殆
ん
ど
が
耕
作
の
た
め
破
壊
さ
れ
、
地
表
面
に
散
布
し
た
も
の
で
、 

た
ま
た
ま
耕
作
の
関
係
上
土
の
中
に
深
く
入
つ
て
い
た
も
の
が
下 

か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
状
態
で
あ
つ
た
。

出
土
遺
物

採
集
さ
れ
た
土
器
は
、
弥
生
式
土
器
と
思
わ
れ
る
撚
糸
を
押
捺 

し
た
土
器
片
三
片
と
、
土
師
器
ら
し
い
刷
毛
目
の
あ
る一

小
片
と
、

貝
殼
文
の
あ
る
繩
文
早
期
の

一

小
片
を
除
い
て
、
繊
維
を
含
ん
だ 

繩
文
前
期
の
土
器
で
あ
る
。
各
土
器
の
出
土
状
態
の
層
位
関
係
は 

判
然
と
せ
ず
、
い
ず
れ
も
混
在
の
状
態
で
出
土
し
た
。
た
だ
弥
生 

式
土
器
、
土
師
器
、
貝
殼
文
土
器
は
い
ず
れ
も
表
面
採
集
で
あ
る
。

繩
文
の
あ
る
土
器
の
器
形
は
い
ず
れ
も
円
筒
形
を
基
本
と
し
て
、 

胴
部
か
口
頸
部
に
幾
分
ふ
く
ら
み
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
大
体 

は
口
辺
か
ら
底
部
に
向
つ
て
直
線
的
に
幾
分
狭
ば
ま
つ
た
器
形
を 

し
て
い
る
。
文
様
の
上
か
ら
三
種
類
に
分
類
出
来
る
。

第
一
類
は
口
辺
部
よ
り
底
部
ま
で
単

一

な
繩
文
の
施
文
の
あ
る 

も
の
で
あ
る
。
(
図
版
第
三
の2
図
左
上
段
の
二
片)
図
版
第一 

の3
は
そ
の
復
原
し
た
土
器
で
あ
る
。

第
二
類
は
口
頸
部
に
口
縁
に
平
行
に
帯
状
の
文
様
帯
が
横
位
に 

施
文
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
下
に
は
単
一
の
繩
文
が
施
文
さ
れ
て
い 

る
も
の
で
あ
る
。
口
頸
部
の
文
様
帯
は
撚
糸
の
押
捺
し
た
撚
糸
文 

を
主
と
し
た
も
の
が
多
い
。
(
図
版
第
三
の2
図)

第
三
類
は
第
二
類
の
口
頸
部
の
文
様
帯
と
胴
部
の
繩
文
部
の
界 

の
頸
部
に
粘
土
紐
を
は
り
つ
け
た
隆
起
線
が
一
条
口
縁
に
平
行
し 

て
周
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
隆
起
線
に
は
繩
文
ま
た
は
刻 

み
目
の
施
さ
れ
た
の
も
あ
る
。
(
図
版
第
三
の2
図
下
段
二
片) 

そ
の
中
右
側
の
破
片
は
一
片
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
口
頸 

部
と
胴
部
は
共
に
斜
行
繩
文
だ
け
で
差
異
が
な
く
、
裏
面
に
繩
文 

が
施
さ
れ
て
い
る
。

以
上
三
種
の
繩
文
式
土
器
の
中
一番
多
い
の
は
第
二
類
土
器
で
、 

そ
れ
を
見
る
と
、
口
縁
部
に
篦
状
の
も
の
で
刻
み
目
を
施
し
た
も

第1図 ゴツソウ遺跡出土石器類(1）

1〜4石鏃；5〜7A類石匕；8〜14B類石匕；15〜17石斧；18板状石器

の
、
ま
た
余
り
目
立
念
い
が
波
状
を
な
し
、
そ
の
突
端
に
刻
み
目 

を
施
し
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
種
の
土
器
は
層
位
的 

に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
全
く
混
在
し
て
出
土
し
た
。
同
時 

の
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
一括
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
底
部 

は
上
げ
底
が
多
く
、
器
体
に
繊
維
を
含
有
し
て
い
る
点
な
ど
と
併 

せ
考
え
て
、
繩
文
前
期
の
初
め
の
も
の
で
、
円
筒
下
層A
式
と
さ 

れ
る
土
器
に
属
す
る
と
考
え
る
。

本
遺
跡
で
採
集
さ
れ
、
ま
た
過
去
に
採
集
さ
れ
て
い
る
土
器
も 

以
上
の
三
種
の
繩
文
式
土
器
で
あ
る
が
、
は
じ
め
に
あ
げ
た
弥
生 

式
土
器
・土
師
器
が
ど
う
し
て
混
入
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。 

そ
の
類
似
破
片
の
数
が
余
り
少
な
い
か
ら
、
表
面
採
集
に
よ
つ
て 

得
ら
れ
た
こ
と
だ
け
を
報
告
し
て
、
遺
跡
と
し
て
は
、
今
後
の
調 

査
に
期
待
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

今
度
の
調
査
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
石
器
は
、
表
面
採
集
を
併 

せ
て
、
二
十
三
点
で
あ
る
。
種
類
別
に
い
ぅ
と
、
石
鏃
四
点.
石 

匕
(
石
皮
は
ぎ
を
含
む)
十
点
、
石
斧
六
点
、
石
棒
二
点
、
異
形 

石
器
一点
で
あ
る
。
(
図
版
第
四
の1
図.
2
図)

(
挿
図
第
一
図
は
図
版
第
四
の1
図
、
挿
図
第
二
は
図
版
第
五
の2
図
の
石
器
の 

実
測
図
で
あ
る
の
で
、
以
下
揷
図
に
よ
っ
て
説
明
す
る
が
、
図
版
は
適
宜
参
照 

さ
れ
た
い
。)

石
鏃(
挿
図
第
一
図
の1
〜4
)
無
莖
三
点
、
有
莖
一
点
で
あ 

る
。石

匕(
挿
図
第一

図
の5
〜
14)
石
匕
は
石
匙
と
い
わ
れ
た
も 

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
皮
剝
ぎ
の
用
を
果
し
た
と
思
わ
れ
る
点
か



ら
石
匕
の
字
を
あ
て
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
石
匕
は
普
通
撮 

み
の
あ
る
も
の
を
称
し
て
い
る
が
、
撮
み
が
な
く
と
も
皮
剝
ぎ
の 

用
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も一

括
し
て
石
匕
と
称
し 

て
、

そ
の
う
ち
撮
み
の
あ
る
も
の
をA

類
と
し
、
な
い
も
の
をB
 

類
と
呼
ん
で
、
区
別
し
た
い
と
思
う
。

A

類
(
5

〜
7

)

は
横
形
と
縦
形
が
あ
る
が
、
横
形
一
点
で
、
 

縦
形
二
点
で
三
点
で
あ
る
が
、
B

類
(
8

〜
14)

は
七
点
で
多
く
、
 

そ
の
形
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
の
利
用
価
値
か
ら
皮
剝 

ぎ
と
だ
け
称
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
る
が
、
余
り
適
当
と
も
思
わ 

れ
な
い
。

石

斧
(

挿
図
第
一
図
15
〜
17
、
第
二
図1

〜
3
)
 

は
六
点
で
あ 

る
が
、
磨
製
石
斧
と
打
製
石
斧
に
大
き
く
区
別
さ
れ
る
。
磨
製
石 

斧
は
完
形
品
は
な
い
が
普
通
の
大
き
さ
で
、
う
ち
一
つ
は
擦
切
磨 

製
石
斧
の
形
を
し
て
い
る
。
打
製
石
斧
は
磨
製
石
斧
に
比
べ
て
大 

形
で
、
粗
雑
な
打
裂
に
ょ
つ
て

一

応
の
形
を
整
え
て
あ
る
に
過
ぎ 

な
い
。
そ
れ
も
二
種
に
分
れ
縦
形
の
普
通
の
石
斧
の
形
に
近
い
も 

の
と
、
横
刃
形
と
称
し
て
い
る
も
の
と
が
あ
る
。

横
刃
形
石
斧
と
は
筆
者
の
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
包
丁 

の
最
初
の
工
程
で
作
ら
れ
ょ
う
な
形
を
し
た
粗
雑
な
石
器
で
、
彎 

曲
部
に
刃
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で
繩
文
前
期
末
の
遺
跡
や 

中
期
初
頭
の
遺
跡
で
し
ば
し
ば
発
見
し
、

そ
の
報
告
も
し
て
い
る 

が
、
前
期
初
め
の
遺
跡
で
発
見
し
た
の
は
今
度
が
初
め
て
で
あ
る
。
 

大
体
前
期
初
め
か
ら
中
期
初
頭
の
円
筒
式
土
器
の
出
土
し
て
い
る 

遺
跡
に
発
見
さ
れ
て
い
る
特
有
の
石
器
で
あ
る
。

石

棒
(

揷
図
第
三
図4
.
5
)

と

一

点

は

石

棒

中

の

破

片

で

あ

る

が

、
今

つ

は

扁

平

な

細

長

い
矩
形
状
の

破

片
(

5

)

で
、

棒

応石に
し
た
が
、
石
刀
状
に
な
つ
た
も
の 

か
、
た
た
だ
状
念
な

ら
か
で
な
い
。
で 

や
わ
ら
く
、
角
い
ず
れ
削
ら

板
状
石
器(
揷
一
図
称
し
た
の
 

い
石
器
の
破
片
で
、
そ
の
原
形
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
断
面
は
台 

形
を
し
て
い
る
。
石
材
は
軟
質
砂
岩
で
跪
く
、
砥
石
に
用
い
ら
れ 

た
よ
う
形
を
し
て
い
る
。
上
下
の
両
面
は
平
ら
に
磨
り
へ
ら
さ
れ 

て
い
る
。

ま
と
め

以
上
の
調
査
の
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
本
遺
跡
は
、
繩
文
前
期 

の
遺
物
を
埋
蔵
す
る
遺
物
包
含
地
と
し
て
豊
富
な
内
容
を
も
つ
て 

い
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
傾
斜
面
の
地
形
に
立 

地
す
る
こ
と
、
僅
か
な
範
囲
の
調
査
で
あ
る
が
、
包
含
層
が
浅
い 

と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
念
ど
か
ら
、
焼
土
の
堆
積
位
は
今
後
発
見
さ 

れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
住
居
址
の
輪
郭
を
示
す
よ
う
な
遺
な

が 

兒
見
さ
れ
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
た
。
勿
論
、
こ
れ
だ
け
の 

萌
遺
物
の
発
見
さ
れ
た
本
遺
跡
が
、
当
発
見
住
居
址
で
あ
つ
た
と 

石
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
諸
竪
穴
住
居
を
営
ん
で
い 

た
か
、
傾
斜
面
を
利
用
し
た
簡
単
な
作
考

え

る

小
屋
の
よ
う 

な
も
の
で
あ
つ
た
か
問
題
と
な
る
が
、
後
者
の
可
能
性
が
多
い
と 

^)
云
え
る
。

地
形
的
に
こ
の
場
所
に
住
居
を
営
ん
だ
こ
と
は
、
水
の
便
の
悪

悪悪もの悪便の悪

第2図 ゴッソウ遺跡出土石器類(2）
1・2打製石斧；3横刃形石斧；4石棒；5石棒(石剣破片か)

い
点
か
ら
考
え
る
と
、
高
く
て
見
睛
し
の
よ
い
所
を
選
ん
だ
こ
と 

に
な
る
。
小
高
い
見
晴
し
の
よ
い
場
所
は
、
身
の
安
全
の
た
め
に 

も
、
行
動
す
る
場
合
で
も
よ
か
つ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
現 

在
こ
の
場
所
は
風
当
り
が
強
く
、
住
居
を
営
む
に
適
し
な
い
が
、
 

原
始
時
代
樹
木
の
繁
茂
し
て
い
た
時
代
に
は
、
現
在
畑
と
な
つ
て 

い
る
状
況
と
相
当
違
つ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

二
　㊱
上
の
マ
ツ
カ
遺
跡

概

況

本
遺
跡
は
中
野
小
学
校
よ
り
北
の
八
木
へ
通
ず
る
国
道
を
一
軒 

ほ
ど
行
く
と
、
左
手
の
丘
陵
の
登
り
口
に
有
家
神
社
が
あ
る
。
そ 

の
神
社
背
後
の
丘
陵
一
帯
か
ら
繩
文
式
土
器
片
や
石
器
な
ど
が
採 

集
さ
れ
る
。
調
査
し
た
地
点
は
神
社
よ
り
二
百
米
ほ
ど
丘
陵
台
地 

を
登
つ

た
と
こ
ろ
の
南
傾
斜
面
の
一
部
で
あ
る
。

こ
の
丘
陵
は
東 

に
向
つ
て
張
り
出
し
た
舌
状
台
地
で
、

そ
の
南
斜
面
は
十
五
米
ほ 

ど
の
高
さ
で
、
相
当
な
急
傾
斜
を
し
て
い
る
。

し
か
し
所
に
よ
り 

二
〜
三
米
下
つ
た
と
こ
ろ
に
段
が
あ
つ
て
、

そ
れ
ま
で
約
八
米
ほ 

ど
の
巾
で
緩
傾
斜
を
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

こ
の
傾
斜
面
一
帯 

の
地
表
面
に
は
相
当
多
数
の
土
器
片
の
散
布
が
み
ら
れ
る
。
(

図 

版
第
七
の2
)

地
主
は
中
居
松
五
郎
氏
で
あ
る
。

調
査
は
急
傾
斜
面
の
と
こ
ろ
は
困
難
な
の
で
、
緩
傾
斜
面
の
一 

部
を
選
び
試
掘
溝
を
入
れ
て
、
包
含
層
の
状
態
を
調
査
す
る
こ
と 

に
し
た
。

こ
の
場
所
は
雑
穀
栽
培
の
畑
に
な
つ
て
い
る
。
そ
の
耕 

土
と
な
つ
て
い
る
黒
土
の
堆
積
層
は
浅
く
、
十
醒
か
ら
三
十
粳
ほ



ど
し
か
な
か
つ
た
。
表
土
を
十
五
糎
位
除
去
し
た
と
こ
ろ
に
、

一  

ま
と
ま
り
と
な
つ
た
土
器
片
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
発
見
さ
れ
た
。
 

従
つ
て
、

ゴ
ツ
ソ
ウ
遺
跡
の
場
合
と
同
様
、
包
含
層
が
耕
土
と
接 

し
て
い
る
た
め
、
横
倒
し
に
な
つ
て
厭
し
潰
さ
れ
て
い
る
も
の
は

一

応
形
が
復
原
出
来
る
だ
け
の
破
片
は
残
存
し
て
い
る
も
の
も
あ 

る
が
、
立
つ
た
形
で
埋
蔵
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
底 

部
か
口
辺
部
が
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
、
他
は
全
く
散
乱
し
て
復 

原
は
困
難
で
あ
つ
た
。
横
倒
し
に
な
つ
だ
も
の
も
破
片
の
全
部
揃 

つ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
 

一
部
散
供
し
ま
つ
て
い
る
。
た
だ
、

ゴ 

ツ
ソ
ウ
遺
跡
の
場
合
に
比
べ
て
、
開
墾
さ
れ
て
畑
に
な
つ
た
時
期 

が
新
ら
し
い
の
か
、
表
面
に
散
布
し
て
い
る
土
器
片
も
多
く
、
ま 

た
地
中
に
埋
蔵
し
て
い
る
部
分
も
比
較
的
多
く
、
復
原
出
来
る
も 

の
は
五
個
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
耕
作
に
よ

つ
て
年
 々

破
壊
さ
れ
て
行
く
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
早
急
に
全
面 

的
調
査
を
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。

出
遺

物

出
土
し
た
土
器
は
纈
文
式
土
器
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
作
り
や
文 

様

・
器
形
な
ど
か
ら
見
て
、

ゴ
ツ
ソ
ウ
遺
跡
出
土
の
三
種
の
繩
文 

式
土
器
の
範
囲
に
入
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
土
器
の
数
も
多
い
だ 

け
、
文
様
の
変
化
も
多
い
。

ゴ
ツ
ソ
ウ
遺
跡
の
場
合
に
準
じ
て
、
 

第
一
類
、
第
二
類
、
第
三
類
に
分
類
し
た
。
そ
の
文
様
の
特
徴
は 

同
一
で
あ
る
か
ら
、
説
明
は
略
す
る
。

本
遺
跡
で
は
、
第
一
類
、
第2
 

類
が
多
く
、
殊
に
第
一
類
の
割 

合
は
、
ゴ

ツ
ソ
ウ
の
場
合
ょ
り
多
く
な
つ
て
い
る
。
第
三
類
の
頸

部
に
隆
起
線
文
を
周
ぐ
ら
し
あ
る
も
に
、

そ
の
隆
起
紐
の
真
中
に 

溝
を
入
れ
て
二
条
の
隆
起
帯
の
よ
う
な
効
果
を
あ
げ
、
更
に
口
頸 

部
の
文
様
を
沈
線
に
よ
る
直
線
と
波
線
で
施
し
て
あ
る
も
の
が
あ 

る
。
(

図
版
第
三
の3

図
右
下)

一
見
異
質
な
感
じ
を
受
け
る
が
、
 

器
体
に
繊
維
が
含
有
し
、

口
縁
に
繩
文
が
押
さ
れ
て
い
る
点
、

こ 

の
場
所
か
ら
他
の
土
器
が
出
土
せ
ず
、
第
一
類
、
第
二
類
土
器
と 

伴
出
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
第
三
類
の
変
形
と
考
え
て
差
支
え 

な
い
と
思
ぅ
。
な
お
、
第
二
類
に
入
る
土
器
片
に
一
片
だ
け
三
条 

の
平
行
沈
線
を
も
つ
て
口
頸
部
の
文
様
帯
を
構
成
し
て
い
る
の
が 

あ
る
。
ま
た
第
三
類
に
入
る
図
版
第
三
の3

図
右
上
の
土
器
は
、
 

隆
起
紐
の
溝
は
撚
糸
で
押
え
て
作
つ
て
あ
り
、

口
頸
部
の
文
様
は 

撚
糸
を
押
捺
し
て
あ
る
点
、
施
文
材
料
が
違
つ
て
も
、
手
法
は
同 

一

と
考
え
ら
れ
る
。

本
遺
跡
の
調
査
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
土
器
は
以
上
の
三
種
類
で 

あ
る
が
、
下
の
方
の
畑
か
ら
円
筒
下
層D

式
と
考
え
ら
れ
、

口
頸 

部
の
文
様
帯
が
肥
厚
し
て
、
胴
部
に
細
か
い
羽
状
繩
文
の
施
文
さ 

れ

て

い

る

破

片(

図
版
第
三
の3

図
上
段
中
央)

が
発
見
さ
れ
て 

い
る
外
、
玉
沢
重
作
氏
が
こ
の
付
近
か
ら
採
集
し
た
と
い
つ
て
い 

る
土
器
片
や
土
偶
そ
の
他
の
遺
物
に
、
繩
文
中
期
の
円
筒
上
層A
 

B

式
の
破
片
や
繩
文
後
期
の
も
の
が
あ
る
。
殊
に
獣
骨
片
や
骨
角 

器
、
貝

輪
(

図
版
第
五
の
12

図)

な
ど
あ
り
、
貝
塚
の
存
在
も
考 

え
ら
れ
る
の
で
、

こ
の
付
近
一
帯
は
更
に
精
細
な
調
査
を
必
要
と 

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
参

考

に

一

・
二
の
遺
物
を
図
版
で
示
す 

に
と
ど
め
、
今
後
の
調
査
に
そ
の
精
細
な
報
告
は
期
待
し
た
い
と

第3図上のマツカ遺跡出土石器類(1)
1〜6石鏃；7〜14 B類石匕；15〜21A類石匕

思
う
。

出
土
石
器
は
三
十
点
で
、
種
類
別
に
云
う
と
、
石
鏃
六
点
、
石 

匕
十
五
点
、
石
斧
九
点
、
板
状
石
器
一点
で
あ
る
。

石
鏃(
挿
図
第
三
図1
〜6
)
は
全
部
無
莖
の
三
角
形
の
石
鏃 

で
あ
る
。
そ
の
形
か
ら
前
期
繩
文
式
土
器
に
伴
出
し
て
妥
当
な
種 

類
に
限
ら
れ
て
い
た
。
(
挿
図
第
三
図
は
図
版
第
四
の3
図
、
揷 

図
第
四
図
は
図
版
第
四
の4
・
5
図
の
石
器
の
実
測
図
で
あ
る)

石
匕(
挿
図
第
三
図7
〜
21)
は
ゴ
ツ
ソ
ウ
遺
物
の
説
明
に
よ 

るA
類
、B
類
併
せ
て
十
五
点
で
、A
類
七
点(
15
〜
21)
B
類 

八
点(7
S
14) 
で
あ
る
。A
類
は
縦
形
が
主
で
、
た
だ
一
点
円 

形
で
刃
部
の
中
央
に
く
ぼ
ん
だ
刃
を
つ
け
た
も
の
が
あ
つ
た
。B 

類
は
ゴ
ツ
ソ
ウ
の
場
合
同
様
形
が
一
定
し
な
い
が
、
中
に
は
縦
形 

の
石
匕
の
撮
み
が
と
れ
た
の
を
、
そ
の
ま
ま
形
を
整
え
た
の
で
は 

な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
つ
た
。
(8)

石
斧(
挿
図
第
四
図1
〜8
)
は
磨
製
、
敲
製
、
打
製
の
三
種 

に
大
別
さ
れ
る
。
磨
製
二
点(4 . 5
)
、
敲
製
二
点(2 

.  3) 

で
あ
る
。
打
製
は
忭
裂
の
み
で
形
を
整
え
た
粗
雑
な
形
の
も
の
と
、 

チ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
つ
て
整
形
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
横
刃
形
石
斧 

(
7
・8)
は
二
点
あ
り
、
一
点
は
完
形
で
あ
る
が
、
他
は
半
分
で
、 

し
か
も
打
石
器
と
い
う
よ
り
、
彎
曲
部
の
刃
部
を
こ
す
つ
て
磨
り 

へ
ら
し
て
お
及
、
磨
研
用
に
用
い
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。

板
状
石
器(
挿
図
第
四
図9
)
で
、
ゴ
ツ
ソ
ウ
出
土
の
も
の
と 

類
似
し
、
小
形
の
扁
平
の
石
器
で
、
軟
質
砂
岩
で
も
ろ
く
、
上
下 

の
両
面
に
鑿
孔
し
か
け
た
穴
が
あ
り
、
鑿
孔
す
る
場
合
の
押
え
と
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し
た
石
と
も
考
え
ら
れ
た
。

ま
と
め

以
上
の
出
土
遺
物
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
本
遺
跡
は
、
調
査
し
た 

範
囲
に
関
す
る
限
り
、
前
期
は
じ
め
の
単
純
遺
跡
と
し
て
、
相
当 

内
容
の
あ
る
遺
跡
で
、
県
下
で
重
要
念
遺
跡
の一

つ
と
云
う
こ
と 

が
出
来
る
。
し
か
し
前
編
で
述
べ
た
よ
ぅ
に
、
他
の
時
期
の
遺
物 

也
含
地
あ
る
い
は
貝
塚
さ
え
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
本
遺
跡
は
、
 

広
範
囲
の
調
査
を
行
つ
て
、

そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
遺
跡
と 

し
て
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
、
価
値
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
考 

え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
本
調
査
は
本
遺
跡
の
全
般
的
解
明
に
と 

つ
て
は
不
充
分
で
あ
つ
た
が
、

そ
の
収
穫
は
少
な
く
な
か
つ
た
。

三
、
大

宮

遺

跡

本
遺
跡
は
中
野
小
学
校
よ
り
東
へ
直
線
距
離

一粁

ほ
ど
の
海
岸 

に
臨
む
丘
陵
に
位
置
す
る
。
小
学
校
よ
り
現
地
に
行
く
に
は
山
間 

の
小
径
を
小
一
時
間
歩
い
て
到
達
す
る
。
陸
中
中
野
駅
よ
り
鉄
道
泊 

い
に
北
へ

一粁

ほ
ど
進
ん
で
、

丘
陵
に
登
つ
て
も
よ
い
。

丘
陵
は 

高
さ
三
十
米
ほ
ど
で
、
海
岸
に
治
つ
て
連
衡
し
て
い
る
が
、

そ
の

一

つ
で
あ
る
。
行
政
区
画
は
大
字
中
野
第
六
地
割
で
、
通
称
大
宮 

と
称
し
て
い
る
。
丘
陵
は
雑
木
林
や
草
地
、
畑
と
な
つ
て
い
る
が
、
 

遺
物
は
畑
を
歩
い
て
い
る
と
、
相
当
採
集
さ
れ
る
。
地
主
は
高
屋 

敷
松
五
郎
氏
で
あ
る
。

畑
の
表
面
に
は
相
当
広
範
囲
に
及
ん
で
土
器
片
そ
の
他
石
器
な 

ど
が
散
布
し
て
い
る
。
海
を
見
下
す
丘
陵
の
頂
上
部
か
ら
、
中
野

小
学
校
に
通
ず
る
山
道
の
あ
る
丘
陵
西
側
の
山
合
い
の
麓
ま
で
、 

約
二
百
米
の
範
囲
に
散
布
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
遺
跡
を
東
の 

方
か
ら
大
き
く
、A 
- B .
C
と
区
画
す
る
と
、A
区
は
海
岸
ょ 

り
の
部
分
で
あ
り
、C
区
は
山
合
い
の
丘
陵
へ
の
上
り
口
の
麓
で
、 

B
は
そ
の
中
間
の
畑
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
。
以
下
夫
々
特
徴
が
あ 

る
の
で
、
分
っ
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

三

、

大

宮

遺

跡

海
を
見
下
す
丘
陵
台
地
の
部
分
で
、
ほ
ぼ
平
ら
な
畑
と
な
つ
て 

い
る
。
雑
穀
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
余
り
収
穫
が
な
く
、
余
り 

良
い
土
地
と
は
云
え
な
い
。
土
器
の
小
破
片
が
採
集
さ
れ
る
が
、 

全
部
貝
殼
文
土
器
で
、
尖
底
部
近
い
破
片
も
発
見
さ
れ
た
。
平
底 

と
考
え
ら
れ
る
破
片
は
な
い
。
図
版
第
三
の1
図
は
口
辺
部
の
破 

片
の
み
の
写
真
で
あ
る
が
、
表
面
採
集
に
よ
る
破
片
の
数
は
百
点 

以
上
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
破
片
と
混
つ
て
、
こ
の
地 

区
か
ら
採
集
さ
れ
る
も
の
に
、
石
錘
と
皮
剝
ぎ
用
のB
類
石
匕
が 

あ
る
。

石
錘(
挿
図
第
五
図1
〜5
)
で
、
私
の
関
係
し
て
採
集
し
た 

石
錘
だ
け
で
十
一
点
あ
り
、
そ
の
他
注
々
木
剛
一
氏
や
中
野
小
学 

校
所
蔵
の
も
の
十
点
以
上
あ
る
。
石
錘
は
径
五
醒
内
外
の
楕
円
味 

を
帯
び
た
扁
平
な
川
原
石
の
両
端
を
打
ち
欠
い
て
作
つ
た
も
の
で 

八
戸
市
の
早
期
の
遺
跡
に
出
土
す
る
石
錘
と
似
て
い
る
。
(
揷
図 

第
五
図
は
図
版
第
四
の6
図
の
石
器
の
実
測
図
で
あ
る
。)

石
匕(
挿
図
第
五
図7
・
8
)
は
普
通
の
石
匕
の
形
を
し
たA

第5図大宮A遺跡出土石器類
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類
の
も
の
は
な
く
、
皮
剝
ぎ
用
と
し
て
の
不
整
形
なB
類
石
匕
が 

二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

以
上
表
面
採
集
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
造
物
で
あ
る
の
で
、
実
際 

の
迫
物
の
包
含
状
態
は
ど
う
で
あ
る
か
と
、
ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
み 

た
が
、
二
十
糎
足
ら
ず
の
耕
土
し
か
な
く
、
直
ぐ
地
盤
の
ロ
ー
ム 

層
と
な
つ
て
い
る
。
海
岸
で
相
当
風
当
り
の
強
い
と
こ
ろ
で
、
耕 

土
が
吹
き
と
ば
さ
れ
る
の
か
、
特
に
包
含
層
ら
し
い
も
の
を
認
め 

る
こ
と
は
出
来
な
い
状
態
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
、
竪
穴
住
居
址
ら 

し
い
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
土
器
は
表
面
採
集
だ
け
の 

小
破
片
に
と
ど
ま
つ
た
。
文
様
か
ら
推
定
さ
れ
る
器
体
個
数
は
、 

相
当
あ
り
、
図
版
第
三
の一

図
に
示
し
た
土
器
は
い
ず
れ
も
口
辺 

部
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
器
体
は
全
部
別
個
体
で
十
四
片
あ
り 

そ
の
他
胴
部
・底
部
と
考
え
合
わ
す
と
二
十
個
体
を
超
え
る
数
に 

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

(
ロ) 39
大
宮B
遺
跡

概
況

A
遺
跡
よ
り
西
方
へ
幾
分
下
及
気
味
の
畑
を
八
十
米
ほ
ど
行
く 

とB
遺
跡
と
な
る
。
こ
の
間
の
畑
の
表
面
一
帯
か
ら
早
期
の
土
器 

片
が
僅
か
な
が
ら
採
集
さ
れ
る
が
、B
迫
跡
と
し
た
部
分
の
畑
に 

な
る
と
、
早
期
の
貝
殼
文
の
土
器
片
の
他
に
、
繊
維
の
含
有
し
た 

前
期
の
縄
文
式
土
器
片
の
外
に
、
繩
文
晩
期
大
洞A'
式
の
破
片
と 

弥
生
式
土
器
片
が
多
く
採
集
さ
れ
る
。
従
つ
て
、
そ
の
地
点
を
中 

心
と
す
る
約
五
ア
ー
ル
の
畑
をB
追
跡
と
し
た
。

A
迫
跡
か
らB
迫
跡
ま
で
の
一
つ
づ
き
の
丘
陵
の
造
物
包
含
層

の
状
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
付
近
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ 

つ
て
相
当
厚
い
堆
積
土
が
あ
り
、A
遗
跡
と
違
つ
て
い
る
こ
と
が 

わ
か
つ
た
。
そ
こ
で
、
東
西
二
米
の
中
で
、
南
北
に
長
さ
十
米
の 

ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
試
掘
を
行
つ
た
。

調
査
の
結
果
判
明
し
た
堆
積
土
の
状
態
は
、
抵
い
と
こ
ろ
に
厚 

く
堆
積
し
た
黒
土
の
よ
う
で
、
黒
土
の
厚
さ
は
七
十
糎
あ
り
、
そ 

の
地
表
面
近
く
二
十
糎
内
外
が
耕
土
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
判 

別
は
明
ら
か
で
な
い
。
黒
土
層
の
下
七
十
糎
位
か
ら
黒
褐
色
の
粘 

土
混
り
の
層
が
二
十
五
糎
ほ
ど
あ
り
、
こ
の
層
は
下
に
行
く
ほ
ど 

褐
色
味
が
濃
く
な
つ
て
い
た
。
そ
の
下
の
九
十
五
糎
か
ら
は
ロ
ー 

ム
層
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
黒
褐
色
の
才
三
層
の
一
部(
ト
レ
ン 

チ
内
で
四•

五
米
の
巾)
が
切
れ
て
、
不
整
形
な
落
ち
込
み
を
形 

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。

遺
物
の
包
含
状
況
は
、
耕
土
層
を
含
め
た
黒
土
層
で
は
、
地
表 

面
に
土
器
片
の
散
布
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
比
較
的
少
な
く
、 

破
片
も
小
さ
か
つ
た
。
土
器
は
地
表
面
か
ら
採
集
さ
れ
る
弥
生
式 

土
器
片
、
晩
期
繩
文
式
土
器
片
や
繊
維
の
あ
る
繩
文
式
土
器
片
の 

外
貝
殼
文
の
破
片
も
採
集
さ
れ
た
が
、
層
位
的
関
係
が
明
ら
か
な 

状
態
で
は
な
い
。
た
だ
弥
生
式
土
器
片
や
晩
期
綴
文
式
土
器
片
は 

下
の
方
か
ら
は
発
見
さ
れ
な
か
つ
た
。
図
版
第
三
の8
図
に
示
し 

た
土
器
は
、
表
面
採
集
の
も
の
を
含
め
た
主
な
も
の
で
あ
る
。

黒
褐
色
の
第
三
層
に
な
る
と
早
期
貝
殼
文
の
破
片
だ
け
と
な
り 

殊
に
落
ち
込
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
地
点
の
黒
褐
色
土
層
で
は
、 

ロ
ー
ム
層
に
密
着
し
て
一
群
の
土
器
片
の
集
積
が
発
見
さ
れ
た
。

深
さ
も
地
表
面
か
ら
九
十
糎
の
深
さ
が
あ
り
、
粘
土
の
ロ
ー
ム
層 

に
密
着
し
て
い
る
た
め
、
湿
気
を
強
く
う
け
て
、
脆
く
壊
れ
易
い 

状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
注
意
し
て
掘
り
上
げ
た
結
果
、
復
原
出 

来
る
一
個
体
の
尖
底
土
器(
図
版
第
一
の2
図)

.

器
形
の
推
定 

出
来
る一

個
体
の
尖
底
土
器(
図
版
第
一
の1
図)
を
含
め
た
五 

個
体
分
の
土
器
片
の
集
積
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
復
原
可
能
土
器
の
発
見
さ
れ
て
掘
り
込
ま
れ
た
よ 

う
な
と
こ
ろ
は
、
不
整
形
で
人
工
的
な
も
の
を
強
く
感
じ
さ
せ
な 

が
ら
、
も
っ
と
掘
り
拡
げ
て
精
細
に
調
査
す
れ
ば
、
竪
穴
住
居
址 

と
し
て
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
た
が
、 

今
度
の
調
査
は
試
掘
程
度
に
留
め
て
、
そ
の
追
求
を
避
け
た
。
し 

か
し
、
岩
手
県
で
早
朝
の
住
居
址
の
明
ら
か
と
な
つ
て
い
な
い
現 

在
、
そ
の
再
度
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と 

を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

出
土
辺
物

土
器
で
は
繩
文
早
期
の
貝
殼
文
土
器
と
弥
生
式
土
器
と
が
特
に 

注
目
に
値
す
る
。
岩
手
県
で
貝
殼
文
様
の
土
器
片
の
発
見
さ
れ
る 

場
所
は
相
当
多
数
あ
り
、
中
で
も
玉
山
村
日
戸
遺
跡
な
ど
で
は
そ 

の
数
量
も
二
百
片
以
上
を
数
え
て
い
る
が
、
完
形
ま
た
は
復
原
可 

能
の
土
器
を
出
土
し
て
い
る
場
所
は
な
い
。
こ
の
大
宮B
遺
跡
の 

調
査
に
よ
つ
て
、
は
じ
め
て
復
原
さ
れ
た
貝
殼
文
の
尖
底
土
毘
が 

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
多
大
の
成
果
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。
一
方 

の
復
原
推
定
土
器
は
上
半
部
の
器
形
か
ら
、
八
戸
市
赤
御
堂
出
土 

の
尖
底
土
器
を
参
考
に
復
原
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
方
の
教
示

を
得
た
い
。
両
土
器
共
器
面
は
貝
殼
条
痕
で
調
整
さ
れ
た
も
の
で
、 

口
縁
部
に
貝
殼
縁
の
ギ
ザ
ギ
ザ
の
刻
み
目
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

(
図
版
第
一
の1
図

•  2
図)

弥
生
式
土
器
は
繩
文
晩
期
の
大
洞A'
式
の
工
字
文
や
菱
形
文
と 

一
緒
に
、
そ
れ
か
ら
若
干
変
化
し
た
文
様
の
も
の
で
、
二
戸
郡
福 

岡
町
足
沢
出
土
の
弥
生
式
土
器
と
著
し
く
類
似
し
て
い
る
。
今
度 

の
調
査
で
は
は
つ
き
り
し
た
包
含
層
に
当
ら
ず
、
大
部
分
が
表
面 

採
集
で
あ
る
の
で
、
そ
の
資
料
を
示
す
に
と
ど
め
今
後
の
調
査
に 

よ
つ
て
精
細
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

石
器(
挿
図
第
六
図)
は
表
面
採
集
を
含
め
、B
地
区
で
発
見 

さ
れ
た
も
の
を5
点
示
し
た
。
石
鏃2
点
・石
匕1
点
・石
斧2 

点
計5
点
で
あ
る
。
石
鏃
は
い
ず
れ
も
表
面
採
集
で
あ
る
。
石
匕 

はB
類
の
ツ
マ
ミ
の
な
い
形
式
で
、
黒
土
層
下
層
部
か
ら
発
見
さ 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
斧2
点
は
黒
褐
色
土
層
の
貝
殼
文
土
器
の 

近
く
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
挿
図
第
六
図
は
図
版
第 

四
の7
図
の
石
器
の
実
測
で
あ
る
。)

4
の
石
斧
は
上
部
が
欠
失
し
て
い
る
が
、
石
斧
状
の
断
面
楕
円 

形
の
自
然
石
の
四
隅
を
欠
き
取
つ
て
更
に
形
を
整
え
よ
う
と
し
て 

あ
る
が
、
刃
部
に
当
る
先
端
は
自
然
面
の
ま
ま
で
あ
る
点
か
ら
、 

石
斧
と
称
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
か
疑
問
も
あ
る
が
、
形
か
ら
受 

け
る
印
象
は
石
斧
の
断
片
で
あ
る
が
、
古
い
石
器
の
一
つ
の
形
を 

示
し
て
い
る
。5
は
更
に
特
徴
の
あ
る
石
器
で
、
扁
平
な
矩
形
の 

自
然
石
の
一
方
の
先
端
部
に
打
撃
を
打
え
え
て
刃
部
を
形
成
し
た 

だ
け
の
単
純
加
工
の
打
石
器
で
あ
る
。
こ
の
刃
の
つ
け
方
も
、
片



第6図 大宮B遺跡出土石器類
1.2石鏃；3 B形石匕；4石斧；5石斧

面
が
自
然
彎
曲
を
し
て
い
る
内
側
を
打
ち
欠
い
て
つ
け
た
も
の
で
、
 

打
石
器
と
し
て
原
始
的
形
態
の
も
の
で
あ
る
。4

・
5

の
石
材
は 

硬
質
砂
岩
で
あ
る
。

(
ハ) 40
大
宮C
遺
跡

B
遺
跡
付
近
か
ら
丘
陵
は
、
南
方
に
下
り
坂
と
な
り
、
百
米
ほ 

ど
下
る
と
山
合
い
の
湧
き
水
の
出
る
と
こ
に
な
る
。
小
川
は
そ
こ 

か
ら
水
源
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
湧
き
水
の
出
る
手
前
が
一
段
と 

高
く
な
つ
て
、
三
十
平
方
米
位
の
狭
隘
な
平
坦
部
を
形
成
し
て
、 

灌
木
の
茂
み
と
な
つ
て
い
る
。
弥
生
式
土
器
片
の
採
集
さ
れ
る
遺 

跡
で
あ
る
の
で
、
特
にC
遺
跡
と
し
た
。

こ
の
平
坦
部
か
ら
上
の
傾
斜
面
は
畑
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の 

部
分
は
最
近
ま
で
杉
が
植
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
根
を
掘 

り
起
し
て
畑
に
し
よ
う
と
し
た
ら
し
く
も
見
ら
れ
る
が
、
充
分
整 

地
も
さ
れ
ず
灌
木
の
薮
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
土
器
片
は
そ
の 

掘
り
返
え
さ
れ
た
よ
う
な
地
表
面
に
僅
か
散
在
す
る
だ
け
で
あ
る 

が
、
岩
泉
町
赤
穴
遺
跡
な
ど
の
出
土
土
器
と
類
似
す
る
弥
生
式
土 

器
で
あ
る
。
遺
物
は
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
果 

し
て
調
査
し
て
良
好
な
包
含
層
が
発
見
さ
れ
る
か
ど
う
か
疑
問
で 

あ
る
。

図
版
第
三
の7
図
に
示
し
た
土
器
は
、
隹
々
木
剛一

氏
の
採
集 

品
で
あ
る
が
、
私
も
現
地
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
土
器
片
数
片 

を
採
集
し
て
い
る
。
石
器
類
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

四
、22
高
取
遺
跡

概
況

種
市
町
で
土
器
の
出
土
す
る
と
こ
ろ
と
云
え
ば
高
取
と
云
わ
れ 

る
程
、
近
年
開
墾
な
ど
で
土
器
が
発
見
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
る 

が
、
既
出
土
品
の
完
形
土
器
で
私
の
見
た
も
の
は
、
館
石
町
長
所 

有
の
土
器
二
個(
図
版
第
一
の9
図
と
10
図)
で
あ
る
。
そ
の
外
他
町
村 

に
持
つ
て
行
か
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
真
偽
は
明
ら
か
で
な 

い。高
取
遺
跡
と
云
つ
て
も
、
そ
の
範
囲
は
広
く
、
ど
こ
を
指
し
て 

い
る
か
明
ら
か
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
高
取
は
種 

市
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
標
高
三
六
〇
米
の
高
取
山
南
側
の 

山
麓
丘
陵
地
帯
で
、
そ
の
範
囲
は
広
く
、
精
細
に
踏
査
す
れ
ば
、 

相
当
の
箇
所
か
ら
土
器
の
出
土
地
が
発
見
さ
れ
る
ら
し
い
。
そ
の 

中
調
査
し
た
の
は
今
野
勝
也
氏
の
畑
の
一
部
で
あ
る
。

最
近
今
野
氏
の
畑
の
一
部
が
開
田
さ
れ
て
土
器
が
相
当
出
土
し 

て
い
る
と
い
う
の
で
、
帰
省
を
予
定
し
て
い
た
日
の
午
前
中
だ
け 

二
時
間
程
、
現
地
に
行
つ
て
見
る
こ
と
に
し
た
。
現
地
に
行
つ
て 

見
る
と
、
開
田
は
家
の
う
し
ろ
横
に
当
る
、
丘
陵
の
緩
傾
斜
地
の 

一部
が
一
二
年
程
前
に
さ
れ
た
ら
し
く
、
丘
陵
の
裾
が
新
し
い
切 

断
面
を
見
せ
て
田
が
作
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
田
を
縁
ど
つ
て
い
る 

丘
陵
際
の
切
断
面
に
は
、
地
表
面
か
ら
二
十
糎
位
の
深
さ
の
と
こ 

ろ
に
土
器
片
が
十
糎
位
の
厚
さ
で-
つ
の
包
含
層
を
な
し
て
存
在 

し
て
い
た
。
そ
の
状
態
か
ら
こ
の
地
の
開
田
の
際
に
相
当
多
数
の

土
器
が
出
土
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
が
、
殆
ん
ど
全 

部
が
埋
没
さ
れ
て
し
ま
つ
た
も
の
ら
し
い
。
現
在
で
も
そ
の
断
面 

を
え
ぐ
れ
ば
土
器
片
は
採
集
さ
れ
る
が
、
切
断
面
が
丘
陵
際
の
傾 

斜
面
に
か
か
つ
て
い
る
上
に
、
そ
の
部
分
一
帯
に
大
き
な
樹
木
が 

生
い
繁
つ
て
い
る
の
で
、
調
査
は
困
難
な
状
況
に
な
つ
て
い
る
。

そ
の
開
田
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
隣
接
し
た
畑
も
近
く
一
ア
ー
ル
ほ 

ど
開
田
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
そ
の 

一
部
を
試
掘
す
る
こ
と
に
し
て
、
巾
二
米
で
長
さ
六
米
の
ト
レ
ン 

チ
を
入
れ
て
調
査
し
た
。
地
表
面
下
二
十
糎
で
包
含
層
が
あ
り
、 

土
器
片
の
出
土
が
見
ら
れ
た
が
、
開
田
地
の
上
の
切
断
面
に
見
ら 

れ
る
程
多
量
の
包
含
状
態
を
示
し
て
は
い
な
か
つ
た
。
し
か
し 

一  

か
所
に
山
石
八
個
で
径
四
十
糎
位
の
円
形
の
囲
い
を
し
た
炉
址
が 

発
見
さ
れ
た
。(
図
版
第
七
の7
図)
な
知
そ
の
炉
址
の
付
近
か
ら
は 

浅
鉢
形
の
完
形
土
器
二
個
が
出
土
し
た
。(
図
版
第
七
の6
)
こ
れ
ら 

土
器
や
炉
址
の
位
置
は
地
表
面
二
十
五
糎
位
で
比
較
的
浅
く
、

一  

部
耕
土
に
接
し
て
い
る
状
態
で
あ
つ
た
の
で
、
竪
穴
住
居
か
ど
う 

か
の
輪
郭
と
な
る
壁
の
存
在
は
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
か 

つ
た
。
ま
た
充
分
に
掘
り
拡
げ
て
柱
穴
址
な
ど
の
有
無
を
確
認
す 

る
必
要
が
あ
つ
た
が
、
当
初
の
日
程
も
あ
り
、
一
応
炉
址
の
確
認 

と
土
器
を
採
集
し
た
だ
け
で
、
今
後
の
調
査
に
期
待
す
る
こ
と
に 

し
た
。

本
遺
跡
の
調
査
は
僅
か
二
三
時
間
の
限
ら
れ
た
調
査
で
そ
の
全 

貌
を
述
べ
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
が
、
開
田
を
ひ
か
え
て
緊
急
に 

全
面
的
調
査
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
た
。
し
か
し



し
か
し
取
り
敢
ず
の
試
掘
で
あ
つ
た
が
、
種
市
町
と
し
て
は
繩
文 

時
代
住
居
の
炉
址
と
し
て
は
じ
め
て
の
発
見
で
あ
つ
た
こ
と
は
多 

大
の
成
果
で
あ
つ
た
。

出
土
遺
物

出
土
遺
物
は
完
形
土
器
に
二
点
を
含
む
繩
文
式
土
器
片
若
干
と 

石
斧
二
点
、
石
鏃
二
点
、
有
孔
小
円
盤
で
あ
る
。

土
器
は
付
近
か
ら
採
集
さ
れ
る
も
の
を
含
め
て
、
繩
文
晩
期
大 

洞
01

式
以
降A'

式
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
完
形
土
器
の
一
方(

図 

版
第
一
の
11

図)

は
大
洞A
'

式
の
浅
鉢
形
土
器
で
あ
及
、
他
は
大
洞 

C2

式
の
浅
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
両
者
が
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か 

は
明
ら
か
で
な
く
、
層
位
的
関
係
も
確
認
し
難
か
つ
た
。
破
片
と 

し
て
多
い
の
は
C2

式
で
あ
る
。

な
お
佐
々
木
剛
一
氏
所
蔵
の
高
取
採
集
土
器
片
で
は
後
期
の
掘 

の
内
併
行
式
・
安
行
併
行
式
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
他
、
晩 

期
大
洞B

式

・B

C

式
の
破
片
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
出
土
地
は 

高
取
と
い
つ
て
も
同
じ
場
所
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
図 

版
第
一
に
示
し
た
館
石
基
治
氏
所
蔵
の
完
形
土
器
は
一
方
は
大
洞 

A

式(
9

図)

で
、
他
方
は
大
洞Ｂ
Ｃ

式(
10

図)

で
あ
る
。

こ
の
出 

土
地
の
精
細
も
不
明
で
あ
る
。

石

器
(

区
版
第
五
の1

図)

の
石
斧
と
石
鏃
は
特
に
注
目
す
べ
き
も 

の
で
は
な
い
。
有
孔
小
円
盤
と
称
し
た
の
は
図
版
第
五
の1

図
の 

左
下
に
示
し
た
も
の
で
、
土
器
の
破
片
を
一
厘
銭
の
ょ
う
な
円
盤 

状
に
形
を
整
え
、
中
央
に
孔
を
開
け
て
あ
る
も
の
で
、
繩
文
晩
期 

の
遺
跡
か
ら
良
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
糸
を
つ
む
ぐ
紡
錘
車
の
一

種
か
と
も
考
え
る
が
、
未
だ
明
ら
か
で
な
い
。

五
 
城
内
遺
跡

城
内
は
久
慈
線
種
市
駅
の
西
方
六
粁
に
あ
る
山
間
の
部
落
で
あ 

る
。
中
世
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
い
た
種
市
中
務
の
居
城
の
あ
つ 

た
と
こ
ろ
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
江
戸
時
代 

も
種
市
地
方
と
し
て
は
最
も
栄
え
た
中
心
地
で
あ
つ
た
が
、
今
日 

鉄
道
沿
線
か
ら
は
ず
れ
た
城
内
は
山
間
に
取
り
残
さ
れ
、
新
し
い 

変
化
を
な
す
こ
と
も
な
く
、

山
村
部
落
と
し
て
昔
念
が
ら
の
お
も 

か
げ
を
と
ゞ
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

昭
和
三
十
五
年
こ
の
城
内
地
区
の
西
方
丘
陵
際
の
台
地
の
開
田 

が
行
な
わ
れ
た
際
、
円
筒
状
の
土
製
品
が
出
土
し
た
。

そ
の
報
告 

を
受
け
た
長
岡
善
一
郎
氏
が
、
そ
れ
を
見
て
少
し
小
さ
い
が
埴
輪 

円
筒
で
は
な
い
か
と
考
え
、
古
墳
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
か
も 

知
れ
な

い
と
思
い
、
急
拠
そ
の
調
査
の
必
要
を
感
じ
て
調
査
計
画 

を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り、

小
生
に
連
絡
し
て
来
た
の
が
今
度
の 

調
査
の
端
緒
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

(

イ) 
1
3

に
し
や
く
ど
う
遺
跡

円
筒
状
の
土
製
品(
挿
図
第
七
図)

の
出
土
し
た
と
こ
ろ
は
、
俗
に 

「
に
し
や
く
ど
う
」
と
云
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
城
内
部
落
の 

民
家
の
所
在
地
よ
り

一粁

ほ
ど
行
つ
た
山
麓
の
台
地
で
あ
る
。
現 

地
は
既
に
水
田
と
な
つ
て
耕
作
も
さ
れ
た
あ
と
で
、
春
先
の
こ
と 

で
稲
の
切
株
が
な
ら
ん
で
い
た
。
灌
漑
施
設
が
不
充
分
か
、
水
が

第7図にしやくどう遺跡出土器台

田
に
溜
つ
て
い
て
中
に
入
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
た
だ
畦
畔
の
枯 

草
の
中
に
五
十
糎
大
の
川
原
石
か
ら
二
十
糎
大
の
川
原
石
な
ど
数 

個
が
一
か
た
ま
り
と
な
つ
て
あ
つ
て
、
土
製
品
の
出
土
し
た
と
こ 

ろ
か
ら
出
土
し
た
も
の
だ
と
物
語
ら
れ
た
。
川
原
石
に
は
若
干
焼 

け
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
た
。(
揷
図
第
七
図
は
図
版
第
二
の
10
図の 

器
台
の
実
例
図
で
あ
る)

以
上
の
よ
う
に
川
原
石
も
既
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の 

石
の
あ
つ
た
と
い
う
付
近
を
調
査
し
て
見
よ
う
に
も
、
現
地
が
水 

浸
し
の
状
態
で
は
調
査
の
致
し
よ
う
も
な
か
つ
た
。
石
の
表
面
は

火
が
か
ゝ
つ
て
焼
け
て
い
る
痕
跡
も
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に 

用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

円
筒
状
の
土
製
品
は
そ
の
作
り
、
焼
成
か
ら
み
て
焼
台
と
考
え 

て
差
支
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。
焼
き
台
と
な
る
と
二
つ
だ
け
で 

あ
つ
た
も
の
か
ど
う
か
、

こ
れ
を
使
用
し
た
焼
窯
と
な
る
と
、
陶 

器
を
焼
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
関 

係
し
た
遺
物
の
報
告
は
な
い
の
で
、
ま
た
時
を
か
え
て
調
査
し
て 

見
な
い
と
は
つ
き
り
し
た
こ
と
は
云
え
な
い
。
本
遺
跡
の
地
主
は 

八
木
勝
三
郎
氏
で
あ
る
。

長
岡
氏
が
そ
の
付
近
か
ら
採
集
し
た
と
い
う
も
の
に
、
糸
切
底 

の
土
師
器
の
皿(

図
版
第
二
の9

図)

が
あ
る
が
、

こ
れ
は
前
篇
第

三 

章
で
述
べ
た
如
く
平
安
時
代
の
須
恵
器
と
一
緒
に
出
土
す
る
土
師 

器
と
考
え
て
差
支
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
こ
の
焼
窯
に
関 

係
あ
る
遺
物
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
無
関
係
の
も
の
と
考
え 

ら
れ
る
可
能
性
の
方
が
大
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
付
近
の
畑 

か
ら
は
土
師
器
の
破
片
が
採
集
さ
れ
る
し
、
現
に
今
度
の
調
査
で 

も
、
最
近
開
田
整
地
さ
れ
た
ば
か
り
の
場
所
に
土
師
器
の
散
布
が 

認
め
ら
れ
て
い
た
。
従
つ
て
、
こ
の
付
近
は
調
査
す
れ
ば
土
師
器 

関
係
の
遺
跡
の
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
 

焼
窯
と
無
関
係
に
そ
れ
以
前
の
遺
跡
が
存
在
し
て
い
た
と
こ
ろ
で 

あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

陶
器
の
焼
窯
と
い
う
推
定
は
、

こ
の
地
に
と
つ
て
思
い
及
ば
ぬ 

こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
最
近
葛
巻
町
の
山
間
部
の
馬
場
に
、
記 

録
も
伝
え
も
な
い
と
こ
ろ
に
陶
器
の
焼
き
窯
が
発
見
さ
れ
て
い
る



例
も
あ
る
。
註
こ
の
場
合
器
台
の
形
は
そ
れ
よ

古
い
形
を
し
て 

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
陶
器
の
破
片
ら
し
い
も
の
も
発 

見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
明
確
な
断
定
は
今
後
の
研
究
に
期
待
す 

る
こ
と
に
し
て

一

応
の
報
告
と
す
る
。
註
吉
田
義
昭
・
高
橋
昭
治
「岩 

手
町
葛
巻
町
田
部
字
馬
場
所
在
の
古
か
ま
遺
跡
に
つ
い
て
」
(
奥
の
ふ
る
里6

号) 

(
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梅

内

遺

跡

概

況

本
遺
跡
は
城
内
部
落
の
北
は
ず
れ
の
山
麓
梅
内
敏
雄
氏
宅
の
裏 

手
の
畑
で
あ
る
。
梅
内
氏
が
自
宅
修
理
の
た
め
の
壁
土
を
採
取
す 

る
た
め
、
裏
手
の
畑
の
一
角
を
削
り
取
つ
て
い
た
際
、
高
さ
三
十 

糎

の
壺
が
出
土
し
た
の
で
、
珍
ら
し
い
と
思
つ
て
城
内
小
学
校
に 

持
参
し
て
置
い
た
も
の
を
、
偶
然
長
岡
氏
が
目
に
留
め
た
。
今
度 

の
調
査
で
行
つ
た
際
、
長
岡
氏
よ
り
そ
の
報
告
を
受
け
た
の
で
、
 

城
内
調
査
の
折
に
現
地
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

遺
跡
は
梅
内
氏
宅
裏
手
の
丘
陵
麓
の
台
地
で
、
段
丘
と
な
つ
て 

い
る
一
角
を
削
り
取
つ
た
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
。
行
政
区
画
は
種
市 

町
五
十
六
地
割
二
十
八
番
地
で
あ
る
が
、
便
宜
梅
内
遺
跡
と
仮
称 

す
る
。

現
地
に
行
つ
て
聞
く
と
、
壺
は
ご
く
最
近
出
土
し
た
ば
か
り
で
、
 

完
全
で
珍
ら
し
い
の
で
学
校
に
昆
て
も
ら
い
に
持
参
し
た
と
の
事 

で
あ
つ
た
。
そ
の
他
の
破
片
の
有
無
を
確
か
め
る
と
、
存
在
し
た 

が
散
佚
し
て
し
ま
つ
た
と
の
事
で
あ
つ
た
が
、
庭
先
に
コ
シ
キ
の

大
き
な
破
片
が
投
げ
棄
て
ら
れ
て
あ
つ
た
。
な
重な資
料
と
早
速 

収
集
し
た
。

壁
土
を
取
つ
て
土
器
の
出
土
し
た
と
こ
ろ
に
行
つ
て
見
る
と
、
 

土
器
片
が
二
三
見
え
た
の
で
、
そ
こ
を
掘
り
拡
げ
て
見
る
と
、

一  

群
の
土
器
片
が
か
た
ま
つ
て
あ
つ
た
。(

図
版
第
七
の5

)

取
り
上
げ 

た
結
果一

個
の
甕
と
皿
が
復
原
出
来
た
。

こ
の
種
の
土
師
器
が
一
括
し
て
出
土
す
る
と
こ
ろ
に
、
竪
穴
住 

居
址
の
輪
廓
が
は
つ
き
り
発
見
さ
れ
る
例
は
、
金
ヶ
崎
町
西
根
竪 

穴
住
居
址
群
の
例
の
ほ
か
し
ば
し
ば
体
験
し
て
い
る
の
で
、
住
居 

址
ら
し
い
痕
跡
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
土
器 

の
出
土
地
点
を
中
心
に
拡
張
し
て
見
た
が
、
既
に
相
当
破
壊
さ
れ 

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
は
つ
き
り
し
た
も
の
を
確
か
め
る
こ
と
は 

出
来
な
か
つ
た
。
然
し
一
個
の
完
全
の
壺
を
手
掛
り
に
、
現
地
を 

調
査
し
た
結
果
、

一
応
土
師
器
と
し
て
は
壺
・
甕

・
皿

・
甑
(

コ 

シ
キ)

の

一

括
遺
物
を
収
集
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ 

つ
た
。
な
お
復
原
は
出
来
な
か
つ
た
が
甕
の
破
片
は
五
個
体
分
、
 

皿
の
破
片
は
二
個
体
分
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

出
土
遺
物

出
土
品
は
土
師
器
だ
け
で
あ
る
。
完
形
品
は
壺一

個
、
復
原
可 

能

は

甕

・
皿

・
甑
各
一
個
で
あ
る
が
、
破
片
は
甕
五
個
体
分
、
皿 

二
個
体
分
、
飯

一

個
体
分
の
断
片
で
あ
る
が
、
復
原
出
来
る
ま
で 

の
も
の
は
な
か
つ
た
。
作
り
は
輪
積
法
で
、
器
面
の
調
整
に
は
へ 

ラ
ま
た
は
刷
毛
を
用
い
て
仕
上
げ
た
も
の
で
、
轆
轤
を
使
用
し
て 

作
つ
た
土
器
は
な
い
。
前
器
土
師
器
と
い
わ
れ
る
種
類
に
入
る
も

第8図 梅内遺跡出土土師器
1甕.2こしき.3壺；4皿

の
で
、
金
ケ
崎
町
西
根
土
器
と
同
一
形
式
と
考
え
る
。
次
に
完
形 

復
原
土
器
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

壺(
揷
図
第
八
図
の3 •
図
版
第
二
の3)
は
高
さ
二
十
七.
六
糎
で
、 

普
通
の
大
き
さ
で
あ
る
。
胴
部
は
径
二
十
六.
二
糎
で
比
較
的
膨 

ら
み
の
あ
る
方
で
あ
る
。
器
面
は
刷
毛
で
調
整
し
て
あ
り
上
胴
部 

は
斜
行
し
、
下
胴
部
は
下
向
し
て
い
る
。
貯
蔵
用
の
容
器
と
考
え 

ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
種
の
壺
は
横
手
地
区
開
田
の
際
に
も
出
土 

し
て
於
り
、
佐
々
木
剛
一
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
図 

眠
第
二
の8
図
に
示
し
て
置
い
た
。
こ
れ
ょ
り
若
干
小
形
で
あ
る
。

甕(
挿
図
第
八
図
の1

.

図
版
第
二
の1
図)
土
師
器
の
甕
は
長
胴
形
甕 

で
、
壺
は
頸
部
の
く
び
れ
が
著
し
い
の
に
、
頸
部
の
く
び
れ
の
著 

し
く
な
く
胴
部
の
膨
ら
み
の
な
い
も
の
を
い
う
。
ヵ
マ
ド
に
の
せ 

て
湯
沸
し
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
下
胴
部
に
焼
け
焦
げ
の
痕
が 

あ
る
。
復
原
し
た
形
は
高
さ
二
十
二.
八
糎
、
口
径
十
八
糎
、
底 

径
八
糎
で
あ
る
。
器
面
は
刷
毛
目
を
上
下
に
用
い
て
調
整
し
て
あ 

る
。
底
は
木
葉
底
で
あ
る
。
土
師
器
の
甕
の
完
形
品
が
「中
野
向 

な
が
れ
」
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
参
考
の
た
め
図
版
に
示
し 

た
。
こ
の
形
が
こ
の
時
期
の
甕
で
は
普
通
の
形
で
あ
る
。

皿(
挿
図
第
八
図
の4 .

図
版
第
二
の4
図)
は
坏.
埦
な
ど
と
云 

わ
れ
て
い
る
も
の
を
一
括
し
て
皿
と
称
し
て
い
る
。
こ
こ
に
復
原 

し
た
皿
は
浅
埦
と
い
わ
れ
る
の
が
適
当
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

前
期
土
師
器
の
皿
は
底
部
が
丸
底
で
あ
る
の
に
特
色
が
あ
る
。
高 

さ
四.
八
糎
、
口
径
十
五•
二
糎
で
あ
る
。

甑(
揷
図
第
八
図
の2 .
図
版
第
二
の2
図)
は
コ
シ
キ
と
云
わ
れ
る
も 

の
で
、
穀
物
を
蒸
す
セ
ィ
ロ
で
あ
る
。
従
つ
て
底
部
が
開
い
て
い 

る
。
恐
ら
く
笹
竹
で
編
ん
だ
敷
物
を
入
れ
て
押
え
と
し
、
そ
の
中 

に
穀
物
を
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
瘦
の
中
に
入
れ
、
甓 

の
中
の
沸
騰
す
る
蒸
気
に
よ
っ
て
穀
物
を
蒸
し
た
の
で
あ
る
。
こ 

の
甑
は
大
和
時
代
の
農
耕
日
本
人
の
使
用
し
た
容
器
で
あ
る
。
本 

遺
跡
で
種
市
町
で
は
じ
め
て
甑
が
発
見
さ
れ
た
。
恐
ら
く
他
の
土 

師
器
の
遺
跡
に
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
壊
れ
て
い
た
こ
と 

な
ど
で
破
棄
し
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
土
器
出
土
間
も
な
い 

時
期
に
た
ず
ね
て
、
収
集
保
存
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
こ



の

甑

は

高

さ

十

八

糎

、

口

径

十

七

糎

、

底

径

七.

五
糎

で
あ
る
。

(

ハ) 14

城

内

館

址
(

図
版
第
七
の8

図)

中

世

種

市

中

務

の

居

城

し

た

と

云

わ

れ

る

城

内

館

址

は

城

内

部 

落

よ

り

西

南

方

大

沢

部

落

に

行

く

途

中

に

丘

陵

に

位

置

す

る

。

周 

り

に

空

濠

を

周

ぐ

ら

し

、

上

が

平

坦

な

台

地

に

な

つ
て
い
る
。
岩 

手

県

内

に

一

般

に

見

ら

れ

る

中

世

の

館

址

の

様

式

を

と

つ
て
い
る
。
 

調

査

し

て

み

な

い

と

明

ら

か

で

な

い

が

、

そ
の
丘
陵
平
坦
地
に
は 

館

址

時

代

の

遺

構

の

存

在

す

る

こ

と

が

推

定

さ

れ

る

。

し
か
し
こ 

の

よ

う

な

館

は

常

時

の

生

活

の

場

所

と

い

う

よ

り

、
非
常
の
場
所 

に
立
籠
つ

た

居

城

で

あ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

る

。

種

市

氏

は

南

部

信

直

に

服

し

、
慶

長

六

年

岩

崎

城

攻

め

の

時

出 

陣

し

、

そ

の

時

の

勢

揃

い

一

番

備

の

中

に

、

「
六
百
石 

種
市
中 

務 

十
八
人 

持
槍
二
本 

弓
二
張 

鉄

砲

三

挺

」

と

あ

る

。
妻 

は

八

戸

弾

正

少

弼

政

義

の

族

新

田

左

馬

助

政

盛

の

女

で

あ

る

。
光 

徳

の

子

孫

三

郎

南

部

重

直

の

時

罪

あ

り

て

、
祿

を

没

収

せ

ら

れ

浪 

人

と

な

り

、
慶

安

二

年

十

月

病

没

し

て

断

絶

し

た

と

云

わ

れ

て

い 

る
。

し

か

し

、

そ

の

一
族

は

後

に

ま

で

存

続

し

て

い

る

。

六
、15
館
野
遺
跡

長

岡

氏

が

城

内

小

学

校

に

保

存

さ

れ

て

い

た

円

筒

下

層D

式 

(

図
版
第
三
の4

図)

の

特

徴

あ

る

破

片

を

持

参

し

て

見

せ

て

呉

れ

た

。 

城

内

に

行

つ
た

際

、

そ

の

出

土

地

を

問

う

た

と

こ

ろ

、

そ
の
答
は 

明

ら

か

で

な

く

、

た

だ

繩

文

式

土

器

は

館

野

に

出

土

す

る

か

ら

そ

こ

か

も

知

れ

な

い

と

い

う

程

度

で

あ

つ
た
。

城

内

の

調

査

が

実

際 

は

何

も

無

く

て

、

予

定

よ

り

早

く

終

了

し

た

の

で

、

そ
の
帰
途
館 

野

遺

跡

を

踏

査

し

て

見

る

こ

と

に

し

た

。

館

野

は

種

市

駅

よ

り

城

内

に

行

く

途

中

、

城
内
の

手

前

の

部

落 

で
あ
る
。

遺

跡

は

館

野

石

蔵

氏

宅

の

裏

手

よ

り

北

へ

一粁

ほ
ど
山 

合

い

に

入

っ

た

と

こ

ろ

に

開

け

た

山

麓

の

緩

傾

斜

の

畑

で

あ

る

。 

畑

は

約

十

ア

ー

ル

ほ

ど

の

雑

穀

畑

で

、

畑

の

表

面

に

石

器

や

土

器 

が

散

布

し

て

い

る

。

殊

に

春

さ

き

の

耕

作

前

の

畑

の

地

表

面

か

ら 

は

土

器

や

石

器

が

採

集

さ

れ

た

外

に

、

畑

の

隅

の

小

石

を

積

み

上 

げ

た

場

所

か

ら

は

石

斧

片

な

ど

が

多

数

採

集

さ

れ

た

。

包

含

層

の

状

態

を

調

査

す

る

た

め

、

小

範

囲

の

試

掘

を

行

つ
た 

と

こ

ろ

、
沖

積

土

は

五

十

糎

の

厚

さ

で

形

成

さ

れ

て

い

る

が

、

表 

面

採

集

の

遺

物

に

比

し

て

豊

富

な

包

含

層

ら

し

き

も

の

に

は

当

ら 

な

か

っ

た

。

従

っ

て

、

本

遺

跡

の

遺

物

は

殆

ん

ど

が

表

面

採

集

に 

よ

る

も

の

で

あ

る

。

採

集

し

た

遺

物

で

は

石

斧

が

時
に
多

く

二

十

数

点

を

数

え

た

が

、
 

図

版

第

四

の8

図

に

示

し

た

も

の

は

そ

の

中

特

徴

の

あ

る

も

の

四 

点

で

あ

る

。

大

部

分

は

敲

製

の

粗

雑

な

作

り

で

、

図

の

右
上
の
二 

点

の

も

の

で

あ

る

。
磨

製

は

少

な

く

、

右

下

隅

の

も

の

と

左

側

二 

段

目

の

小

形

石

斧

の

二

点

で

あ

っ

た

。

図

の

左

側

二

段

目

三

番

目 

の

異

形

の

石

器

は

削

ず

る

道

具

の

形

を

し

て

い

る

。

広
い
意
味
の 

石

匕

の

中

に

入

れ

る

べ

き

か

も

知

れ

な

い

。

採

集

し

た

土

器

は

図

版

第

三

の6

図

に

示

し

た

が

、

殆
ど
全
部 

後

期

の

土

器

で

あ

る

が

、

た

だ

一

片

図

の

右

下

隅

の

晩

期

大

洞A'

式

の

破

片

が

採
集
さ
れ
た
。

以

上

昭
和
三
十
六
年
四
月
末
か
ら
五
月
初
め
に
か
け
て
調
査
し

た
内
容
と
そ
れ
に
よ
つ
て
知
り
得
た
遺
跡
の
概
況
を
写
真
図
版
や

挿

図

を

添

付

し

て

報

告

し

た

。

短

日

時

の

調

査

で

遺

跡

を

一

通

り

踏

査

し

た

程

度

で

は

あ

つ

た
が
、

多

数

の

人

々

の

御

協

力

に

よ
つ 

て
、

そ

の

知

り

得

た

収

穫

は

少

な

く

な

か

つ
た

。
報

告

は

も

つ
と 

遺

物

の

内

容

を

精

細

に

述

べ

た

い

点

も

あ

つ

た

が

、

余
り
細
部
に 

亘

る

の

で

一
通

り

の

説

明

に

と

ど

め

た

こ

と

を

お

こ

と

わ

り

す

る

。

れ
て
い
る
が
疑
が
わ
し
い
。

4
 

35
黒

マ

ツ
カ
遺
跡 

有
家
二
十
地
割

山
林
の
と
こ
ろ
、
水
田
に
な
り
殆
ん
ど
破
壊
し
て
い
る
、
貝
塚
と
思
わ 

れ
る
と
こ
ろ
あ
り
、
繩
文
土
器
や
石
器
を
出
土
す
る
と
共
に
、
土
師
器

の
住
居
址
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

5

 34
小
子
内
貝
塚 

小
子
内

逼
路
に
よ
つ
て
殆
ん
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
尚
貝
殼
が
崖
の

断
面
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
は
不
明

6 33
長
坂
遺
跡 

長
坂

畑
で
、
繩
文
後
期•
晩
期
の
破
片
が
表
面
か
ら
採
集
さ
れ
る

7 32
袖
山
遺
跡 

八
木
袖
山

畑
で
、
表
面
か
ら
繩
文
中
期.
後
期
の
破
片
や
石
器
な
ど
が
採
集
さ
れ

る
。
玉
沢
重
作
氏
所
蔵
の
石
製
模
造
品(
図
版
第
五
の9
図)
の
発
見 

さ
れ
た
の
も
こ
こ
で
あ
る
。

8 31
八
木
貝
塚 

八
木
第
一
地
割

駅
前
の
公
衆
浴
場
建
築
の
際
に
多
数
の
土
器
・石
器
な
ど
出
土
し
た
と

い
わ
れ
る
。
玉
沢
氏
は
晩
期
の
完
形
土
器
二
点
と
骨
へ
ら
を
所
有
し
て

第

四

章

そ

の

他

の

遺

跡

調

査

一
、
昭
和
三
十
六
年
度
岩
手
県
内
遺
跡
台
帖
作
成
調
査

種
市
町
担
当
者 

佐
々
木
剛
一.

重
茂
輝
子.

山
屋
洋
子

本

調

査

は

以

上

の

調

査

担

当

者

の

外

、

玉

沢

重

作

氏

な

ど

の

踏 

査

に

よ

つ

て

知

ら

れ

て

い

た

遺

跡

の

現

状

を

主

と

し

て

調

査

記

録 

し

た

も

の

で

あ

り

、

第

三

章

に

調

査

報

告

し

た

遺

跡

も

含

ま

れ

て 

い

る

の

で

、

そ

の

分

は

除

外

し

た

。

文

は

記

録

に

基

き

、
草
間
が 

記

述

し

た

。

1
 
43
藤
好
沢
遺
跡 

粒
来
七
地
割
二
五

山
林
が
近
年一

部
開
田
さ
れ
て
、
土
器
や
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
完
全 

な
石
刀
一
点(

図
版
第
五
の5

図)

出
土
し
て
い
る
。

2

 42
蝦
夷
塚
遺
跡 

粒

来

山
林
中
に
く
ぽ
地
あ
り
住
居
址
で
は
な
い
か
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
出 

土
品
も
な
く
不
明

3
 
41
長
根
塚
古
墳 

長

根

長
根
の
丘
陵
台
地
の
畑
に
二
十
米
位
は
な
れ
て
二
つ
の
石
塚
が
あ
る
。

小
笠
原
迷
宮
が
古
墳
と
し
、
岩
手
県
史
に
も
古
墳
と
し
て
取
り
上
げ
ら



い
る
。
(

図
版
第
一
の6

図)

9

 30
ホ

ツ
ク
リ
貝
塚 

八
木
第
一
地
割

八
木
駅
の
北
の
造
船
所
付
近
で
、
鉄
道
敷
設
工
事
に
よ
り
殆
ん
ど
壊
滅 

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
は
玉
沢
氏
所
蔵 

土
師
器.

骨
角
器(

も 

り)

な
ど
あ
り
。

10 28
大

平A

遺
跡 

大

平

八
木
駅
の
北
方
の
墓
地
の
上
の
畑
で
、
畑
の
表
面
か
ら
土
器
片
採
集
さ 

れ
る
。
玉
沢
氏
所
蔵
品
に
彌
生
式
土
器
と
繩
文
晩
期
の
土
器
片
の
外
、

石
斧.

石
鏃.

石
匕.
石
槍
な
ど
が
あ
る
、
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。

11 25
西
の
館
遺
跡 

上
岡
谷

岡
谷
稲
荷
神
社
の
北
、
西
館
は
周
り
に
空
濠
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
中 

世
の
館
址
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
そ
の
館
の
山
林
草
地
中
に
繩
文 

式
土
器
や
そ
の
頃
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
。
土
器
は
繩
文
後
期.

晩
期 

で
、
石
匕.

石
鏃.

石
斧
が
発
見
さ
れ
て
い
る
外
、
土
偶.

土
印•

土 

版
な
ど
種
々
の
珍
ら
し
い
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
(

図
版
第
六 

の7
 
• 
8
 • 9

図)

玉
沢
氏
の
西
館
岡
谷
と
し
て
い
る
も
の
は
同
じ
場 

所
ら
し
い
〇

12 26
上
岡
谷
遺
跡 

上
岡
谷

西
の
館
遺
跡
西
に
ぁ
る
丘
陵
の
南
面
し
た
畑
の
表
面
か
ら
、
繩
文
後
期 

の
土
器
が
多
数
採
集
さ
れ
る
。

13 24
館
田
遺
跡 

西
賴
の
田

水
田
を
開
く
際
、
多
数
の
土
器.

土
版.

土
偶
が
出
土
し
た
と
い
わ
れ 

る
が
現
在
は
な
い
。

14 19
大
久
保
遺
跡 

大
久
保

遺
ツソウ遺跡
の
西
側
に
下
り
た
山
合
い
の
低
地
で
、
一
部
水
田
に
な 

つ
て
い
る
。
水
田
を
開
く
際
土
師
器
出
土
、
畑
に
は
繩
文
後
期.
晩
期 

の
破
片
が
散
布
し
て
い
る
。

15 16
た
け
の
子
遺
跡(
図
版
第
六
の5 

.  6
図)

板
橋
か
ら
山
合
い
に一

.
五
粁
ほ
ど
入
つ
た
山
林
中
で
、
戦
争
中
開
墾 

の
際
多
数
の
土
器
が
出
土
し
た
。
現
在
植
林
し
て
い
る
が
、
包
含
層
は 

良
好
で
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
土
器
は
繩
文
晩
期
。

16 17
ト
チ
の
木
遺
跡

開
田
の
際
多
数
の
土
器•
石
器
出
土
、
現
在
は
壊
滅
、
繩
文
後
期.
晚

期

17 18
横
手
遺
跡

近
年
開
田
の
際
土
師
器(
図
版
第
二
の8
図)
出
土
、
恐
ら
く
住
居
址 

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
が
、
破
壊
さ
れ
て
痕
跡
も
な 

い。
現
在
畑
と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
繩
文
晩
期
の
土
器
が
出
土
す
る
と 

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
長
岡
氏
に
ょ
つ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

二
そ
の
他
の
調
査
記
録

本

項

は

遺

物

の

所

蔵

に

よ
り

、

そ

の

出

土

地

を

記

録

す

る

も

の 

で
、

現

状

調

査

は

し

て

い

な

い

の

で

、

知

り

得

た

範

囲

で

記

述

す 

る

こ

と

に

す

る

。

A

玉

沢

重

作

氏

踏

査

遺

跡

玉

沢

氏

の

踏

査

遺

跡

の

大

部

分

は

遺

跡

台

帖

作

成

の

際

、

調

査

員

に

よ

つ

て

調

査

記

録

さ

れ

て

い

る

が

、

そ
れ
に
残

つ
た
分
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1
 21
和
座
遺
跡 

繩
文
後
期(
図
版
第
一
の7
図)

2
 27
向
山
遺
跡 

繩
文
後
期
土
偶(
図
版
第
六
の3
図)

3
 29
大
平B
遺
跡 

繩
文
早
期
尖
底
土
器
出
土

B
細
越
記
平
氏
踏
査
遗
跡

こ
れ
は
角
浜
中
学
校
所
蔵
土
器
を
中
心
に
そ
の
出
土
地
を

た
ず
ね
た
も
の
。

1
 2
渋
谷
遺
跡
繩
文
後
期

2 3
伝
吉A
遺
跡 

土
師
器

3 
4
伝
吉B
遺
跡 

繩
文
中
期(
図
版
第
六
の4
図
土
偶)

4
 5
北
野
沢A
遺
跡
繩
文
前
期.
中
期
土
器(
図
版
第
三
の5
図) 

5
 1
浜
通
遺
跡
須
恵
器(
図
版
第
二
の
11
図)
出
土
地
、
現
在
の
漁 

協
事
務
所
付
近
と
云
わ
れ
る
。

C
そ
の
他
の
記
録

筆
者
が
学
校
や
民
家
を
訪
ね
て
知
り
得
た
資
料
に
ょ
り
、

そ
の
出
土
地
を
聴
取
し
た
も
の
で
、
向
な
が
れ
遺
跡
の
外 

は
現
地
を
踏
査
し
て
い
な
い
。

1
 6
北野
沢B
遺
跡
現
在
水
田
と
云
わ
れ
る
。
繩
文
後
期

2 
7
荒卷
遺
跡
繩
文
時
代
石
皿(
図
版
第
五
の4
図)
出
土
、
道
路

工
事
の
際
出
土
と
云
わ
れ
る
。

以
上
の
二
遺
跡
は
佐
々
木
利
男
氏
の
案
内
に
ょ
り
、
長
岡
善
一
郎

氏
と
同
行
し
、
北
野
沢
佐
々
木
綱
吉
氏
を
訪
ね
て
知
り
得
た
も
の
。 

3 
9
石
倉
遺
跡
繩
文
前
期.
中
期
。

4
 11
榧
割
遺
跡 

實
龍
刀
形
石
器(
図
版
第
五
の7
図)
出
土
。

以
上
二
遺
跡
は
第一

回
調
査
に
よ
り
、
平
内
小
中
学
校
を
訪
問
し 

て
聴
取
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
外
和
座
出
土
の
完
形
土
器 

(
図
版
第
一 
の7
図)
あ
り
。
そ
の
後
江
坂
輝
彌
氏
よ
り
県
内
の 

青
龍
刀
形
石
器
の
問
合
あ
り
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
以
後
、
そ
の
所 

在
不
明
と
な
つ
て
い
る
と
聞
く
。
そ
の
処
置
に
遺
憾
な
点
が
多
い 

の
は
残
念
で
あ
る
。

5 37
向
な
が
れ
遺
跡 

土
師
器(
図
版
第
二
の5
〜7
図)
出
土
、

第
二
回
調
査
の
際
、
佐
々
木
剛
一
氏
の
案
内
に
よ
り
調
査
せ
る
も 

の
で
あ
り
、
宅
地
及
び
そ
の
背
後
の
畑
。

6 8
大
谷
地
遺
跡 

石
棒(
図
版
第
五
の6
図)
出
土
地
。
井
戸
を

掘
る
時
出
土
と
い
う。

7 44
久
慈
平
遺
跡 

土
師
器
破
片
出
土
。
そ
の
精
細
な
出
土
地
不
明
。

8 10
麦沢
遺
跡 

本
遺
跡
は
種
市
町
内
で
相
当
内
容
豊
富
な
遺
跡
と
閗 

聞
く
が
、
そ
の
精
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

9
 23
戸
類
家
遺
跡 

本
遺
跡
は
「九
戸
郡
誌
」
に
報
ぜ
ら
れ
て
い
る 

遺
跡
で
、
古
く
よ
り
土
器.
石
器
の
出
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
三
十
二
年
五
月
三
日
慶
大
江
坂
輝
彌
氏
な
ど
の
発
掘
に 

よ
り
、
土
器.
石
器
の
外
に
、
完
全
な
土
偶(
図
版
第
六
の1
図) 

が
発
見
さ
れ
た
。
貝
殼
類
も
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
、
貝
塚
で
あ 

つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



結 

語

昭
和
三
十
六
年
春
、
種
市
町
内
の
諸
遺
跡
を
調
査
し
、
そ
の
報 

告
書
を
作
成
す
る
機
会
に
、
そ
の
遺
跡
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め 

に
も
、
種
市
の
歴
史
の
全
般
的
な
動
き
が
ど
う
な
つ
て
い
る
か
に 

つ
い
て
、
原
始
時
代
か
ら
中
世
ま
で
に
つ
い
て
述
べ
て
本
書
と
し 

た
。考

え
て
見
る
に
、
今
ま
で
の
歴
史
は
中
央
を
中
心
と
し
た
国
家 

と
支
配
者
の
歴
史
で
あ
つ
て
、
地
方
と
民
衆
の
歴
史
で
な
か
つ
た
。 

従
つ
て
、
種
市
の
歴
史
な
ど
と
い
う
も
の
は
考
え
ら
れ
も
し
な
か 

つ
た
し
、
書
か
れ
も
し
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
我
々
が
種
市
に
足 

を
踏
み
入
れ
て
見
た
と
き
、
そ
こ
に
は
数
千
年
前
か
ら
今
日
ま
で 

の
人
間
の
生
活
の
営
ま
れ
て
き
た
あ
と
が
あ
つ
た
こ
と
に
気
付
く 

の
に
、
何
ん
で
そ
の
歴
史
が
考
え
ら
れ
も
書
か
れ
も
し
な
か
つ
た 

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
こ
の
土
地
に
住
ん
だ
人
々
の
生
活
が
瞬 

間
的
な
も
の
で
、
無
意
味
な
生
活
の
連
続
と
し
て
生
死
を
繰
り
返 

し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
種
市
の 

人
々
の
生
活
が
そ
の
よ
う
な
無
意
味
な
も
の
で
あ
つ
た
と
は
考
え 

な
ぃ
。

我
々
が
昔
の
人
々
の
生
活
を
ふ
り
返 
つ
て
見
る
こ
と
は
、
祖
先 

が
如
何
に
生
活
し
て
き
た
か
を
省
み
る
と
共
に
、
現
代
に
生
き
る 

自
己
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

我
々
は
祖
先
の
歩
ん
で
き
た
道
を
通
し
て
、
新
し
い
発
展
を
す
る

自

分

を

意

識

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

、

私
が
こ
こ 

に

述

べ

た

歴

史

は

種

市

の

歴

史

で

も

ふ

る

い

部

分

だ

け

で

あ

つ

て

、
 

身

近

か

な

問

題

に

及

ん

で

い

な

い

。

そ

れ

を

通

し

て

見

て

、
種
市 

の

歴

史

が

日

本

歴

史

の

発

展

の

中

に

お

い

て

、

普
通
考
え
ら
れ
て 

い

る

よ

う

な

軽

視

さ

れ

る

劣

弱

な

内

容

の

も

の

で

な

い

こ

と

に

気 

付

く

。

そ

の

時

々

に

応

じ

て

、

新

し

い

変

化

に

則

応

し

た

文

化

の 

歩

み

を

示

し

て

き

た

こ

と

を

見

て

き

た

。
時

に

は

支

配

者

中

心

の 

政

治

の

た

め

そ

の

犠

牲

と

な

つ

た

時

は

あ

つ

て

も

、

充
分
内
容
の 

豊

富

な

も

の

を

も

つ

て

い

た

こ

と

を

知

る

こ

と

が

出

来

る

。

そ
れ
が
身
近
か 

な

歴

史

と

な

つ

た

と

き

に

は

ど

う

で

あ

つ

た

か 

は
、

今

後

の

調

査

研

究

す

べ

き

課

題

で

あ

る

し

、

そ
の
問
題
が
補 

な

わ

れ

る

こ

と

に

よ

つ

て

、
種

市

の

歴

史

は

本

当

に

ま

と

ま

り

の 

あ

る

内

容

を

も

つ

こ

と

に

な

る

こ

と

は

は

じ

め

に

述

べ

た

通

り

で 

あ
る
。

従

つ

て

、

本

書

は

か

か

る

研

究

へ

の

端

緒

と

な

る

な

れ

ば 

望

蜀

の

喜

び

と

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

本

書

は

、

私

と

し

て

は

一
応

出

来

る

だ

け

の

努

力 

は

し

た

が

、
僅

か

な

調

査

に

基

づ

く

も

の

で

、

今

後
充
分
補
な
わ 

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

多

く

の

欠

点

を

も

つ

て

い

る

。

遺
跡
の
調 

査

に

し

て

も

重

要

な

も

の

だ

け

を

行

つ

た

と

は

限

ら

な

い

。

し
か 

し
、
調

査

し

た

結

果

を

報

告

し

て

置

く

こ

と

は

、
今
後
の
研
究
調 

査

の

足

掛

り

に

も

、
捨

て

石

に

も

な

る

も

の

で

あ

る

こ

と

と

考

え

、

今

後

の

充

実

に

期

待

す

る

と

こ

ろ

大

で

あ

る

。

終

り

に

当

り

、
本

書

の

出

版

に

当

り

、
前

町

長

館

石

基

治

氏

、
 

現

町

長

高

城

専

太

郎

氏

は

じ

め

村

当

局

の

人

々

の

御

協

力

に

感

謝 

す

る

と

共

に

、
本

調

査

に

協

力

さ

れ

た

地

主

を

は

じ

め

多

数

の

有 

志

の

方

々

に

感

謝

の

意

を

表

し

て

む

す

び

と

す

る

。



種市町内遺跡地名表

昭和38年3月30日

本地名表は現在知られているものを一応記入したものである。知られているものでもその内容 

が明らかでないもので省略したものがあるので、今後追加が予想され、その結果は更に新しい事 

実の明らかになることもあると考えられる。尚、遺跡の内容については本文の記事と参照出来る 

様に頁数を加えて置いた。尚これを機会に町内の出土品がみだりに散佚することがないようにな 

れば幸いと考えている。



16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
番

号

た 館 城 に 梅 櫃 麦 石 大 荒 北 北 伝 伝 渋 浜 迫
け 内 し 谷 野 野

の 野 館 や 内 割 沢 倉 地 卷 沢 沢 士 吉 谷 通 跡
子 址

く

B A B A
ど 名
5

60 ク 58 54 56 ク ク ク ク ク ク 々 ク 々 ク 61
参

照

頁

番
32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17

号

八
袖 木 ホ 大 大 向 西 西 西 戸 高 和 ゴ 大 横 b 遗

駅 ツ 館 館 類 ツ 久 チ

山 刖 ク 平 平 山 上 館 の 家 取 座 ソ 保 手 の 跡
A y B A 岡 田 ウ 木

木
貝

谷 名

塚

参

ク 59 60 61 60 61 ク ク 60 61 53 61 41 ク ク 60 照

頁

番
44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33

号

久 藤 蝦 長 大 大 大 向 上 黒 小 長 遺
慈 好 夷 根 な の マ 子

平 沢 塚 塚 宮 宮 宮 が マ ツ 内 坂
跡

山 C B A れ ツ 力

麓 力
名

参

61 ク ク 59 52 50 49 61 45 ク 々 59 照

頁

種

市

町

内

遺

跡

名



昭
和
三
十
八
年
九
月
一
日

昭
和
三
十
八
年
九
月
十
日

著 

者 

草 

間 

俊 

一

発

行

者

高
 

城 

専

太

郎 

印

刷

所

河

北

印

刷

株

式

会

社

発

行

所

種

市

町

役

場




